
概
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濠
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目

次

序
ー

世
界
貿
易
に
於
け
る
東
南
洋
の
地
位
と
日
本

日
濠
關
係
の
獲
展

A

日
濠
關
係
の
過
去

B

日
濠
關
係
の
獲
展

日
濠
問
題
の
現
在

日
濠
問
題
の
將
來

結
ー

日
濠
問
題
の
背
後

に
あ
ろ
も
の

本
稿

は
、
今
春
脱
稿
、
筆

者
が
官
命

に
よ

つ
て
航
海
練

習
船
海

王
丸

に
便
乗

、

五
月

二
日
東

京
出
帆

、
濠

洲

へ
向
ふ
途
次
、
本
論

丈
集

の
原
稿

締

切
日

と

ぜ
ら
れ

た
昭
和

†

一
年
五
月

三
十

一
日

に
間

に
合
ば
す

べ
く

、
南

洋
委

任
統
治

領

ア

ン
ガ
ウ

ル
島

よ
・り
、
逡
ら
れ

☆
も
の
で
あ

ろ
。

日
濠
問

の
事
態
は

そ
の
後

、
濠
洲
の
禁
止

的
高
率
關

税

・
輸

入
許

可
制

の
實

施

、
吾

が
國

の
通
商
擁
護
法

の
獲
動

に
よ

つ
て
、
全
く

決
裂

し
、

幾
度

か
商
議

再
開

な
傳

へ
ら
れ

つ
㌧
、
未
だ
何

等
の
具
髄

的
進
展

か
見
な

い
實
状

で
あ

る
。
從

つ
て
今

は
時
論

乏
し

て
の
意
味

な

さ

へ
失

つ
れ

本
稿

が
、
本
論

集

に
探
録

ぜ
ら
れ
た
の
ば
、
全
く
編
輯

者
の
厚

誼
に
よ
る
の
で
あ

つ
て
、
筆

者
と
し
て
は

た

攣
、
本
稿

に
.開
陳

ぜ
ろ

よ
う
な
H

濠
問
題

理
解

の
魏

購
か
將
來

に
生

か
し
れ

い
と
、

ひ
そ
か
に
期
す

る
ば

か
り

で
あ

ろ
o

i

一
九

一ご
山
ハ
・

一
〇

●
ご
一〇

-



序

世
界
貿
易
に
於
け
る
東
南
洋
の
地
位
と
日
本

一
九
二
九
年

よ
り

一
九

三
二
年

に
至
る
世
界
貿
易
を
、
各
洲
別

の
分
布

に
、
百
分
比

で
観

る
と
次
ぎ

の
如
く

で
あ
サ堵

フ

カ

ア

リ細 弱
轟

緬

即

餌

%

29.且

26.4

25.1

25.ア

%
48.6
'5
2.2

53,4

5LI

太洋州

%、

2.7

2.5

2.6

3.1

東蝋 亜纈

%1%

17.8115,1

16.8114,3

　

16.5…13.9

・6.8i・37

Ig29

1930

1931

1g32

 

輸

出

娼

,

脇

辞
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21・5

18.9
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13・Sl

・2.7…

13.oI

I3.励

2.7

1:創
}

2.ol

554

58.3

61.1

60.7

16.2

正5.I

I4.6

15.5

Ig29

1930

 

輸

入
Ig31

1932

留

靭

μ

σρ

26.2

23.8

21.9

21.8

52・1

55・4

57・5

56.1

 

町

璃

⑳

%

17.o

・s・gl

I5.41

16.1

14,3

13.5

互3.4

13.6

Ig29

1930

1931

1932

 

輸

出

入

い
ま
右

の
表

に
於

い
て
、

一
九

二
九
年

と

一
九
三
二
年

と
を
較

べ
る
と
、
東
南
洋
は
輸
出

に
於

い
て

一
七

・
八
躬
か
ら

一
六

・
八

%

へ
、
輸
入

に
於

い
て

=
ハ
・
二
%
か
ら

一
五

。
五
%

へ
、
輸
出

入

全
艦

と
し

て

一
七

・
○
%
か
ら

一
六

・
一
%

へ
、
夫
れ
そ
れ
減

少
し
て
お

つ
て
、
激
羅

巴

の
夫

れ
等
が
四
八

・
六
%
か
ら
五

一
。

一
%

へ
、
五
五

・
四
か
ら
六
〇

・
七
%

へ
、
五

二

・
一
%
か
ら
五

六

・
○
%

へ
増
大
し

て
お
る

の
に
比
し

て
、
世
界
貿
易
か
ら

の
東

南
洋

の
後
退
を

示
す
も

の
」
如
く

で
あ
る
。
然

か
し
な
が
ら

い
ふ

ま

で
も
な
く
、

一
九

二
九
年
よ
り

一
九

三
二
年

に
至
る
籔
年
は
謂

ゆ
る
世
界
恐
慌

の
進
行

し
た
時

で
あ

つ
て
、

一
九

二
八
年

の
農
業

恐
慌

に
端
を
獲

し
た
資
本
主
義
経

濟

の
矛
盾

の
護
展

は
、
先

づ
小

萎

.
米

・
砂

糖

・
棉

花

・
羊

毛

・
生
糸

・
護

護

・
錫

等

の
食

料

及

び
原

料

品

の
債

格

の
非
常

な

低

落

に
始

つ
て
漸

次

に

工
業

生
産

概

噸観
ロロ
漉隊
問

幣阻

山ハ
一
九

の 三菱経濟研究所 ・「東洋及南洋諸國の國際貿易と日本の地位」再版、昭和八

年刊、第一篇 東南洋貿易概襯中の諸表より作成。



六
二
〇

品

に
及
び
、
し
か
も
常

に
謂
ゆ

る
鋏
状
債
格
差
を
示
し
た
が
故

に
、
前
記
食
料
及
び
原
料
品

の
主
要
産

地
た
る
東
南
洋
諸

國

の
貿

易

が
、
少
く
も

一
九

三

一
年
ま

で
は
そ

の
相

互
聞

の
貿
易

の
な
ほ
好

調
を
維
持

し
え
た
奮

工
業
國
欧
羅

巴
諸

國

の
貿

易

に
較

べ
て
、

よ
り
大

き
く
萎

縮

せ
ざ
る
を

え
な
か

つ
た

こ
と
は
當
然

で
あ
る
。
從

つ
て
前

表
に
現
は
れ
た
よ
う
な

、
東
南
洋
貿
易

の
世
界
貿
易

に
占
め
る
割
合

の
、
こ

の
恐
慌
過
程

に
於
け
る
減
退
も

、
他

の
諸

洲

に
較

べ
る

と
、
相

封
的

に
は
寧

ろ
緩

で
あ

つ
た

こ
と
が
看

取

フ

カ

ア

リ

メ

カ

ア

リ欧羅巴

義

弼

妬

叫

%

24.9

29。0

29.1

25.7

%
55.2

45.3

48.6

51.1

太洋州

%

2.7

3・3

2.7

3.1

東南洋1亜細亜

%
12.7

18.1

%

15・4

21,4

17.8 15.I

I6.813.7

1913

1925

1929

1932

 

輸

出

⑩

姻

緕

碑

20。0

23.0

23.6

18.1

61.6

55.9

55・4

60.7

 

%

卸

η

2ρ

Il.9

14.O

i3・5

i3.5

14.4

17.o

I6.2

15・5

Ig[3

1925

1929

1932

 

輸

入

紹

μ

狩

σρ

22.3

25.9

26.2

21.8

58・5

5c.8

52.1

56.1

 

踊

訓

η

%

12。3

16.o

I4・3

13.6

14.9

1g.I

I7.o

I6.1

1913

1925

1929

1932

 

輸

出

入

さ
れ

る
。
即
ち
恐
慌

り
最
も
深
刻
を
極
め
だ

年

一
九
三
二
年

に
於

い
て
は
、
世
界
貿
易
は
前
年

一
九

三

一
年

に
比
し
全
禮
と
し

て
三

三
%
の
減

退

で
あ

つ
た
が
、
こ

の
推
移
は
欧
羅

巴
貿

易

の
三
四

・

七

%
減

、
漱
羅

巴
以
外

の
貿
易

の
三

一
・
七
%
減

の
結
果

で
あ
b
・、

し
か
も
こ

の
内
東
南
洋
貿
易

の
減

退
は
二
八
・
九
%

(
輸
出

二
九
・

,
四
%
、
輸

入
二
八

・
四

%
)

で
あ

つ
た

の
み
な

ら
す
、
世
界
貿
易

に
占
む
る
割
合

に
於

い
て
は
、

一
九

三
二
年

に
於

い
て
欧
羅

巴
が

前
年

の
五
七

・
五
%
か
ら
五
六
・
一
%

に
、

ア
メ
リ

カ
が
二

一
・九

%
か
ら

二

一
。
八
%

に
、
夫
れ

そ
れ
減
退
し
た

に
か

」
は
ら
す

、

東
南
洋

は
却

つ
て

一
五

・
四
名
か
ら

一
六

・
一
%

に
増
加
し

て
居

のる
。

の
み
な
ら
す
之
れ
を
欧
洲
大
職
前

の
各
洲

が
世
界
貿
易

に
占

2)三 菱経濟研 究所 ・前掲書p.6.



め
た
割

合

に
較

べ
る

と
前

表

の
よ

う

に
、
欧

羅

巴
は

五

八

・
五

%

か
ら

五

一

・
六

%

へ
二

・
四

笏

の
減

退

を

な

し

た

に
か

曳
は

ら

す

、
東

南

洋

な
却

つ

て

一
四

.
九

%

か

ら

一
兆

・

一
%

へ

一

・
二

%

の
増

加

を

示
し

て
、

若

き

植

民

地

の
世
界

貿

易

へ
の
獲

展

を

わ

如
實

に
示
し

て
居
る
。

然

か
ら
ば

世
界
貿
易

に
於
け
る
東
南
洋

の
か

～
る
獲
農
は
如
何
な
る
方
向

に
む
か

つ
て
な
さ
れ

た
か
。
そ
れ
は
素

と
よ
り
、
東

ア ブ 合 計

リカ搦 蟹

 

メ

カ

ア

リ東南洋1欧羅巴

5,442

%

100.0
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100.0

2,749

100。O

148
%
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116

2.9
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Ir,281
%
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822
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%
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轍
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輸
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%
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1GO.0

2,675

IOO.O

 

52
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ロ
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%
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%

38.9
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%
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輸
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(金 額 の軍 位it百 萬弗 、省 ほ東 南洋1こは

土耳 古 の全部 な含む)

 

概

襯

日

濠

問

題

南
洋

各
國

の
地
理
的

・
政
治
的

・
経

濟
的

そ

の
他

の
諸

事

情

に
よ

つ
て
著
し
く
異

る
け
れ

ど
も
、
大
禮

に
於

い
て
、

之
れ
等
東
南
洋
諸
國
相

互
聞

の
貿
易

と
封
漱
羅

巴
貿
易

と

が
略

々
封
等

の
關
係

に
於

い
て
最
も
重

き
を
な
し
、
封

ア

メ
リ
カ
貿
易
が
之
れ

に
次

い
で
居
る
。
そ
し

て
少
く
と
も

そ

の
輸
入

に
於

い
て
は
近
時
封
東
南
洋

が
封
歌
羅

巴
を
凌

ぎ
、
南
部
亜
細

亜
及
び
太
洋
洲

の
英

國
諸

領
拉
ぴ
に
西
部

亜
細
亜

の
諸

國
比
律
賓
を
除
く
諸
國

に
於

い
て
は
,
輸
出

入

に
於

い
て
も
東
南
洋
相
互
聞

の
貿
易
が
断
然
優
位
を
占

め
、
英

領
諸

國

の
内

で
も

、
香
港

や
馬
來

の
如
き
は
封
欧

羅
巴

よ
り
も
寧
ろ
封
東
南
洋
諸
國

の
關
係
が

一
暦
緊
密

で

六
一二

3)三 菱脛濟研究所 。前掲書第一篇攻載の諸表 より作成o



六

二
二

あ

る

。

い
ま

東

南

洋

に
於

け

る

主

要
國

た

る

日
本

・
支

那

・
英

印

・
蘭

印

・
馬
來

・
蓬

羅

・
比
律

賓

・
佛

印

・
波

斯

・
土
耳
古

・

濠
洲
及
び
新
西
蘭
十
ニ
ケ
國

そ
の
貿
易
額
は
東
南
洋
全
貿
易
の
九
割
を
占
む
ー

の
輸
出
入
を
合
計
し
て
共
の
方
向
を
洲
別

の

に
大
観
す
れ
ば
前
表

の
通

り

で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
世
界
貿
易
上

に
全
儂

と
し

て
著

し

い
獲
展
を

示
し
た
東
南
洋

の
貿
易

は
、
そ

の
貿
易

の
方
向

に
於

い
て
も
叉
た
封

東
南
洋

に
於

い
て
特

に
顯
著
な
嚢

達
を
途

げ
た

の
で
あ
る

が
、
米
國
及
び
加
奈
陀

も
亦
之
れ

に
封
慮
し

て
野
東
南

洋

の
方
向

に
そ

の

の
貿
易

を
伸
ば
し
た
こ
と
次
表

の
示
す
と

こ
ろ

で
あ
る
。

来 國

東 南洋1ア ヌ11 [歌羅 巴
方 面 力方面 方 面

% % 9乏
1913 44 30.o 41.o

輸 Ig25 13・5 314 41.3

Ig29 15.9

Ig30 15.9

出 Ig31 17.6

lw 20.4

Ig江3 17.6 31.9
辱67
.8

輸 Ig25 33.o 35・5 714

Ig29 30・4

Ig30 29.0

入 Ig31 28.4

Ig32 27・7

一
,加 奈 陀

東南洋iア・幅 鯉
方 面1肪 面1方 面

輸

出
●

1913

1925

。彰

&4

%

41.6

41.3

5髪7

49.3

輸

入}

1913

1925

2.9

4.4

67.8

71.4

29.2

24.1

以
上

の
分
析

か
ら
我
等
は
次

の
事
實

を
知

る
こ
と
が
出
來

る
。
即

ち
欧
洲
大
職
を
契
機

と
し

て
世
界
貿
易

に
占
む
る
東
南

洋

の

地
位

が
大

い
に
重
大
と
な

つ
た

こ
と
、
こ

の
東
南
洋

の
貿
易

の
進
展
は
封
歓
羅

巴

に
向

つ
て
よ
り
も
寧
ろ
封
東
南
洋
諸

國

に
向

つ

4)三 菱 樫濟研究 所 ・前掲書p.9.

5)三 菱鰹濟 研究 所 ・前掲書PP.3,14,夏5牧 載 の諸 表 より作成 すo来 國の楡

出1こlt再 輸 出な含 むO起 稿 場所 の關係上統 計書不備 にて来國 にに1929年 以

降 の野 歎羅 巴及び アメ リカの輸 出入比率 、加 奈陀1こつ いてltig29年 以 降の

全部 の籔 字な算 出 しd2ず 。



て
.成
し
途

げ
ら
れ

た
こ
と
、
米
國
及

び
加
奈
陀

の
貿
易
も
叉
た
こ

の
東
南
洋

に
向

つ
て
大

い
に
伸
び
た

こ
と
、
從

つ
て
世
界

の
貿

易
は
太
平
洋
を
中
心
と
し

て
非
常

に
獲
展

し
た

こ
と
。

い
ま
、
歓
洲
大
職
を
契
機

と
し

て
世
界

の
貿
易

は
そ

の
構
造
を
攣
化
し
た

と

一
般

に
い
は
れ

る

の
で
あ
る

が
、
以
上

の
事
實
は

正
に
そ

の
様
相

の

一
つ
で
あ

つ
て
、
謂
ゆ

る

「
西
洋

の
浸
落
」

が
あ
る
人

々
の
信
す

る
如
く

に
直
ち

に

「
東

へ
の
復
韓
」

で
あ

る

か
ど
う
か
は
、
筆
者

は
知

ら
な

い
が
、
少
く
も
通
商

貿
易

の
舞
豪

に
於

い
て
は

、
太
平
洋
申

心
の
時

代

が
現
出

し

つ

、
あ

る
こ
と

は
、
否
む

べ
く
も
な

い
。

,

世
界
貿
易

の
上
に
占
む
る
東
南
洋

の
地
位
は
上

に
述

べ
た
如
く

で
あ
る

が
、
然

か
ら
ば
、

こ
の
東
南

洋
と

の
貿
易

に
於

い
て
、

世
界

の
主

要
工
業
國
は
ど

の
よ
う
な
地
位
を

占
め
て
居
る
か
。
東

南
洋
貿
易

の
上

に
於

い
て
最

も
重
要
な
主
要

工
業

國
は
、
英

・

米

.
日

.
濁

.
次

い
で
佛

.
蘭

・
伊

・
白

の
諸
國

で
あ
る
が
、
之

れ
等
諸
國

の
東
南
洋

へ
の
輸

出
若

し
く
は
東
南
洋

よ
り

の
輸
入

が
、
東
南

洋

の
輸

入
叉
は
輸
出

の
総
額

に
封
し

て
如
何
な

る
割
合

に
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
之

れ
等

の
諸

國
が
東
南
洋
貿
易
上

の

ど
ん
な

地
位

に
あ

る
か
を
次

の
表

に
見
よ
う
。

概
灘
日
濠

問
題

六

二
三

6)三 菱纒 燐研究所 ・前掲書PP.12-13.貿 易額 に於 いて は印 ・支 ・濠 の東南

洋諸 國が佛 ・蘭 ・伊 ・白の諸國以 上叉 は同等の地伎を有 つが、工 原國 」こ共

題 な全 製品の輸 出、原料 晶 叉に食料 品の輸 入 といふ瀦 か ら見 て おのつ か ら

關係な異1:す るo
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輸 出 入 総 計

・ト5・7 H,521 8,700 6,0514,24フ

輸 出 入 纏 計 の

 

出輸入

,9…53r 5,8iO 4,368 3,065 2,12

入輸

2,12

970.8

22・9

698.2

164

389.9

(6go.8)

9.2

(16.3)

267.5

6.3

167.4

3・9

69.9

1.6

1
77.01

L8

正,242β

20.5

1,020・5

16.9

591.1

9.8

393・9

6.5

2【9・5

3.6

II6.I

I.9

118.7

2ρ

1,834.6

21.I

I,439.6

16.5

772.4

8.9

552.5

6.4

339.6

3・9
1

164。71

i・93

197.9

2.3

2,447.9

21。2

2,i67.6

18.8

1,059・2

9.2

737.8

6.4

482.1

4.2

211.9

1.8

【,770・3

32・1

534.2

9.7

338.4

6.1

仰

%
麟

羅
禧

群

群
詳
1

不1

213・5

1.9

5り7.7

28.2

369,5

17.4

177.7

(315.6)

8.4

(14.9)

166.5

7.9

113.7

5.4

40.6

1.9

46.8

1
2.21

 

砂

幻

耶

%

㎎

%

卸

ゆ

網

,

㎝

恥

η

糾

彊

2

59

-

32

-

聡

、5

6

7

047.3

24.0

886.g

20・3

396.8

9.1

345.6

7.9

247.3

5.7

80.2

1.8

148.0

3・4

1,280 .6

22.⑪

夏β35.8

23・o

553.6

9.5

465.6

8.o

362.2

6.2

103.0

1.8

壱132
.1

2.3

85S.6

3L2

325・ 互

II.8

1g4,3

7.11

や

舶

詳

詳

詳

詳

詳

詳

・

34

1

不

不

不

不

不

不

出

373・l

J7・5

32&7

15・5

211.2

(375.2)

9.9
(17.6)
IOI.C

4.7

53.7

鵜
1.4

30.2

1.4

均相揚、括孤をぜろは平債換算、街ぽ他の年度はすべて準債)

六

二
四

上

の
表
を
観
る

と
、
…戦
前

に
於

い
て

東
南
洋

の
貿
易
首
座
を
占
め

て
居
た
も

の
は
英
國

で
あ
る
。
即
ち
英

國
は
職

前

東
南
洋
貿
易

の
三
割
二
分

を
、
特

に
輸

出

に
於

い
て
は
三
分

の

一
-

三
割
三
分

1
を

占
め

て
居
た

が
、
職
後

米
國
及
び

日
本

が
日
醒
し

い
進
出

を
し

て
英
國

に

迫

り
、

一
九

二
九
年

以
降

三
年
聞

の
平

均

で
は

、
英

國

の
二

一
%

に
封

し
米
國

一
七

・
六

%
、
日
本
九

・
二
%
、
猫

乙

ρ

六

・
四

%
と

な

り

、
輸

出

の
み

に
つ

い

て

い

へ
ば

、
英

國

一
八

・
五

%

、
米

國

=

二

・
九

%

、

日
本

八

・
八

%

、
猫

乙

四

・
九

%

と
な

り

、
然

か

も
英

國

及

び

そ

の
他

の
諸

國

は

一
九

二
九

年

以
降

漸
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年

輸

2,764 5,711 4,332 2,986

東 南 洋 の

総 額

輸
主要國のi針
東南洋総額

四

望

π

弼

q2

9ρ

㎎

詞

薪

η

σρ

㎎

餌

.
葡

45

1

42

1

27

16

6

5

4

お

馳

η

螂

や

勒

⑳

韻

紹

環

妬

加

兜

ロ

78

-

55

1

37

20

9

8

4

1,167.3

20.4

831.8

14.6

505.6

8.9

272.2

4.8

1199

2.互

Io8.9

1.9

8互,4

1.4

 

卿

脚
馴
ゆ

岬

膨

聯
鱈

蒋
耕

碍

耕
耕

蒋

國

國

本

乙

國

蘭

%

%

%

%

%

英

来

日

濁

佛

和

利

%

太

%

伊

(軍 位 百萬 弗、 日本欄 のlg32年 分 は蜀 米爲替

次
後
退
し
、

一
九

三

一
年

に
於

い
て
最

も
不
振
を
極
め

(
英
國

の
こ
の
年

の
輸

出
は
・一
五
・
二
%
)
、

一
九

三
二
年

に
及

ん

で
辛

う
じ
て
若

干

の
恢
復

を
示
し
え

た

に
か

曳
は
ら
す

(
英

國

の
こ

の
年

の

輸
出

は

一
七

・
五
%
)
、
猫

り
日
本

の
み

は
輸
出
入
と
も
に
常

に
上
進

し
、

一
九

三

二
年

に
於

い
て
は
、
そ

の
低
落
せ
る

爲
替
を
酎
酌
し

て
金

に
換
算

し
て
も
尚

わ

ほ
輸
出
は
九

・
九

%
を

占
め

、
若

し
雫
債
を

以

つ
て
計
算
す
る
な
ら
ば
、
實

に
英

國
を
凌
駕

し

て

[
七

・
六

%

と

な

る

の

で

あ

る
。

以

つ
て
世
界
貿
易

上

の
太

準
洋
時
代

に
於
け
る
日
本

の
躍
進
振
り
を
看

る
こ
と
が
出
來

る
。

次
ぎ

に
前
記

の
主
要

工
業

國

の
貿
易

の
中
で
東
南
洋

の
貿
易

が
ど

の
よ
う

な
重
要
度
を

も

つ
か
を

日

・
英

・
米

の
三
國

に
つ
い

の

て
観

る
と

、
概

観

日

濠

問
題

六

二
五

7)Ig29年 醤 来 爲替2F均 季目場1こ よ るQ
8)三 菱 経 濟研 究 所 ・前 掲 書PP .i4-ISよuJ作 成 、 日 ・英 ・来 の 三 國 に限 れ

ろに繁 な さけて本 稿 に關 係 あ る三 國 を と りた ろのみ 。
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(軍 位 千圓)

 

本日

1,,5,4,5、9

63〔3,r28

41・5

1,31g,4c8

6斗3,731

48。8

1,680,294

796,056

47.4

2,388,548

IslIo,532

46.5

778,607

389,8薯8

50.1

1・457,296

752,793

51.7

1,t79,211

542,019

46.o

1,5r8,614

753,605

49.6

(軍位千疎)

 

國英

703,i33

170,547

24.3

861,253

i73,795

20。2

1,043,975

215,2【2

20.6

互,220,765

263,144

21.6

768,735

176,419

22。9

416,051
(365,138)

Iob,477

(ro4,288)

25.6

(28.6)

454,489
(3go,622)

Ioo,330

(97,271)

22.1

(24.9)

657,59i

(S70,755)

161,770

(t57,627)

24.6

(27.6)

(軍位干弗)

 

國来

五,332,745

36g,537

27.7

2,0go,635

592,826

28.4

3,060,go8

886,864

29.Q

4,399,361

1,335,805

30.4

1,813,008

325,093

`17 .9

1欝

20.4

2,424,289

427,695

17.6

3,483,181

552,669

i5.9

六

二
六

即

ち
英
國
は

一
九

二
六
年

よ
り

一
九
二
九
年

に
至

る
貿
易
好

調
期

に
於

い
て
は
、
そ

の
輸
出

の
約
三
割

を
東

南
洋

に
向
け
、
そ

の
輸
入

の

一
割
八
分
見
當

を

此
塵
よ
り
受
け
、

一
九

三
〇
年

以
降

の
貿
易
減
退
期

に
入

つ
て
か
ら
は
、

そ
の
減

退

の
割
合
は

、
欺
羅
巴

に
封

し
て
よ
り
も
東
南
洋

に
封
す
る
部
分

に
於

い
て

大

き
く
、

一
九
三
二
年

ひ
東
南
洋

へ
の
輸
出
は
、
同

國
輸
出
全
膿

の
二
割

五
分

に
當

る
。
米
國

は
、
輸
出

は
隊
羅
巴
、

ア
メ
リ

カ
及
び
東
南
洋

の
順
序

に
、
輸

入

は
ア
メ
リ

カ
に
次

い
で
は
歌
羅

巴
と
東
南
洋
と

に

略

々
等
分

に
分
布

し
、
東
南
洋

に
封
す

る
貿
易
は
輸

出

よ
り
も
輸
入

に
於

い
て
割
合

が
大
き
く
、

一
九
二

九
年
以
降

そ

の
割
合

は
漸
減
し

て
は
居
る
が

一
九

三

二
年

に
於

い
て
も
尚

ほ
二
割
七
分
を
下
ら
す
、
輸
出

は
相

封
的

に
漸
増
し

て

一
九

三
二
年

に
は
二
割
に
上
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次年

650,967

289,187

2,217,579

1,014,263

45.744'4i

総 額

封 東 南洋

%

839,05五

(729,349)1

239,856

(234,186)

28.6

(32.i)

634,820

(525,245)

187,33S

(180,155)

29・5

(34.3)

総 額

野 東 南 洋

%

5,240,935

83「,771

2,465,884

209,094

85

総 額

劉 東 南 洋

]

つ
た
。

日
本
は
、
輸
出

に
於

い
て
も
輸
入

に
於

い
て

も
、
樹
東

南
洋

貿
易

は
、
同
國
輸
出

輸
入
全
饅

の
四

割

以
上
を
占
め
、

一
九

三
二
年

に
於

い
て
は
輸
入
は

一
九
三

一
年
度

の
四
割

八
分

か
ら
四
割

一
分

に
減

少

し
た
が
、
輸
出

に
於

い
て
は
前
年

の
四
割

六
分

か
ら

五
割

一
分

に
飛
躍
し

て
居

る
。

以
上
分
析

の
結
果
を
綜
合

す
る
と
斯

う
な

る
、
欧

…洲
大
戦
を
契
機
と
し

て
燭
襲

さ
れ

た
世
界
貿
易

の
構
造
攣
化

の
過
程

に
於

い
て
、
東
南

洋
は
大

い
に
そ

の
重
要
度
を
ま
し

て
、
貿

易
上

の
太

平
洋
中

心
時
代
を
現
出

し
た
。
此

の
太
平
洋
貿
易

に
参
加
す

る
世
界
主
要

工
業
國

の
重
要
度

は
、
英

・
米

・
日

の
順
序

で
あ
る
が
、
英

國
が
漸
次

に
後

退

の
傾
向

に
あ

る
に
封

し
て
、

日
本

が
次
第

に
そ

の
墨

に
迫
り
、
特

に
輸
出

に
於

い
て
は
將

に
英

國
を
凌
が

ん
と
す

る
形
勢
を

示
し

て
來
た
。
そ

し
て
之
れ
等
主
要

工
業

國
自

身

の
貿
易

の
中

で
東
南
洋

の
占
む
る
地
位

を
観
る
と

各
國
と
も
夫

れ
そ
れ
重
要

で
は
あ

る
が
、
就
申
日
本

に
つ
い
て
は
、
東

南
洋
貿
易

は
こ
の
貿
易
全
催

の
約
牛
ば
を
占
め

て
居

る
。

以
上

の
事
實

は
貿
易
上

の
太

平
洋
申
心
時

代

の
花
形
が
日
本

で
あ
り
、
そ
し

て
叉
た
封
東
南
洋

の
貿
易

が
日
本
自
身

に
と

つ
て

も

正
に

「
海

の
生
命
線
」
た
る

こ
と
を
明
か

に
し

て
居
る
。

思

へ
ば

一
九

二
八
ー
九
年

、
世
界

の
資
本
主
義
経
濟

が
、
免

が
れ
が
た
き
運
動

の

一
過
程
と
し
て
、
世
界
恐
慌
を

以

つ
て
呼
ば

概

観

日

濠

問
題

六
二
七



六
二
入

る

」
程

の
不

況
に
没
入
し

い
つ
て
、
世
界
貿
易
全
罷
も
亦
極
度

の
不
振
を
極
め
、
各
國

と
も

に
そ

の
國
内
購
買
力

の
減

退
と
海
外

市
場

の
喪
失

と
に
、
失
業

の
累
増
、
商
品

の
堆
積

と

に
憐

ん
だ
間

に
、

猫
り

日
本

の
み
は
新

た

に
興
る

も

の
玉
勇

し

さ

を

以

つ

て
、
]≦
巴
。
ぎ

智
づ
碧

の
旗
た

か
く
か
ざ
し
、
世
界

の
商
品
市
場

の
隅

々
ま

で
行
き
到

ら
ぬ
く
ま
も
な

い
あ
り
さ
ま

で
あ

つ
た
。

か
く

の
如

き
日
本
商
品

の
進
出

が
、
そ

の
低
落

せ
る
貨
幣
贋
値
低
爲
替

の
た
め

で
あ
る
か
、
將
た
叉
た
、
嘗

つ
て
の
不
況
時
代

に
必

死

に
な

さ
れ
た
産
業

の
合

理
化

の
結

果

で
あ
る
か
夫
れ
と
も

一
度

は
云
爲

せ
ら
れ
た

。・
8
蕊

含

日
弓
ぎ
σq

の
結
果

で
あ
る
か
、
筆
者

は
知
ら
な

い
、
た

Ψ
筆
者
は
本
稿

の
序

と
し
て
、
日
本

の
世
界
貿
易

に
ー

特

に
東
南
洋
貿
易

に
於

け
る
文
字
通
り
目
醒

し
き
進

出

と
頓

に
加

へ
た
そ

の
重
要
性

と
を
指
摘
す
れ
ば

足
る
。

と
こ
ろ
で

一
九

三
二
年
は
、
世
界

恐
慌

が
最
も
深
刻
を

極
め
た
年

で
も
あ

る
が
、
同
時

に
、
世
界
各
國

が
倫
敦
維
濟
會
議

の
事

實
上

の
失
敗
を
轄
機
と
し
て
、
各
國
協
調

の
不
況
克
服
策

か
ら
、
各
國

プ

ロ
ツ
ク
形
成

ア
ウ

タ
ル
キ
ー

へ
縣

向

し

た

年

で
も

あ

る
。
之
れ
を
貨
幣
信
用

の
政
策
か
ら

い

へ
ば

、
世
界
協

調
信

用
維
持
爲

替

の
安

定
策

か
ら
爲
替

の
低
落

イ

ン
フ

レ
ー

シ
ョ
ン
政
策

へ
の
推
移

で
あ
る
、
之

れ
を
貿
易
政
策

の
上
か
ら

い

へ
ば
、
關
税

の
引
上
、
報

復
關
税

の
實

施
等

の
商
業
政
策
か
ら
爲
替
管

理

輸
入

の
割
當

・
許

可
制
度

等

へ
の
直
接
管
理

に
移
行
し
、
最
恵

國
約

款
を
基
調

と
す
る
通
商
政
策

か
ら
求
償

貿
易
主
義
等

の
政
治

的
協
商

へ
の
韓
向

で
あ
る
。

か

曳
る
情

勢

の
下

に
、
英

・
米

・
猫

・
佛

・
蘭

・
伊

・
日
等

の
諸

工
業

國
が
海
外
市
場

の
維
持
獲

得

に
狂
奔

し
、
自
國
商
品

の
進
出

の
爲

に
は
あ
ら
ゆ

る
便
宜
を
,
封
手
國
商

品

の
沮
止

の
爲

に
は

通
商
障
害

の
あ

ら

ゆ

る

新
機
軸

を
、
考
案
實
施
す

る
爲

に

一
日
の
先
を
雫

ふ
た
こ
と
は

い
ふ
ま
で
も
な

い
。
分
け

て
も
東
南
洋

の
市
場

の
防
衛
或

ぴ
は
開
拓

の
爲



に
は
、
等
し
く
そ

の
封
象
を

日
本

に
お

い
て
、
如
何

に
し

て
こ
の
日
本
商

口㎜
の
浸
透
を
防
が
ん
か
と
工
夫
す
る
も

の

玉
如
く

で
あ

つ
た
。
そ
し

て
之

れ

に
封
慮
す
る
日
本

の
封
策

、
そ

の
た
め

の
偵
察

.
商
議

.
禽
談

、
日
本
綿
業
を

覗
察
す
る

ラ

ン
カ

シ
ヤ
ー

の

使
節

と

い
ひ
、

日
印

の
會
商

・
日
蘭

の
豫
備
會
商
と

い
ふ
、
こ

の
数
年

の
闇

に
と
り

あ
げ

ら
る

」
諸
問
題

は
、
比

々
と
し

て
み
な

然

か
ら
ざ
る
は
な

い
。
然

か
り
而

し
て
本

稿
概
観
す

る
と
こ
ろ
の
日
濠
問
題
、
ま
た
正

に
こ

の

一
つ
に
屡
す

る
。

然

か
し
な

が
ら
こ

の
日
本

の
進
出
か
ら
受
く

る
影
響
は
、
東
南
洋
諸
國

に
と
つ
て
も
叉
た

世
界

の
主
要

工
業

國

に
と

つ
て
も

、

國

に
よ
つ
て
異
る
、

ひ
と
し
く
東
南
洋

と

い
っ
て
も
、
.
東

は
満
洲

・
支
那
、
西

は
土
耳
古

.
波

斯
、
南
は
英
領
印
度

.
蘭
領

印
度

さ

て
は
濠
洲

・
新
西
蘭

と
そ

の
地
方

に
よ

つ
て
異

る
、
叉
た
之
れ
等

の
諸

地
方

と
結

び

つ
く
主
要
工
業
國

の
國

に
よ

つ

て

も

異

る
、
そ
し
て
最
後

に
1

然
し
な
が
ら
決
し

て
最

小

に
で
は
な

し
に
ー

之
れ
等
主
要
工
業

國
の
受
く
る
影
響

と
こ
の
工
業
國

に

繋

る
東
南

洋
地
方

の
受
く
る
影
響

と
は
、
そ

の
繋
り
方

の
特

殊
性

に
從

つ
て
お
の
つ
か
ら
異
る
筈

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
關
東

州

.

満

洲

・
支
那
香
港
を
含
む
東
部
亜
細

亜
と

の
貿
易
は
、
輸
出

に
於

い
て
は

日
本

は
内

地
分

だ
け

で
も
米

.
英

.
猫

三
ケ
國

の
合
計

に
匹
敵
す

る
日
本

の
猫

壇
場

で
あ
る
、
從

つ
て
英

・
米

等
は
軍

に
此

の
市
場

の
門
戸
解
放
を
叫

ぶ
に
と

f
ま

る
。
之
れ

に
反
し

て

土
耳
古

・
波
斯
等
を
含
む
西
部
亜
細

亜
に

つ
い
て
は
、
元
來
英
國

の
、
之
れ

に
次

い
で
は
猫

.佛

.
伊
等

の
競
争
市
場

で
あ

つ
て
、

日
本

は
近
年
輸
出

に
於

い
て
累
増

し

一
九
三
二
年

の
如

き
二
千
五
百
萬
圓

に
垂
ん
と
し

て
主
要
競
争
國
[に
列

し
、
日
本

と
し

て
最

も
注
目
す

べ
き
新

市
場

で
は
あ
る
が
、
術
ほ
他

の
諸
國

に
と

つ
て
は
意
を
安
ん
じ
て
そ

の
市
場
た
る
を

揚
言
す

る
に
足
る
地
方

で

あ

る
。
然

か
る

に
英
領
印
度

・
海
峡
植

民
地
及
び
馬

來
拉
び

に
蘭
領

印
度

等
を
含
む
南

部
亜
細

亜
で

の
關
係

は
少
し
く
複
雑
を
極

概

観

日
濠

問

題

六
二
九



六
三
〇

め
る
。
元
來
此

の
地
方

に
て
は
英

國
が
永
年
断
然
第

一
位
を
占

め
、
特

に
印
度

は
至
實
沙
翁

と
比

せ
ら
れ

た
程

の
重

要
市
場

で
あ

る
が
、
英
國

の
地
位
は
既

に
昔

日

の
も

の
で
な
く
、
新
進

日
本

は
欧
洲
大
戦
後

は
早
く
も
米
國

と
比
肩
し

て
第

二
位
を
争

ひ
、

一

九

三
二
年

に
は
米
國
を
抜

い
て
英
國

に
迫
り
、
流
石
剛
腹

の
ラ

ン
カ

シ
ャ
ー

の
人

々
を

し
て
不
安

と
焦
燥
と
を
感
ぜ
し
む
る

に
至

つ
た

の
で
あ
る
。

世
界

の
寳
庫
爪
畦
を

申
心
と
す
る
蘭
領

印
度

は
久
し
き

に
わ
た
り
和
蘭

女
王

の
寳
石

で
あ

つ
た
、
然

か
し
和
蘭

の
此

の
地
方
貿
易

に
占

め
る
割
合

は
、
輸
出
入
と
も

二
割

に
満

た
す
、
之

に
次
ぐ
も

の
は
、
同
地
方

へ
の
輸
入

に
つ
い
て
は
日

.

英

・
米

・
猫

・
英

印
度

,
同
地
方

か

ら
の
輸
出

に
あ

つ
て
は
米

・
英

・
英

印
度

.
英

・
日
等

が
夫
れ
そ
れ
重

要
な
地
位
を
占
め

て

居

た
。
そ
し

て
同
地
方

へ
の
輸
出

に
於

い
て
他

の
諸
國

が
夫

れ
そ
れ
激
減

し
た
な
か

に
、
猫
り

日
本

の
み
は
著
し
く
増
進

し
て

山

九

三
二
年

に
は
途

に
和
蘭
を
塵

倒
し

て
第

一
位
と
な
り
、

こ
の
形
勢

は
更

に
加
重

せ
ら
る

」
傾
向

に
あ

る
。

以
上

の
よ
う
な
地
方

別

に
よ
る
特
殊
事
情

は
、
均

し
く

日
本

の
進
出
か
ら
受
け
る
影
響
を

、
此
の
地
方

と
密
接

に
結

び

つ
く

工

業

國
を
し

て
夫
れ
そ
れ
特

殊

の
意
味

と
重
要
度
と

に
於

い
て
感
受

せ
し
め
る
、
況
ん
や
、
之
れ
等
母
國

た
る

工
業
國

の
受
く

る
影

響

と
そ

の
支
配

の
下

に
あ
る
地
方

の
受
く
る
影
響

と
は
必
ら
す
し
も
同

一
で
は
な
く
、
叉
た
必
ら
す

し
も
そ

の
方
向

を
同
じ
く
も

し
な

い
、

い
な
同

じ
地
方

で
あ

つ
て
も
母
國

と

の
聯
繋

の
性
質
及
び
滲
度

に
よ

つ
て
ー

例

へ
ば
母
國

の
金
融
資
本

の
支
配

の
下

に
あ
る
も

の
と

一
般
消
費
者

と
ー

夫
れ

そ
れ

の
立
場

に
於

い
て
日
本

の
進
出
を

恐
怖
し
或

ひ
は
徽
迎

せ
し
め

る
で
も
あ
ら
う
。

本

稿
は
最
近
頻
り

に
喧
傳

さ
れ

る
日
濠
問
題
を
概
観

し
て
、
之
れ
を
分
析
整

理
す

る
こ
と
に
よ

つ
て
問
題

の
底

を
流
る

玉
基
本

ア

的
な
潮
流
を
探
り
、
此

の
問
題

が
他

の
諸
問
題
例

へ
ば

日
印

・
日
加
會
商

な
ど
と

の
闇

に
有

つ
普
遍
性

と

特
殊

性

と

を

抽

出

し

r

ー



て
、

能

ふ

べ
く

ん

ば

そ

の
蹄

趨

を

も

判

じ

た

い
、
但

し
筆

者

は

か

」
る
仕

事

に
は
全

く

熟

さ
な

い
、

加

へ
て
執

筆

の
場

所

が
丈

献

参

照

を
文

字

通

り

不

可

能
な

ら

し

め

る
、

た

罫
筆

者

は
今

ま

世

界

に
誇

る

ま
霞

日
9
ω9
傷
守

お
器

。
ξ

ロ
窪

梅

王

丸

に
便

乗

七

て

南

十
字

星

の
下
を

一
路

南

へ
航

し

つ

、
あ

る

、
往

く

て

に
は
嘗

つ
て

の

豆
。
需

。
び

9

讐
鉱
昌

O
。
。
押

が

、

O
巷

冨
{昌

い
。
昌
。
×

が
疾

駆

縦

横

し

た
南

の
海

の
島

々
が
横

は

つ
て
居

る
。

此

の
行

を

生

か

し

日
本

の
行

く

途
を

考

へ
る

こ

と
を

怠

る

は

、
正

に

。。..犀
.
.
と

し

て

の
解

怠

と
信

じ

て
敢

え

て

此

の
稿

を

作

る

、
誤

つ
て
後

叱

せ
ら

れ

む

は
も

と
よ

り

翼

ふ
と

こ

ろ

で
あ

る

。

=

日
濠
問
題
の
襲
展

昭
和
九
年

(
一
九
三
四
年
)
五
月
十

日
濠
洲
聯
邦
政
府
副
総

理
兼
外
相

臼
。
ぎ

9

・
蒔

い
醇
審
日

は
、

濠
洲
極
東
親
善
使
節

の

首

席
と
し

て
、
随
員
拉
び

に
特
派
新

聞
記
者
を
從

へ
來
朝

し
た
。

こ

の

一
行
は
蘭
領
印
度

・
馬
來

.
佛
領
印
度

.
支
那

.
香
港

.

支
那
を
経

て
日
本
を
訪
問

し
比
律
賓
を
経

て
蹄
國

し
た

の
で
は
あ

つ
た
が
、
そ

の
主
要
な
る
訪
問
先

が
日
本

で
あ

つ
た

こ
と
は
、

前
後

の
事
情

か
ら
見

て
疑

ふ
絵
地
な
く
、
且

つ
こ
の

一
行

は
、
濠

洲
聯
邦
政
府

と
し

て
、
「
最

初
に
海
外

に
派
遣

せ
る
外
交
的
性
質

を
帯
び
た
使
節
」

で
あ
り
、
大
英
帝
國

の
各
自
治
領
は
、
適
當

と
認
む

る
場
合

に
於

い
て
は
、
外
國

へ
使
節
を
派
遣
す
る
椹

能
を

有
し
、

こ
の
椹

能
を
行
使
し
た
例

は
歎

同
あ

る
が
、
「
濠

洲
と
し
て
は
、
未
だ
嘗

つ
て
こ

の
模

能
を
行
使
し
た
こ
と
な
く
、
」
叉
た

わ

ヘ

ヘ

カ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

あ

ヘ

へ

「
大
英
帝

國

の
自
治
領

に
し

て
、
こ

の
特
殊

の
性
質
を
有
す
る
使
節

を
海
外

へ
任
命
派
遣

し
た
先
例

は
な

い
」
瓢

に
於

い
て
、
頗

概
槻

日

濠
問

題

六
=
=

1)J.c.Lathamの 復命書 の一 句。 日濠 協會 ・「濠洲極東 親善 使節 レーサ ム閣

下 の復命書 抄課 」 昭和十年 二月刊、三頁o但 し傍 黒長は筆者o



六
三
二

る
注
目

に
値

す
る
。

こ

の
故

に
、

一
行

の
う
ち

二
三
の
者
が
大

日
本
帝
國

爾
陛
下

に
舞
謁
仰
付

け
ら
れ

、
叉
た
或

る
者

が
宮

中

に
於

い
て
賜
餐

の
榮

に
浴
し
た

こ
と
は
燭
る

」
も
畏
し
、
帝
國
政
府

総
理
大
臣
そ

の
他
各
大
臣
、
東

京
市

長
等

の
招
宴
拉
び

に

商

工
業
代
表

團
龍
等

の
漱
迎
は
懇

篤
懇
勲
を
極
は

め
、
日
本

の
最
も
有
力
な
る
新
聞
紙

の

一
は

一
行

の
爲

に
特

に
十
二
頁

に
及

ぶ

特
別
號
を
獲
行
し
、

一
外
字
新

聞
も
亦
同
様

の
意
味

の
記
念
號

を
出

版
し
た
。
越

え

て
昭

和
十
年

(
一
九

三
五
年
)
七
月

日
本
帝

國
政
府
は

、
特
命

全
槽
大
使
出
淵
勝
次
を
濠
洲

へ
答
禮
親
善
使
節

と
し

て
派
遣

、
同
大
使

一
行
は

、
九

月
濠

洲

に
入

る
や
、
「
國
務

わ

大
臣

の

一
名

は
常

に
接
俘
官

と
し

て
行

を
共

に
し
、
総
督
知
事

の
賓
客

と
し
て
」
、
官

民

の
熱
烈
な

る
漱

迎
を

受
け

た
。

然

る
に
、

昭
和
十

一
年

(
一
九

三
六
年

)
三
月
初
旬

の
日
本
諸
新

聞
は

一
齊

に
、
「
豫

て
懸
案

の
日
濠
會
商
は
、
近
來

順
調

に
進

行

し
、
日
濠
通
商
協
定

の
、域
立

も
間
近

に
あ

る
も

の
と
豫
想

さ
れ
た
る

と
こ
ろ
、
最

近

に
至

つ
て
濠
洲
側
は
從
來

の
態
度
を

一
攣

し
、
日
本
側

の
要
求

に
封
し
硬
化
し

つ
玉
あ
り
、
會
商

の
前
途
頗

る
困
難
」
と
傳

へ助
・
同
年

三
月
十
九
日

目
ず
⑦
。。
且
昌
昌

]≦
自
三
昌
㈹

=
興
巴
山
紙

は
、
か

㌧
る
濠
洲
政
府

の
態
度

に
封
し
、
Z
。≦

。。
。
⊆
島

≦
、巴
8

州
緬

羊
協
會

々
長

ト

即

〉
び
。
9

は

「
年

に
百
萬

の

人

口
を

増
加
す
る

日
本
を
し

て
、
海
外
移
民
を
許

さ
す
且
つ
そ

の
商

品
を
も
買

は
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、
淺

る
は
職
争

の
み
、
太
平

洋

に
於

け

る

血

の
職

の
み

量

。。
硫

ξ
騨
5

9
巳

甑
8

薯

毛
魯
♪

ぎ

夢
・
男
9
。田
ρ
i

と
激

越

な

る
言

葉

を

以

つ

て
抗
議

を
提

出

し
、

「
政
府

の
か

」
る

狂
人

じ

み

た
行

動

けげ
凶。。
碧
け
段

ヨ
巴

器
器

を

阻

止
す

る

は

、

蕾

に
羊

毛
生

産

者

と

し

て

の
み
な

の

ら
す

、

愛
國

的
濠

洲

人

と
し

て
も

正

に
本
協

會

員

の
爲

す

べ
き

義

務

で
あ

る
L

と
漸

じ

た

と
傳

へ
る
。

濠

洲

政
府

に
か

玉
る

意

圓

の
な

い
こ

と
は

、
直

ち

に
、
竃

巨

の§

。
{
目
吋巴

ρ

。。
冒

匡
①昌
辱

O
目
=
9
け
に

よ

つ
て
、

下
院

に
於

い

2)昭 和 十 年 十 一 月 九H、 日濠 協 會主 催 遣 濠 答 禮 親 善 使 節 出淵 大 使漱 迎 會 席 上

に於 け ろ同大 使 の挨 拶 。 日濠 協會 昭 和 十 年 度 第 八 回 総 會 々務 報 告 、 昭和 十
一 年 四 月 刊 、ニ ー 頁0

3)東 京 朝 日新 聞 、 昭和 十 一一年 三 月八 日所 載 記事 の 一 部 。

4)SydneyMorningHerald,MarcllIg,Ig36,掲 載 の記事 、TradeQuotason

JapaneseGoods-GraziersProtest中 の 一一・i句o



て
言

明

せ
ら
れ

、
「
9

即

》
げ
。
暮

の
如

き
有

力

な

る

人
物

に
よ
り

『
か

玉
る
無
責

任

且

つ
危

瞼

な

る

言
葉

1

。。琴

三

吋同
.。。弓
。
昌
。。肖三
。

彗
傷
蟄
轟

臼
自

q。
一き
㎝q
量
鴨

i

ー
』

の
用

ひ
ら
れ
た
る
を
悲
し
む
」
旨
附

け
加

へ
ら
れ
、

且

つ
下
院

反
封
窯

領
袖

国
。
乙

の
質
問

に
樹

し
て
、
「
日
本

と

の
通
商
協

定

に
つ
き

一
濠
洲
政
府

の
態
度

に
何

等

の
攣
化
な
く
、
商
議

は
現
在

に
於

い
て
も
順
調

に
進

捗

お

し
、
か

」
る
愚

か
し
き
言
葉

1
-
-ω砦
7
♂
o
房
三

彗
㈹
g
騨
鴨
ー

ー
を
肯
ふ
よ
う
な
事
態

は
何

等
存

在
し
な

い
L
と
答
辮

さ
れ
た
。
然

か
し
濠
洲
政
府
筋

の
こ
の
辮

明
あ

る
に
か

製
は
ら
す

、
日
濠
聞

の
事
態

の
必
ら
す

し
も
太
平
洋

の
名

に
値

せ
ざ

る
は
、
同
年

五
月

八

日
、
日
本

に
於
け

る
有
力
な
る
團
腿

の

一
つ
日
濠
協
會

が
、
會

長
男
爵
阪
谷
芳
郎

の
名
を
以

つ
て
、
濠

洲
側

の
不
信
な
る
態
度

り

に
つ
き
嚴

重
な
警
告
抗
議
を
提
出
す

べ
く
、
聲
明
書

を
獲
表
す

る
こ
と
に
決
定
し
た

こ
と
に
よ

つ
て
も
察

せ
ら
れ
る
。

凡
そ
個
人

の
場
合
た
る
と
國
家
團
膿

の
場
合
た
る
と
を
問

は
す
、
交
は
り

の
密

に
し

て
親

な
る
時

に
於

い
て
、
、特

に
親
善
を
彊

調
す
る
要
は
な

い
。
夫

れ
を
叫
び
夫

れ
を
求
む
る

は
、
正
に
疎

に
し

て
遠
き
交

は
り
を

、
敢

え

て
近
か
ら

し
め
ん
と
努

力
す
る

か
、

或

ひ
は
叉
た
、
嘗

つ
て
親
善
な
り
し

と
こ
ろ

の
も

の
今
や
何
事
か
困
難
な
る
を
包
藏
す
る
か

の
執
れ

か

一
つ

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

わ

ぬ
。

日
濠
問

の
國
際
關
係

、
交
は
り
結

ん

で
何
年
た

る
か
を
知
ら
す

、
人

の
往
來
相

互
の
交

観
今
よ
り
も
繁

き
は
な

い
。

に
も

か

玉
は
ら
す
謂
ゆ
る
親
善
使
節

の

σq
窃
2
器

を
必
要
と
し
、
そ

の

σq
①
ωε
器

の
蔭

に
急
な
る

こ
と
太
平
洋
を
流
る

、
海
流

よ
り

も
甚

し
き
も

の
を
潜
む

、
之
れ
が
是
れ
、

正
に
現
在

の
日
濠
闇

の
關
係

で
あ
る
。
項
を
改
め

て
日
濠
關
係

の
過
去
を
叙

べ
、
現
在

の
問

題

の
實

相

に
燭
れ

よ
う
。

概

翻

日

濠

問

題

山ハ
一二
一二

5)SydneyMorningHerald,March20,Ig36,掲 載 記 事TradewithJapap:Sir

HenrアGullett,sReplytoGrazlers中 の 一 句0

6)昭 和 十 年 五 月 八 臥 東 京 放 途 局 ニ ュ ー ス。

7)繁 祉 違 け て 塞 げ ず 、 詳 し くは 日 濠 協 會 備 ふ る と こ ろ の 日誌 存 見 よ。



A

日
濠
關
係
の
過
去

六
三
四

一
九

〇

一
年

(
明

治

三

十

四
年

)

一
月

一
日

を

以

つ

て
、

六
個

の
自

治

植

民

地

8
一§

凶・
。。
ど

一
個

の

需
旨
ぎ

蔓

と

の
合

聯

に

よ

つ
て
成

立
し

た
濠

洲

聯

邦

O
。
ヨ
8
8

≦
①
聾

げ

。
h
》
儲
。・賃
9
一富

は

、

南

北

は
南

緯

十
度

四
十

一
分

か

ら

三

十
九

度

八
分

ま

で
、

の

東
西

は
東
経
百
十
三
度
九
分

か
ら
百

五
十
三
度

三
十
九
分

に
至
る
謂
ゆ
る
濠

洲
大
陸
を
申

心
と
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、
そ

の
位
置

は
赤
道
を
隔

て

玉
恰
か
も
我

が
邦

と
封
踊
的
な
地
窯

に
あ
る
。

こ

の
故

に
豊
臣

・
徳

川

の
頃
短
朝
輕
舟

に

の
つ
て
南

の
海
遙

か
に

進

出
し
た
當
時

の
日
本
民
族

も
、
長
鞭

こ

の
地
黙
ま

で
は
及
ぼ
す

、
日
濠
間

の
交

渉
は
遙

か

に
お
く
れ

て
最

近
世
ま

で
持
ち
越

さ

れ
た
。

い
な
濠
洲
自
身
が
久
し

い
聞

日
①
疑
9

>
器
賃
農

騨

の
名
を
以

つ
て
呼
ば
れ
、
十

五
世
紀
末
か
ら

ス
ペ
イ

ン

・
ポ

ル
ト
ガ

ル

.
和
蘭

人
等

に
よ

つ
て
屡

々
遠

征

の
封
象
と

せ
ら
れ
た

に
か

」
は
ら
す

、
世
界

の
歴
史

に
明
確

に
記
録

せ
ら
れ
た

の
は
、

一
七

七
〇
年
四
月
二
〇

日

O
巷
冨
ぎ

].薗
ヨ
①。・
0
8
吋

が
、
そ

の
名
も
ゆ
か
し
き

男
窃
。
ピ
ニ
。
昌
號

を
操

つ
て
現
在

の

。。
乱
昌
2

近
く

の

閑
。
冨
ξ

閑
昌

に
上
陸
し
、
同
年

八
月

二
十
三
日
を
以

つ
て
東
部
濠
洲

の
領

有
を

正
式

に

0
3
お
・
第

三
世

の
名

に
於

い
て
宣
言

わ

マ

し
た
時

に
始
ま

る
。
か
く

の
如
く

に
獲
見

に
於

い
て
逓
れ
た
南
方

の
新

大
陸

は
、
植
民
開

拓
の
歴
史

に
於

い
て
も
更

に
遅
れ
た
。
　

即
ち
當
時
英
本
國

は
内
外
事
多
く
、
殊

に
米
國
濁
立
職
争
な
ど
あ

つ
て
南
洋

の
新

大
陸
を
顧

み
る
逞
も
な
く
、
〉
昌
7
巽

℃
臣

唇

に

牽

ゐ
ら
る

」

..串
曾

津
①
戊
、
が
七

一
七
人

の
流

刑

の
徒
を

の
せ
て
第

一
同
植
民

の
族

に
の
ぼ
り

切
。
冨
塁

国
昌

に
上
陸
し
た

の

勒

は

、
實

に

O
。
。
吋

の
焚

見

に

お
く

る

玉
十
有

八
年

、

一
七

八

八
年

一
月

二
十

六

日

で
あ

り

、

こ

の
年

を

以

つ

て
濠

洲

に
於

け

る

最

8)

9)
Io)

OfflcialYearBookoftheComlnonwealthofAustralia,1933,(No.27-19

34),Common、xealthBureauofCensusandStatistics,Canberra,Australia,

p.1及 びP.33・-

IbidリP.xxv.

EdwardShann,AnEconomicHistoryofAustralia,Ig30,CambridgeUniv.

Press,P.3&P.5,0伍cialYearBook,No.27,P.xxv.



初
の
小
変

・
参

薪

作
さ
れ
葡
蒙

栽
培
せ
ら
れ
券

で
玖

。
緬
羊
の
璽

目
羊
毛
の
生
産
に
至
つ
て
は
更

謡

濫

舐

論

に
逞
い
・
即
ち
現
在
世
界
最
大
の
羊
毛
生
鑑

を
以
つ
て
謳
は
る
・
濠
洲
も
、
當
時
竺

の
羊
群
さ
へ
昏

、

認

説

響

報

・
暮

野

婁

・
に
よ
つ
て
メ
蓬

の
羊
が
ξ

・お

・・ξ

か
曼

さ
れ
た
の
は
實
に
一

懇

欄

磁

轟

七
九
七
知

同
じ
人
の
手
に
よ
つ
睾

毛
叢

初
に
英
蘭
に
舶
誓

れ
た
の
は
實
に
天

・
三
年
の
こ
と
に
属

鼎

欝

繕

黙

す
厨
・

轟
毒
謙

騨

肋鱗
鱗
囎
隔聯
樂
燭鱗
藩
糧購
糊撰
謙
蝦
驚
蝶

翻

驚　欝
欝
鷺
鰭
　麟難
羅難
鰍雛
灘　難
謙

錨
緯
響
弩
動
響
離
識
矯
鵜
避
戯惇
騰
蕪
繕
隷

酬謙
灘
酬総
螺

　

ラ

ラ

ヘ
ノ

輸

出

は

到
底

當

初

の
豫

定

額

に
達

せ
す

、

豫

定

維
費

を

以

つ

て
は

維

持

さ

へ
も
不

能

と
な

り

、

明
治

十

三
年

よ

H

B

13

14

概

灘

日

濠

問

題

六
三
五



六
三
六

の

り

十
五
年

に
か
け

て
内
地
各
方
面

へ
貸
下
配
布

せ
ら
れ

て
自
然
事
業

の
屡
止
消
滅

に
帰
し
た
か
ら
で
あ
る
。

羊
群

の
輸

入
と

い
ふ
こ
と

に
始

つ
た

日
濠
問

の
關

係
は
羊
毛

の
輸
入

と

い
ふ
瓢

に
於

い
て
も
叉
た
同
様

に
短
命

且

つ
微

々
た
る

も

の
で
あ

つ
た
。
羊
毛

工
業

の
確

立
を

軍
事
上

の
襯

瓢
か
ら
認
識

し
た
明
治
初
年

の
政
府

は
牧
羊
事
業

の
計

劃

樹

立

と

相

蛙

ん

で
、
羊

毛

工
業

の
樹
立
を

も
計
劃

し
、
明
治
九
年

(
一
八
六
六
年
)

三
月
羅
紗
器
械
所
を
設

立
し
、
十
二
年

(
一
八
六
九
年

)
二

月

工
場
落
成

(
現
在

の
千
住
製
絨
所

の
前
身

)
同
年

一
月
四

日
撰
毛
を
開
始

、
八
月

二
十
八

日

「
二
反
全
く
成
」

つ
て
我
が
國
最

初

の
羅

紗
が
織
り
あ
げ

ら
れ
た

の
を
先
騙

と
し
て
、

日
清
職
争
前
迄
民

間

の
羊
毛

工
業
も
漸
次
獲

建
し

て
お

つ
た

が
、
原
料
羊

毛

の
濠
洲

か
ら

の
直
輸

入
は
遙

か
に
お
く
れ
、
傳

ふ
る
と

こ
ろ

に
よ
る
と
、
明
治

二
十

一
年

(
一
八
八
八
年
)
大

阪

に
大
阪
毛
縣
紡

績

株
式
會

耽

の
設
立

さ
れ
た
時
同
杜

の
註
文

に
よ
り
紳

戸

の
象
松
商
店

が
初

め
て
洗

上
羊

毛
二
百
俵

の
濠
洲
直

輸
入
を
試

み
た

の

を

以

つ
て
噛
矢

と
す

る
。
然

か
も
濠
洲
よ
り

の
羊

毛

の
直
輸

入
は
甚
だ
芳

し
か
ら
ぬ
結
果

に
絡

つ
た
、
夫

れ
は
同
會

耐
が
財
界
不

況

に
よ
る
資
金
難

に
よ
り
明
治
二
十
三
年

(
一
八
九
〇
年
)
解
散

の
や
む

な
き

に
至
り
、
右

の
濠
洲
羊

毛
は
引
取

人
を
失

ふ
歌
態

勘

に
な

つ
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本

の
羊
毛

工
業

は
然

か
し
な

が
ら
、
そ

の
後

日
清

日
露

の
爾
職
役
を
経

て
幾
多

の
難
難

に
遭
遇
し

つ

玉
漸

次

に
獲
達

し
、
欧

洲
大
戦

に
よ
つ
て
飛
躍
的
獲
展
を
途
げ
、
特

に
モ
ス
リ

ン
に
於

い
て
は
大

正
五
年

(
一
九

一
六
年

)
を
最
後

と
し
て
輸
入

の
跡
を

恥

全
く
断

つ
た

の
で
は
あ

つ
た
が
、
原
料
羊
毛

の
輸

入
は
逞

々
と
じ

て
増
加

せ
す

敏
洲
戦
前

の
大

正
三
年

(
一
九

一
四
年
)
は
僅
か

に
数
量

に
於

い
て

一
二
、
六
三
五
封
度

、
金

額

に
於

い
て
五
百
十
八
萬
九
千
圓

に
過
ぎ
す
、
大

正
八
年

(
一
九

一
八
年

)

に
於

い

15、

16)

17)

18)

19)

前掲書

前掲書

同

同

同

PP.II-一 ・16.

PP.17・ 一一一lg.

P・27.

P・27・

P.66.



鋤

て
す
ら
五

一
、
三
七
六
封
度

、
四
千
七
百
五
十
六
萬

七
千
圓

に
の
ぼ
つ
た

に
と

f
ま
り
、
濠
洲
羊
毛

の
買
付
高

は
僅
か

に
四
萬
俵

恥

に
す

ぎ
な

か

つ
た
。

佃
本

の
羊

毛
工
業

の
襲
展

に
較

べ
て
原
料
羊

毛
の
直
輸
入
が
比
較
的

に
逓
れ
た

の
に
は
、
思

ふ
に
二

つ
の
理
由

が
あ

る
、

一
は

我

が
國

の
關

税
政
策

の
影
響

で
あ
り

一
は
我
が
國
羊

毛
工
業

の
技

術
上

の
特
殊
事
情

に
基
づ
く
。

わ

我
が
國

で
は
輸

入
羊
毛
は
幕
末
安
政

以
來
從
債

五
%
の
海
關
税
を
賦
課

せ
ら
腕

て
お

つ
た
爲
、
明
治

初
年
政
府

の
羊

毛

工
業

確

.

立

の
前
提

と
し

て
原
料

羊
毛
自
給

を
目
的

と
す
る
牧

羊
事
業

の
失
敗

以
來
千
佳

製
絨

所
始

め
相
亜

い
で
設
立

せ
ら
れ

た
民
間
羊
毛

工
業
會
枇

も
み
な
所
要
原
料
羊

毛
を
海
外

に
仰
ぐ

の
外
な

か

つ
た

の
で
は
あ
る
が
、
然

か
し

こ
の
輸
入
税
は
少
な
か
ら
ぬ
障

碍
と

な

つ
て
お

つ
た
。
そ

の
後

こ
の
輸
入

税
は
各
方
面

の
熱

烈
な
協
力
請
願

に
よ
り
第
九
議
會

(
二
十
九

年

一
八

八
六
年
)
を
通
過
し

恥

た
法
律
第
五
十
九
號

に
よ
り

同
年

四
月

一
日
か
ら
冤
除
せ
ら
れ
る

こ
之

Σ
な

つ
た

が
、

ζ

」
に
術

ほ

一
つ
原
料
羊
毛

の
直
輸

入
を

沮
む

一
つ
の
も

の
が
あ

つ
た
、
夫
れ
は
我
が
國
羊

毛

工
業

の
技
術
上

の
特
殊
事
情

で
あ
る
。

由
來
羊

毛
工
業
は

モ
ス
リ

ン

・
セ
ル
等

の
薄

地
も

の
は
素

よ
り
羅

紗

・
毛
布
等

の
厚
地
も

の
及
び

毛
糸

に
至
る
ま

で
、
原

料
羊

毛

の
撰

毛

ω
9
鉱
昌
σq
に
始

ま
り
洗
毛

。。8
霞
言
αΩ
硫

毛

。錠
島
コ
㈹
櫛

毛

8
ヨ
び
貯
αq

の
諸

工
程
を
経

て
殆

ん
ど
撚

り

の
な

い
篠

巴
く
巽

即
ち
ト
ッ
プ

8
弓
を
製
出

す
る

に
至
る
ま
で
が
第

一
段

の
基
本
的

工
程

で
あ

つ
て
、
然

る
後

前
紡

弓
需
冨
目貯
鵬
精
紡

ω営
暮
ぎ
㈹
の

り

工
程
を
経

て
製

織
工
程

に
移

る
も

の
で
あ
観
。
ト

ツ
プ
と
は
恰
か
も
製
紙

工
業

及
び
人
絹

工
業

に
於
け
る
パ

ル
プ

に
相
當

す
る
牛

製

品

で
あ

つ
て
、
品
質

の
鑑

別
も
簡
輩
容
易

で
あ
り
、
公
定

水
分

一
八

・
二
五
%
ま

で
乾
燥
す
れ
ば
荷
造

蓮
途
も
極

め
て
安
全
便

臥概
蜘
軌
日

濠

問
愉魁

山ハ
三
・七

20)

2【)

2z)

23)

24)

前 掲 書 第 十 六表 に擦 るo

同 所 載統 計表 第 四 〇 表 ダ ル ゲ ティー羊 毛 年 報 に擦 るo

同P・39.

同PP,38-39.

トップ製 出 の後 に再 洗 工 程backwashingな 施 す こ とあ り、叉 た トップ製 出前

に施 す こと あ り。 詳 し くit前 掲 書P・212・



六

三
八の

利

で
あ
る
爲
、
我
が
國

の
羊
毛

工
業
は
そ

の
初
期
時
代

に
は

全
部

小
ツ
プ
を
輸

入
し

て
加

工
し
た
も

の
で
あ

つ
施
。
右

に
加

へ
て

本
邦
人

の

モ
ス
リ

ン
に
封
す
る
異
常

な
る
趣

味
嗜
好

の
激

増
と
、

モ
ス
リ

ン
の
生
産

工
程
が
製
絨

工
程
程
複
雑

で
な
く
輸

入
ト
ッ
・

プ
を
原
料

と
し
て
製
糸
製

織
す

る

の
み
で
操
業

比
較
的
に
簡
箪

で
あ

つ
た
爲

に
、β
明
治

三
十
七

八
年

の
日
露
職
役
後

敏
洲
大
戦
迄

の
羊
毛

工
業

の
苦
難
時
代
及
び
欧
洲
大
戦
後

の
羊

毛
工
業
再
整
理
時
代

を
通

じ
て
、
吾

が
國

の
羊
毛

工
業

は

モ
ス
リ

ン
界

に
於

い

脇

て
先

づ
震
展
を
遽
げ
、
こ

の
事
實
は

叉
た
逆

に
ト
ッ
プ

の
輸
入
を

釜

々
旺
盛
な
ら
し
む

る
原
因

と
な

つ
た
。
そ
し

て
當
時
原
料
羊

毛
産
地
た
る
濠
洲

に
は
ト
ッ
プ
製

造
會
肚
存

せ
す
、
之

れ
等
輸
入

ト
ッ
プ
は
鑑
く
欧
米
よ
り
輸
入
せ
ざ
る
を

え
な
か

つ
為
。

以
上

の
事
情

が
即
ち
日
本
羊
毛

工
業

の
機
展

に
於

い
て
濠
洲
羊
毛

◎
直
輸
入

が
少
な
く
、
從

つ
て
日
濠
關
係

の
獲
展

が
遽

々
且

鋤

つ
稀
薄

で
あ

つ
た
所
以

で
あ
り
、

こ
の
間

に
於

い
て
、
明
治
十
三
年

(
一
八
七
〇
年
)
五
月
濠
洲

竃

9
げ
。
舞
器

に
萬
國
博
覧
會

の

の
開

か
れ
た
時
、
日
本
政
府

が
製
絨
十
種
二
百
二
十
三
砺
を
出
品
新
興

日
本

の
爲

に
萬

丈

の
氣
を
吐

い
た

の
偽
、
明
治

年
聞
四
十

五
年
を
通
じ

て
の
日
濠
關
係

に
於
け

る
輝

か
し
き

一
瞬

の
光
芒

で
あ

つ
た
と

い
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

日
濠
關
係

の
獲
農

に
於

い
て
省
ほ

一
つ
顧

み
ら
る
、べ
き
は
、
濠
洲

へ
の
移

民
拉
び

に
そ

の
制
限
問
題

で
あ
る
。
我

が
國

の
海

外

移
植
民
は
日
清
戦
役
迄

の
創
始
時

代
は
暫
く
措

き
、
右
戦
役
後
政
府

が
移

民
會
肚

に
移
民

取
扱
事

務
を

委
ね
、
且

つ
二

十

九

年

(
一
八
九
六
年

)
移

民
保
護
法
を
制
定
す
る

や
、
職
後

の
好

況
に
よ
り
海
外
獲
展

の
氣
運
興
隆
し
、
移
植
民
は
激
増

、
明
治

三
十

鋤

一
年

(
一
八
九

八
年
)

に
は
濠
洲

へ
約

一
、
○
○
○
人
を
途

つ
た
が
、
、
そ

の
後
布
畦

・
北
米

・
南

米
等

へ
の
移
民

に
ょ

っ
て
濠

洲
移
民
は
暫
く
増
加
し
な

か
つ
た
。
加

へ
て

一
九
〇
三
年

(
明
治

三
十
六
年

)
濠
洲
聯
邦
政
府

が
制
定
獲

布

の
移
民
法

円
訂

H3
-

25)前 掲 書P.214.26)前 掲 書P.42及 びPP.53-67,P.214.

27)同p.53。 但 し その後 濠 洲 に も濠 洲 政 府 の 保護 の 下 に濁 乙 人 ピ ー スが

トップ工 場 な 設 立 した0

28)勿 論 この夕トに小 蓼 の 輸 入 彪考 察 す ろ必 要 が あ るが 今 ば鰯 れ な い。

29)前 掲 書p.22.拓 務 省 編 ・拓 務 要萱 昭和 十 一 年 刊p .468.

30)O缶cialYearBook,No.27,P.782.



旦

σq
轟
けご
o

>
9

に

ょ

っ
て

Z
。
?
国
員

。
鷺
彗

o
円
O
。
げ
貝
㊦
α

需

冨
。
蕊

は

、

永

久

に
居

住

の
目

的

を

以

つ
て

は
移

民

と

し

て
入

鋤

濠
を
全
く
禁

止
さ
れ
た

か
ら
、
・封
濠
洲

の
移

民
は
我
が
國
入

口
増
加

の
緩

和
封
策

と
し
て
は
問
題

と
な
ら
な
く
な

つ
た
。
勿
論
か

玉
る
亜
細

亜
人

へ
の
差
別
待
遇

は
當
然

に
我

が
國
官

民

の
關

心
の
的

と
は
な

つ
た
が
、
こ

の
濠

洲

の
移
民
制
限
が
有
色
人
種
二

般

に
封
す

る
も

の
特

に
直
接
的

に
は
支
那
勢
働
者

に
封

す
る
も

の
で
あ

つ
た

こ
と

㌻
、
當
時

移
民
問
題

に
つ
い
て
の
國
民
的
關

心
乃

至
憤
懲

は
、
よ
り
多
く
よ
り

強
く

は
、
布
唾
移
民
及
び
北
米
西
海
岸

へ
の
移
民
と
、
明
治
四
十
年

(
一
九

〇
七
年
)

の
日
米
聞

の

謂
ゆ
る
移
民

に
關
す

る
紳

士
協
約

と
に
集

ま
り
、
且

つ
移
民
地

と
し
て
新

た

に
南

米
が
現
れ
た
爲

に
、
濠
洲

の
移
民
問
題
は
大
し

た
問
題
と
な

ら
す

に
や
が
て
は

一
つ
の
事
實

と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ

て
し
ま

つ
た
。

以
上

や

」
長
き
に
わ
た

つ
た
が
日
濠
關
係

の
過
去
を
通
じ

て
観

た
結

果
は
、
そ

の
地
理
的
位
置

の
懸
絶

し
た
る
如
く

に
、
湘

互

の
關

心
も
亦
少
く

も

一民

津
・
器
昌
8

の
域
を
脱
し
な

か

つ
た

こ
と
を
知
る
、
少
く
も
敵
洲
大
職

の
始

つ
て
我
が
國
が
日
英
同

盟
の

情

誼

に
基

づ
き
封

猫
宣
戦
を
布
告
し
、
金

剛

・
霧
島

を
主
力

と
す
る
南
遣

艦
隊

が
南
洋
諸
島
及

び
濠

洲

の
守
り

に
任
じ

て
或
ひ
は

O
。
8
m
H切冨
昌
房

沖

に
猫
乙
巡
洋
艦

国
已
山
窪

を
撃
沈
し
、
且

つ
劣
弱
な

る
濠
洲
艦
隊

と
協
力
し

て
南
米

の
南
端

国
巴
匡
9
a

沖

の

一
戦

に
優
勢

な
る
欄
乙
艦
隊
を
撃
破
し

て
我
が
國
努
級

巡
洋
戦
艦

の
偉
力
を
世
界

に
獲

揮
し
た

こ
と
、
及
び
右

の
協

力
あ

つ
た

に

か

」
は

ら
す

巴
里
早
和
會
議

に
於

い
て
我
が
國
提
出

の
人
種
早
等
案

に
封
し
、
先
づ
濠

洲
聯

邦
政
府
代
表

国
轟
ぽ
。・
が
反
封
し
た

こ
と

に
封

し
彼

の
忘
恩
を
怒
り
且

つ

一
九
〇

三
年

の
移
民
法
を
想
起

し
で
國
民
的
憤
葱

を
新
た

に
し
た

こ
と
、
右

の
外

に
は
政
治

維
濟

の
領
域

に
於
け
る
關
係
は
頗

る
稀
薄

と

い
ふ

の
ほ
か
な
く
、
我
が
海

軍

の
人
材
を
養
成
す

る
爲

の
練
習
艦
隊

が
年

々

ω
凱
昌
昌

概

灘

日

濠

問

題

六
三
九

31)後 に漁民 問題 あ り、後述o



六
四
〇

を
訪
問
し

て
絶
大
な

る
緻

迎
を
う
け
た

こ
と
、
白
瀬
大

尉
が
開
南
丸
を
以

つ
て
南

極
探
瞼
を
試

み
同
じ
く

◎。
旨
昌
昌

を
根
擦

地
と

し
た

こ
と
等
も
、
徒

ら

に
當
時

の

ニ
ュ
ー

ス
を
飾
る

に
絡

つ
た
。

こ

の
聞

に
若
し
多
少
と
も
我
が
國

民

の
聞

に
濠
洲

へ
の
距
離

の

近

さ
を
感

ぜ

し
む

る
も

の
あ

つ
た

と
す

れ

ば
、

夫

れ
は

。。o
。
詳
ω
を

通

じ

て

の
爾

國

民

の
ー

特

に

苫

自
轟

窪

ぴq
窪

。§
陣ご
昌

の
L

交
漱

で
あ

つ
た
。
即
ち
熊

谷

・
清

水

に
よ

つ
て

一
度
は

世
界
的
水
準

へ
達

↓
た

我
が
庭
球
界
は
そ

の
後

デ
ヴ

ィ

ス
盃
争
奪
戦

に
選

手
を

お
く
り
年

々
ア
メ
リ
カ
ゾ
ー

ン
に
於

い
て
濠
洲
選
手

と
争
は
ね
ば
な

ら
な

か
つ
た

こ
と
、
そ
し

て
濠
洲
を
倒
す

こ
と
は

と
り

も
な
ほ
さ
す
當
時

の
覇
者

米
國

へ
の

島
自。
濠
轟

。
を
意

味
し
た

こ
と

、
及
び
古
來

の
日
本
泳
法

に
濠

洲
及
び
布
畦

の

。・賞
。
冨

を
取

り
入
れ
勝
男

・
高

石

に
よ

つ
て
世
界

の
競

泳
界

へ
乗
出

し
た

日
本
水
泳

が
そ

の
後

数

圖
濠
洲

の
招
膀

に
選
手
を
派
造
し

て
彼
を
破

珍
日
章
旗
を

団
。
昌

智
集
。・8

選
頭

に
か

製
げ
た
こ

と
、
而
し

て
近
年

ラ
グ
ビ
ー

・
蹴
球

の
普
及
す
る
や
英
蘭
…
・
加
奈
陀

・
新

西

蘭

と
相
拉

ん
で
世
界

の

一
流

た
る
濠
洲

の

殉
轟
σq
・
閉

を
胸

に

描

い
て

一
九
三

六
年

の

全
濠

洲
學
生
選
抜

軍

の
來
朝
を
待

つ
た
こ

と
、
右

の
素
描

に
現
は
れ
た

①<
。
曇
。・

は
、
と
も
す
れ
ば
疎
遠

に
葬

ら
れ

る
日
濠
闇

の
關
係

を
何
等
か

の
意

味

で
、
今

日

に
繋

い

だ
も

の
と

い
ふ
べ
き

で
あ
ら
う
。

B

日
濠
關
係
の
磯
展

上
述

し
た
よ
う

に
明
治
年

代
か

ら
大

正
初
期

へ
か
け

て
、
豫
想

せ
ら
れ
る
よ
り
は
遙

か
に
疎
遠

な

も

の

で

あ

つ
た

日
濠
關
係

は
隔

漱
洲
大
戦
を
韓
機

と
し
て
急
激

に
獲
展

し
た
。



濠洲 より
日本 へ輸
入 纏、額

内羊毛輸入
額 及 び%

内小蓼輸入
額 及 び%

濠洲 より
日本へ の

輸 入

29置3

(大 正 二年)

千円

14,943

1 千円
128,943

1926

(昭 和 元年)

'

128,396
千 円

74,151

%
57.8

千 円

35,Io2

%

27・3 128,396

Ig27 122β40 105,239 80.6 9,711 7.4 122,840

1928 130,495 72,336 76.7 8,6go 9.2 130,495

Ig29 132,601 83,295 ヴ3.5 22,466 ∬9.8 132,601

1930 94,215 84,246 62.7 40,058 29.8 94,215

Ig3亘

(昭 和 五 年)
113,337 83,299 73・5 22,466 Ig.8 113,337

Ig32 134,277 84,246 40,058 134観277
.

Ig33 204,586 156,5叫 33,887 204,586
'

Ig34 Ig7,758 159,241 22,033 197,758

Ig35

(昭 和 十 年)
235,128 182,007 30,936 235,128

ゐ

先
づ
そ

の
貿
易
關
係

か
ら
始

め
る
こ
と

玉
し

て
、
濠

洲
か
ら
日
本

へ
の
輸
入

の
推
移
を
見
よ
㌔
。

右

の
如
き
濠
洲
よ
り
日
本

へ
の
輸

入

の
増
加
は

、
い
ふ
ま

で

も
な
く

日
本

に
於
け
る
羊
毛

工
業

・
小
萎

工
業

の
勃
興

に
ょ
る

も

の
で
、
輸

入

の
大
部
分

が
羊
毛
及
び
小
萎

で
あ
る
こ
と
そ

の

鋤

内
繹

に
よ

つ
て
瞭

ら
か

で
あ
る
。

右

の
表

忙
見
る
よ
う

に
濠
洲
よ
り
日
本

へ
の
輸
入
額

の
激

増

は
主

と
し
て
羊
毛

の
輸
入

の
増
加

に
よ

る
の
で
あ
る
が
、

こ
の

よ
う
な
濠
洲
羊
毛

の
激
増

は
主
と
し

て
次

ぎ

の
事
情

に
よ
る
。

從
來

日
本

の
羊
毛
工
業
は

ト
ッ
プ
の
製
造
設
備
な
く
全
部
輸
入

ト
ッ
プ

の
加

工
で
あ

つ
た
が
、
明
治
四
十
四
年

(
一
九

一
一
年
)

十

一
月
日
本

毛
織
會
杜
が

ト
ッ
プ
製
造
設
備
を
新

設
し
た
る
を
鋤

機

と
し

て
各
肚

と
も
争

つ
て
ト
ッ
プ
製
造
設
備
を
し
た

こ
と
、

敵
洲
大
戦

中
、
當
時
毛
織
物

の
主
要
供
給
國

で
あ

つ
た
英

・
猫

が
交
戦

國
と
し
て
他
を
顧

み
る
絵

裕
な
く
、
從

つ
て
我
が
國

の

絢

 ト

ッ
プ
輸

入

が

困
難

に
な

つ
た

こ
と

,
大

正
十

五
年

(
一
九

二

概

観

日

濠

問

題

六
四

}

32)夕 卜務 商通商 局篇 ・海夕卜繕i濟事 情昭和十一年第 八號 より抜 葦、1913年 分 ば三
i菱脛濟研究所 ・前掲書P.379.1こ 擦 ろo,

33)羊 毛及 び小蓼 の比率 及 び債格lt三 菱鰹 濟研究 所 ・前掲書P.380.に 擦 る。

但 しlg31年 以降 は海 外経濟 事情 、前掲書i:S,り 計算作成 す0

34)梅 浦健 吉 ・前掲 書p.214.但 し之れ より さき明治 三十 四年 頃 、東京 製絨會
肚 が試み7こ;と があ ろo



六
四

二

鋤

六
年
)

三
月

よ
り

ト
ッ
。Z
母
百
斤

に
つ
き
十
四
圓
五
十
銭

の
輸
入
税
を
課
す

る
に
至

つ
た

こ
と
、
大

正
末

期
か
ら
昭
和
初
期

へ
か

け

て
我
が
羊

毛
工
業

が
整
理
期
を
す

ぎ

て
堅

實
な
護
農

に
向

つ
た
こ
と
。
以
上

の
事
情

か
ら
當
時

ト
ッ
プ

の
輸

入
が
如
何

に
減

少

鋤

し
原
料
羊
毛

の
輸
入

が
如
何

に
増
加
し
た

か
は
次
表

に
観
る
。

ト ヅ プ 羊 毛輸

1輸繊 剰 入鯉
千 封 毅

12,635

52,534

40,870

47,070

48,379

SI,376

71,134

千 封度

8,lg6

5,182

5,978

5,767

3,397

4,319

3β14

19叫

(大 正 三 年)

1915

1916

1917

1gl8

191g

Ig20

但
し
當
時

の
羊

毛
輸
入

の
増
加
が
全
部
濠
洲

よ
り
な
さ
れ

た
と
速
断
し

て
は
な

ら
ぬ
、
欧
洲
大
戦
申
は
、
英
國

の
羊

毛
徴
震
令

に
よ
り
濠
洲
羊
毛

の
輸
出
禁
止

の

影

響
を
受
け
各
肚
と
も
原

毛
の
手
當

に
苦
し
み
英

國

の
好
意

的
分
譲

と
、

一
九

山

八
年

(
大

正
七
年
)
よ
り
南
阿
羊
毛
を

輸
入
す

る
こ
と
に
よ
り
漸

く
窮
境
を

切
り

胸

抜
け
た
も

の
で
、
濠
洲
羊

毛

の
輸
入

は
實

に
最

近
年

に
至

つ
て
急
速
度

に
増
加
し

た
も

の
で
あ

る
。

以
上
濠
洲

よ
り
日
本

へ
の
輸
入

の
激

増

と
そ

の
大
宗

た

る
羊
毛
を
親

た
が
、
此

の
機
會

に
濠
洲
よ
り

日
本

へ
の
主

要
輸
入
品
を

　

一
九

三

一
年

よ
り

一
九

三
四
年

ま

で
大
観

し
て
お
か
う
。即

ち
濠
洲

よ
り

日
本

へ
の
輸
入
品
は
金

額

に
し

て
羊

毛

・
小
萎

・
牛
脂

.

貝
殻

・
亜
鉛

の
順
序

で
あ
る
。

勒

次
ぎ

に
日
本
よ
り
濠
洲

へ
の
輸
出

の
獲

展
を
観

る
。

3S、

37)

38)

前掲書P.66.36)前 掲書PP・214--215・
同 第十 六表 より抜 葦o

同pp.60--61.そ れit極 東の諸状勢1こ拍車 ぜ られナこ國 内需要 の激増

と日本羊 毛工業 が最近年 に於 いて輸 出工業 に進展 しアここと等 を直接の理 由

として、正に本稿 冒頭 のべtこ太雫洋貿 易の伸展 とH本 躍 進 とが羊毛工業 の

部 内に於 いて もまブこ獲 現ゼ られ ナこ姿1=外 な ら鉱 いo



Ig33

量1儂 格

千 円

i56,455

33,886

3,250

2,102

1,916

3,25G

204,586

百 斤

夏,70S,469

6,593,33I

I73,471

120,175

59【,224

173,47[

Ig32

量1儂 格

百 斤

1,488,155

千再
84,241

Ig3t

量1儂 格

40,058

2,437

1,594

870

913

134,277

【o,264,655

177,426

125,467

324,634

26,761

『二}羽

83.202

22,4661

2,3821

1,198

797

II3,337

百 斤

1,372,0go

8,554,294

209,243

143,398

30,093

 

毛

蓼

羊

小

牛 脂

亜 鉛

(塊 ・錠 ・粒)

亜 鉛 磯

殻

他

計

貝

其

合

リ

へ
額

ダよ
　
本
沸
出

日
濠
輸

千 円

9,638

51,6n

50,566

43,000

44,075

25,486

18,405

36β95

51,416

64,462

74,793

IQI3

(大 正 二 年)

Ig26.

(昭 和 元 年)

Igz7

1928

Igzg

(昭 和 五 ・年)

'lg30

193「

Ig32

1933

Ig34・

Ig35

(旺召禾ロセ年)

即

ち

一
九

二
六
年

よ
り

一
九
三

一
年
ま

で
は
漸
減

、

一
九
三
二
年

よ
り
急

増

し

て
居
る

が
、
輸
出

総
額
は
尚

ほ
輸
入

に
比
し

て
遙

か
に
小
さ
く

一
九

三

五
年

に
於

い
て
は
輸
出

は
輸

入

の
三
分

の

一
。

一
九

二
六
年

よ
り

一
九

一一=

年
迄

の
漸
減

は
、
濠

洲
が
羊

毛

・
小
萎
等

の
主
要
生
産
物

の
債
格

の
急
落

に

よ
り
購
買
力

の
激
減

し
た
爲

で
あ
り

、

一
九

三
二
年

以
降

の
輸
出
激
増

は
本

稿
冒
頭

に
の
べ
た
日
本
商
晶

の
進
出

に
照
磨
す
る
も

の
で
あ
る
。

鋤

 次
ぎ

に
そ

の
輸
出

の
内
容

を
襯

よ
う
。

即
ち
金
額

に
於

い
て
絹
織
物

・
綿

織
物

・
人
造
絹
織
物

・
生
糸

・
陶
器

・

玩
具
等

の
順
で
あ

つ
て
、
殊

に

一
九

三
二
年
以
降
、
關
税
障
壁

を
も

の
と
も

せ
ざ
る
絹
織
物

・
綿
織
物

・
入
造
絹

織
物

の
躍
進

は

目
醒
ま
し

い
も

の
が
み
る
。
硫
黄

・
蟹
罐
詰

・
ベ

ニ
ヤ
板
及
び
木
材
等
は
嘗

つ
て
相
當

の
輸
出

が
あ
り
、
今
後

も
日
濠
關
係
調
整

概

魏

日

濠
問

題

六
四
三

39)海 外経濟事 情」。前掲書及 び 日濠協會'々報 第四號PP.54-56.に 擦 ろ0

40)海 夕卜経濟事情 ・前掲書 、但 し1913年 に三i菱脛濟1研究所 ・前掲書P.379.に

糠 ろ。

41)海 夕卜縄濟事 清 ・前掲書及 び日濠 協會 々報第四號 に擦 り作成o玩 具 ・硫黄 ・

蟹罐詰 ・ベニヤ板 及 び木材1:つ いてはlg34年 の藪 字な入手ぜず。



Ig34

藪量i債 格

Ig33

量1便 格

Ig32

藪 量1慣 格

Ig3【

量1債 格
千 円

8,84c

I4,784.

16,937

4,017

2,330

 

断
=

一
塑

千 円

Io,788

10,027

9,133

3,296

2,707

1,808

1,307

209

203

甦

[

[

ゆ 傷

302,711

2,5【o

千 円

13,720

4,852

2,896

3,164

1,768

鞭

砺

商

㎞

逝

【

{

4,417

193,046

2,909

千 円

8,733

2,840

589

1,928

砺

筋

一

助

67

逝

=

覇
一

一

一

餌

[

絹 織 物

綿 織 物

入i造絹織物

糸生

器

具

磁陶

・玩

黄硫

蟹 罐 詰

べ ニ ヤ 板

及 び材 木

 

比
率
が
漸
次
大

と
な
る

こ
と
を
意
味
す

る
。

六
四
四

の
後

は
望
み
多
き
商
品

で
あ
り
、
且

つ
北
海
道
維
濟

の
進
展
と
關
聯
す

る

故

に
特

に
摘
記
し
た
。

以
上
敏
洲
大
戦
以
後

の
日
濠
聞

の
貿
易

の
獲
展

を
観
た

が
、
鼓

に
注
意

を
要
す
る
は
、
日
濠
間

の
貿
易

が
過
去

十
激
年
を
通
じ

て
次

の
表

の
よ
う

物
に
,常
に
日
本
に
と
つ
て
輸
入
超
過
で
あ
つ
た
こ
と
、
拉
び
に
輸
入
を

一
〇

〇
と
し
て
輸
出
の
之
れ
に
封
す
る
割
合
が
最
近
ま
で
漸
減
の
傾
向
に
あ
つ

嬬

岬

仰

罫

躍

卸

血

郷

η

抑

調

た

こ
と
で

あ

る
。
右

は
輸
入

の

増
加
す
る

速
度

比
率

程

、
輸
出

が
増
加

せ

す
、
入
超

の
に
%

額
額
る

出
入
す

輸
輸
樹

引
超
差
入

洲
の
入
り
濠
よ
輸

千 円1

5,3031

76,785

72,274

87,494

88,526

68822,

94,(】31

97,382

153,170

133,296

160,334

千 円

14,943

128,396

122,840

「

Bo,495

132,601

94,215

113・337

134,277

204,586

197,758

235,128

濠洲へ
の輸出

r二円

9,638

51,6【r

so,566

43,000

44,075

25,486

18,405

36,895

51,416

64,462

74,793

1913

(大 正 二 ・年)

Ig26

(昭 和 元 年)

1927

1928

Ig29

1930

(昭 和 五 年)

Ig3「

Ig32

1g33

1934

1935・

(昭 和 十 年)

42)三 菱 経濟研究 所 ・前掲書P.379,拉 に海外脛濟 事情 。前掲書t=uevJ作 成o



即
ち

一
九

二
九
年
よ
り

一
九

三
二
年

に
至
る
五
ヶ
年
を

牛
均
す
る
と
、

一
年
平
均
入
超
額

一
億
五
十
四
萬

七
千
圓

と
な
り
、

一

九

三
五
年

の
如

き
は
入
超

一
億

六
千
萬
圓

に
上
り
、
然

か
も
輸
入
は
蓮
年

増
加

の
趨
勢

に
あ
る

に
封

し

て
輸
出

は
必
ら
す

し
も
前

途
樂
観
を
許

さ
す
常

に
濠
洲
側

の
關

税
政
策

に
左
右

せ
ら
る
、
か

瓦
る
片
貿
易

に
あ
る

こ
と
は
日
濠
關
係

の
特

色

で
あ

つ
て
同
時

に
現
在

の
日
濠
問
題

の
核
心
を

な
す

も

の
で
あ
る
。

か

」
る
獲
展
を
途
け
た
日
濠
貿
易

の
夫

れ
そ
れ

の
國

の
総
貿
易

に
占

め
る
地
位
乃
至
競

争
國
と

の
比
較
等

は

後

の
考

察

に

任

せ
、
次
ぎ

に
は
、
か

」
る
獲
展
を
途
げ

た
日
濠
聞

の
商
品

の
動

き
は
如
何

に
し
て
な
さ

れ

た

か

を

観

よ

う
。

一
言

に
し

て
蔽

へ

ば

日
濠
聞

の
商

品

の
動
き
は
大
艦

に
於

い
て
日
本
船
主

に
よ

つ
て
な

さ
れ

て
居
る
。

即
ち
敵
洲
大
職
を
契
機

と
し
て
世
界
的
と
な

つ
た
我
が
國
海
蓮
業
者

は
、
當
然

に
此

の
方

面

へ
も
進
出

し

て
濠
洲

に
入
港
す

る
船
舶
噸
歎

の
中
で
は
英

國
系

(
総
噸
数

の
六
五

%
)

に
次

い
で
第

二
位
、
外
國
船
系

三
五
%

の
う
ち
約

三
分

の

一
を
占
め

て
居
る
。

一
九

二
八
年

以
降

一
九
三

三
年

に
至

る
日
本

鋤

年

Ig28-29

1929-30

1930-一 一一3t

Ig3t-32

1933-34

唖

286,607

207,910

671,742

688,712

546,088

船
舶

の
濠
洲
入
港

の
噸
激

の
推
移

は
次
ぎ

の
如
く

で
あ
る
。

そ
し

て
日
本
濠
洲
闇

の
航
路
は
現
在

は
日
本
郵
船
及
び
英

國
系

の
同
器
け窪
口
》
器
窪
聾
き

い
宣
・
の

爾
杜

が
貨
客
定
期
航
路
を

,
大
阪
商
船
山
下
汽
船
(
但
し
川
崎
汽
船
國
際
汽
船

と
共
螢
)
の
爾
者

が
貨

物

の
定
期
航
路
を
経
螢

し

て
居

る
が
、
日
濠
貿
易

の
最
近

の
獲
展

に
鑑

み
、
日
本

郵
船

が
近
く
パ

ラ
オ

翰

経
由

。碧
σq
。
ぎ

①
を
新

設
し

て
、
山
下
汽
船

の
濠
洲
西

廻
線

も
亦
定
期
船
化
さ
れ

よ
う

と
し

て
居
る
。

殊

に
近
く
新

西
蘭
直

航
定
期
航
路
を

山
下
大
阪
商
船

の
爾
者

が
経
螢

せ
ん
と
し

つ

」
あ
る
が
、
之
れ
は
日
本
と
新

西
蘭
聞

の
貿
易

概

魏

日

濠

問

題

六
四
五

43)0備cialYearBook,No.27,P.143.

44)日 本 海 蓮 集 會 所 ・海 蓮No.i65昭 和 十 一 年 二 月 號 資 料 欄PP.1--2.



六
四
六

の
將
來

に
備

へ
ん
と
す

る
も

の
で
あ
る
と
同
時

に
、
濠

洲
新
西
蘭
聞

の
航

路
を
経
螢
す
る

E
&
A

(q
三
。
昌
汽
般

倒
乱
彗

守

詩
。
♪

働

Z
。
毛

N
。簿
冨
巳

ω
臣
毛
囲轟

の
一一一杜

の
親
會
肚
)

と
の
競
争
を
も
意
味

し
、
此
塵

に
濠
洲
プ
ー

ル
の
將
來

の
問
題
が
繭
芽
す

る
。

右

の
外

に
移
民
問
題
と
關
聯
し

て
日
本

人
漁
夫

の
進
出

が
あ
る
。
濠
洲

が
謂
ゆ
る
白
人
濠
洲
主
義

を
樹
立
し

て
以
來

日
本

人

の

粉

移
民
は

一
般

に
は
禁
止

せ
ら
れ

、
軍

に
商
業
從
事
者

、
學

生
族
行
者

の
み
入
國
を
許
可

せ
ら
れ

て
、
漁
業
特

に
眞
珠
貝
探
取
事
業

に
從
事

す
る
亜
細

亜
人
勢
働
者

も
漸
次

に
制
限
途

に
は
慶
滅

せ
ら
る

べ
き
方
針

で
あ

つ
た
が
、
事
業

の
性
質
上
熟
練

な
る

日
本
人

漁
夫
を
拒
む

こ
と
を
得
す

、
殊

に
眞
珠
貝
探

取
事
業

が
木
曜
島
か
ら
西
海
岸

の
深
海

へ
移
る

に
つ
れ

、
潜

水
に
巧
み
な

日
本
人
漁

㊥

.

年

Ig28

1929

1930

1931

1932

人

2,407

2,334

1,977

2,109

2,064

夫

を
海
上
居
佳
者

の
意

味

で
許
容

せ
ざ

る
を
得

な
か

つ
た
。

効

一
九

二
八
年
か
ら

一
九

三
二
年

に
至
る
濠
洲
内

居
佳

日
本
人

の
藪

は
左

の
通
り

で
あ
る
が
、

右

の
う
ち
大
牛
は
漁
業
生
活
者

で
あ

つ
て
、
こ
の
日
本
人
漁
夫
問
題
が
將
來

に

一
つ
の
問
題
と
な

り
う

べ
き
こ
と
は
後
述

の
如
く

で
あ

る
。

以
上

の
よ
う
な

日
濠

關
係

の
急
激
な
獲
展
は
、
爾
國

の
聞

に
當
然

に
何
等

か
の
接

隅
協

調

の
機
關

を
生
ま
す

に
は
お
か
な

い
。

即
ち
昭
和
三
年

(
一
九

二
八
年
)
四
月

に
は
日
濠
間

の
親
善

蚊
び
に
貿
易

の
伸
暢
を

圃
り
以

つ
て
共

同

の
稿
利
を

増
進

す
る
を

目

的
と
し

て
、
日
本

に
日
濠
協
會

》
島
聲
鑑

㌣
臼
巷
き

。。
8
一・q

が
生
ま
れ
、
昭
和

十
年

(
一
九
三
五
年
)
九
月

に
は
、
同
じ
意

圏

の

下

に

竃
匹
σ
。
舞
9

に
も

匂
巷
彗
》

器
昏
島

9
。。
。
。貯
け鴇
が
組
織

さ
れ
、
敦
れ
も
爾
國

一
流

の
人
物
を
會
長

と
し
、
貿
易
業
者

・
羊

毛
主
業
家
共

の
他

の
有
力
な
る
商
肚

個
人
を
會

員
と
し
て
居
る
、
同
じ
よ
う
な
協
會

は

。。
琶
昌
翅

に
も
存
在
し

て
居
る
。

45)H本 海 蓮 集 會 所 ・海 蓮No.164,昭 和 十 一 年 一 月 號 資 料 欄P・5及 びNo・

165,同 年 二 月 號 資 料 欄PP.1-3.

46)OthcialYearBook,ibid.,P.782∂

47)lbid.,P.635.

48)Ibid.7P.63S.



鋤

右

の
外
近
年

に
至
り

彼
我

の
有
力
な
る
當
業
者

・
操
甑
業
者

・
學

者

・
肚
會
事
業

家
等

の
來
往
特

に
頻
繁

で
あ
り
、
彼
我

ラ
グ

ビ

ー
チ
ー

ム
の
交
換
ま

で
計
劃

せ
ら
れ
、
既

に
濠

洲
チ
L

ム
は
昭
和
十

一
年

(
一
九

三
六
年

)

一
月
を

以

つ
て
久
し
く
憧
れ

の
日

本
愛

好
者

の
前

に
そ

の
姿
を
現
し
た
。

・
か

」
る
闇

に
あ

つ
て
、
然

か
し
な

が
ら
、
日
濠
爾
國
闇

に
從
來

よ
り
引
績

い
て
何
等

の
通
商
條
約
乃

至
は
取
極

め
が
な
く
、
叉

た
極

め
て
最

近
ま

で
濠
洲
側
商
務
官
或

ひ
は
通
商
代
表

の
日
本

駐
在

の
な
か

つ
た

こ
と
は
、
寧

ろ
不
思
議

で
あ

る
と

い
は
ね
ば
な

ら
な

い
。

三

日
濠
問
題
の
現
在

欧

洲
大
職
を
契
機
と
し

て
急
激

に
増
加
し
た
貿
易
を
申

心
に
獲

展

せ
る
日
濠
聞

の
關
係

は
、

一
九

三
二
年

を
境

に
頓

に
緊
張
し

た
。
夫

れ
は
既

に
前

に
も
燭

れ
た

よ
う

に
い

日
濠
貿
易

が
常

に
日
本
側

の
入
超

で
あ
り
そ

の
金

額
も
年

一
億
圓

一
九

三
五
年
度

に

は

一
億

六
千
萬
圓

に
上
る
と

い
ふ
甚

し

い
片
貿
易

で
あ

る
こ
と
、
そ
し

て
之
れ
が

一
九
三
二
年
以
降

の
世
界

の
貿
易
政
策

の
基
調

と

し
て
探
ら
れ

た
求
償
貿
易
主
義

に
よ

つ
て
、
日
本

側

の
封
濠
輸
出

の
増

大

へ
の
要
求

と
な
り
、
然
か
も

こ
の
要
求

が
容
易

に
容

れ

ら
れ
な

い
の
み
か
逆

に
濠
洲
側

の
数
次

に
わ
た
る
關
税
引
上

に
よ

つ
て
、
日
本
輸
出

の
漸
減

と
な

つ
た

こ
と

に
よ

つ
て
激

化
燭

獲

せ
ら
れ
た

と
こ
ろ

の
も

の
、
之
れ
が
即
ち
現
在

の
日
濠
問
題

の
姿

で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
關
係

に
於

い
て
は
、
大
罷

に
於

い
て

概
灘

H

濠
問

題

'

六
四
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宍
四
入

日
本
側

が
常

に
主
動
的

立
場

に
居
る
故

に
、
先

づ
そ

の
要
求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
分
析
し
、
之

れ
に
封
す
る
濠
洲
側
め
答
辮

と
そ
れ

の
批
判

と
を
附
加
し

て
ゆ
か
う
。

日
本

と
濠
洲
と

の
問

の
貿
易
關
係

の
整
調

に
つ
い
て
、
日
本
側

の
求
む
る
と
こ
ろ
は
、
既

に
日
濠
協

會
、
日
本
羊
毛

工
業
會

、
横

濱
輸
出
絹
織
物
同
業
會

そ

の
他
關
係

當
業
者

か
ら
、
或

ひ
は
パ

ン
フ

レ
ッ
ト
を

以

つ
て
或

ひ
は
諸
種

の
會
合

の
席
上

に
於

い
て
、

ラ

ラ

屡

々
獲
表

せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
夫
れ
等
を
整

理
綜
合
す

る
と
大
膿

A
關

税
改
策

に
關
す

る
も

の
、
B
貿
易
経
螢

の
技
術

(

(

ラ

上

の
も

の
、
蚊
び

に
C
關
係
商

品
の
取
引
慣
習

に
關
す
る
も

の
、
及
び
D
そ

の
他

一
般
的

な
る
も

の
、

の
四

つ
と
な
る
。
そ

し
て

(

(

之

れ
等
を
通
じ

て
通
商
條
約

の
締
結

、
通
商

代
表

の
駐
在
等

が

一
つ
の
底
流

と
し

て
絶

え
す
要
求

せ
ら
れ

て
居
る
。
以
下
項
を
分

つ
て
分
読

し
濠
洲
側

の
夫
れ
等

へ
の
態
度

に
鱗

れ
、
あ
は

せ
て
夫
れ

へ
の
批
判
を
試
み
よ
う
。

A

關
税
政
策
に
關
す
る
問
題

日
濠
問
題

の
中

心
は

い
ふ
ま
で
も
な
く
あ
ま
り

に
も
甚

だ
し
き
片
貿
易

の
調
整

日
本
商
品

の
輸
出
促
進

に
あ

る
。
濠

洲
羊

毛
輸

入

の
制

限
乃
至
羊
毛
買

入
先

の
蒋
換
等
は
、
屡

々
叫
ば
れ
る
け
れ
ど
も
、
畢
寛

日
本
商
品
輸
出
促
進

の
爲

の
掩
護
射

撃

で
あ
る
。

殊

に
濠
洲
羊

毛
輸
入

の
制
限
或

ひ
は
買

入
先

の
韓
換

に
は
、
後

に
述

ぶ
る
よ
う
な
特

殊

の
困
難
な
事
情

が
伏
在
す

る
故

に
、
結

局

は
振
り

か
ざ

し
た
る
武
器
戦
は
す
し

て
敵
を
屈
せ
し
め

ん
職
略

で
あ
る
。
そ

し
て
日
本
商
品

の
輸
出

促
進

は
主

と
し

て
濠
洲
側

の

關
税
政
策

の
方
向
輕
換

に
侯

つ
故

に
、

日
本
側
要
求

の
第

一
が
濠
洲
側
關

税
政
策
上

の
態

度
に
向
け

ら
れ
る
こ
と
、
改
め

て
い
ふ



ま

で
港
な

い
、
な
ほ
そ

の
要

求
は
絡
始

一
貫

し
て
現
行
關
税

の
引
下

に
あ

る
が
、
等
し
く
高
率
關
税
と

い
ふ
も
、
課
税
商

口
叩
に
よ

り
内
容
も
異

り
、
且

つ
特
恵
關

税
と

一
般
税
率

と
で
濠
洲
側

の
態
度
も
異

る
故

に
、
こ

」
で
は

一
九

三
二
年

一
且
統

一
濠

洲
黛

内

閣
成

立
以
來

の
關

税
改
正
を
吾

が
國

に
關
す
る
限
り
編
年
風

に
略
記
し

、
そ

の
何
故

に
か

」
る
頻

々
た
る
關

税
改

正
が
行

は
れ
ね

ば

な
ら
な
か

つ
た
か

の
論
明

は
後

に
譲

る
こ
と

㌔
し
よ
う
。

失
業
救
濟
國
内
産
業
漿
働

の
二

つ
を

そ
の
政
綱
と
し

て
、
濠
洲
聯
邦
成
立
以
來
未
曾
有

の
経
濟
恐
慌
克
服

に
乗
り
だ
し
た
濠
洲

勢
働
蕪
内
閣
は

、

一
九

二
九

年
十
月
組
閣
後
蔭

に
關

税
百
絵
項
目

に
亙
る
大
改

正
を
行

ひ

一
九

三

一
年
末

ま

で
僅

々
二
年
絵

の
間

に
、
十
有
飴
同

の
輸
入
關
税

の
引
上
を
行

つ
た

が
、

一
九

三
二
年

一
月
統

一
濠
洲
蕪

内
閣

の
成

立
す

る
や
、
極
端

な
保
護
貿
易
主

義

が
消
費
者

の
員
憺
を
増
加
し
、
延

ひ
て
諸

外
國

の
報
復
手
段
を
誘
嚢
す
る
虞
あ

る
を
慮
り
、
從
來

の
保
護
關
税
を
多
少
緩
和
す

る
方
針
を
探
用

し
、
同
年
九

月

オ
ツ
ク
ワ
協
定

に
よ

る
關
税
政
策

の
新
方
針
ま

で
前
後

五
同
の
税
率
改

正
を
行

つ
た
。
多

く
は
税

率

㊨
引
下

で
は
あ

つ
た
が
、
綿
糸

の
み
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
三
日

の
第

二
次
改

正
に
於

い
て
、
引

上
が
行
は
れ
、
從
來

、
英

特
恵
税
傘

三
割
五
分

一
般
税
率
五
割

五
分
及
び
毎
封
度

三
片

で
あ

つ
た
も

の
が
、
新

た
に
、
英

特
恵

税
率

三
割
五
分

一
般
税
率
五

割
五
分

に
更

に
加

へ
て
毎
封
度
十
二
番

手
ま

で
英

特
恵
は
四
片
、

一
般
は
七
片
、
十
三
番
手

以
上
三
十

一
番
手
ま

で
各

一
番
手
毎

に
爾
税
共

に
更

に
四
分

の

一
片
を

、
三
十
二
番
手
以
上
四
十
九
番
手

ま
で
は
、
英
特
恵

九
片

、

一
般

は

一
志

の
附

加
税
を
課

せ
ら

る

」
こ
と

」
な

つ
た
。

然

る
に
オ
ツ
タ
ワ
協
定

は
此

の
濠
洲

の
態
度

に
新

た
な
方

向
を
與

へ
て
、
此

の
協
定

に
基
く
全
般

的
關
税
改

正
が

一
九

三
二
年

概

観

日

濠

問
題

六
四
九



十
月
十

三
日
に
實
施

せ
ら
れ
、
税
番
四
四
〇
項

目

に
つ
き

一
般
税
率
は
61

上
げ
ら
れ
た
。

右

の
う
ち
絹

及
び
人
絹
關
係

の
税
率
引
上
は
次

の
通
り

で
あ
る
。

新

税

傘

菖

絹

織

物

絹

莫

大

小

類

絹

統

入

絹

織

物

入
絹

莫
大
小
類

入

絹

統

綿
糸
(
模
造
羊
毛
に

非
う
も
の

)

從

債

三

割

(
從
來
通
り
)

一
封
度
に
付
四
志
若
く
ば
從
儂
五
割
五
分
何
れ
か
高
き
方

從
債
三
割
七
分
五
厘

從

債

四

割

一
封
度

に
つ
き
四
志
若
く
ば
五
割

五
分
何
れ
か
高
き
方

從
慣

一
割
七
分
五
厘

從
債
二
割
五
分

(從
來
通
・り
y

税

牽
六
五
〇

へ灘

璽

/儒

、

一
封
度
に
つ
き
四
志
若
く
に
從
慣
五
割
何
れ
か
高
き
方

從
債
三
割
五
分

從
債
三
割
五
分

一
封
度

に
つ
き
四
志
若
く
ば
五
割
何
れ
か
高
き
方

從

債

一
割

尚

ほ
右

の
外
に
ハ
本
邦
關
係

品

で
は
綿
小
倉

・
貝
釦

・
パ

ナ

マ
・
バ

ン
ド

ン

・
帽
子

・
絹
靴

下

・
眞
鍮
青
銅

器
具

・
硝
子
壕

・

ベ

ニ
ヤ
板

・
手
提
鞄

・
刷

子
等
は
五
分
、
書

翰
用
紙

・
支
房
具

・
人
造

テ
グ

ス
等
は

一
割

、
テ
グ

ス
・
セ
ル

ロ
イ
ド

シ
ー

ツ
等

は

一

割

五
分
、
夫

れ
そ
れ
税
率
を
引
上
げ

ら
れ
、
そ

し
て
英

本
國
特

恵

の
目
標

と
な

つ
た
人
絹

織
物

に
つ
い
て
は
、
特
恵

税
率

に
於

い

て
五
分

を
低
減
し
た
か
ら
、
此

の
項
目

に
つ
い
て
從
來
特

恵

一
般
税
率

の
差

一
割

で
あ

つ
た
も

の
が
二
割
と
な

つ
た

の
で
あ

る
。

か

製
る
濠

洲
側

の
態
度

は
當

然

に
吾

が
國

の
當
業
者
を
刺
激

し
、
將
來

の
動
向

に

つ
き
不
安

を
抱
か
せ
た

の
で
あ

る
が
更

に

一

九

三
三
年
十
月

の
聯
邦
議
會
下
院

に
は
産
業
保
障
法
第
八
條

を
改
正
し
爲
替
下
落
國
よ
り

の
輸

入
晶

に
封

し
て
課
す

べ
き
特

別
税



率
を
決
定
す

る
方
法
を
規
定
す

る
法
案
も
同
時

に
提
出

せ
ら
れ

て
、
吾
が
國

の
輸
出
品

の
受
く
る
脅
威

は
不
断

に
潜
在
し

て
お

つ

た

の
で
あ

る
。

か

Σ
る
状
勢

の
も
と

に
あ

つ
た

が
故

に
、
日
濠
通
商
問
題

の
第

一
と
し

て
、
日
本
側

の
要
求

が
先
づ
高

率
關
税

の
引
下
、
英

本

國
特
恵

と

の
税
差

の
縮
減
、
そ
し

て
か

」
る
關
税
上

の
不
安

除
去

の
根
本
的
封
策
と
し

て
、
日
濠
通
商
條
約

の
締
結

を
繰

返
し
主

張
し

て
お
つ
た

の
も
決
し

て
無
理
は
な

い
、
た

穿
彼
我
爾
國
親
善
使
節

の
交

換

の
後

、

一
九
三
四
年
十
二
月
日
本

外
務
省
通
商

局

よ
り
新

納
事
務
官
が
渡
濠

し
、
翌

一
九
三
五
年
二
月

一
日
愈

々
正
式
交
渉

に
入

つ
た
ま

製
、
交
渉
停
頓
現
在

の
如

く
或

ひ
は
交
渉

決

裂
を
想

は
し
む

る
ま

で
に
極
度

に
悪

化
せ
る
は
、
た
ま

た
ま
此

の
聞

に
濠
洲
側
當
局
者
通
商
大
臣
ガ

レ
ッ
ト
が
英

國
皇
帝

銀
婚

式
参
列
労

々
歌
洲
諸
國

硯
察
放
行

に
赴

き
、
牛
歳

の
永
き
に
渉

つ
て
交
渉
中
止
を
飴
儀
な
く
さ
れ
た
爲

め
と
は

い

へ
、
由
來
外
國

族
行
或

ひ
は
私
的
會
談

を
外
交

々
渉

の
舞
墓

と
し
て
實

釜
を
牧
む

る
に
巧
み
な
英

本
國
が
、
こ
の
好
機
を

逸
す
る
筈
も

な
く

、
從

つ
て
本
年

春

ラ

ン
カ

シ
ヤ
ー
経

濟
使
節

ト

ム
ス

ン

一
行

の
渡
濠

を
ま

つ
て
濠
洲
側

の
態
度

の
急
攣
し
た

と
な
し

て
驚

骸
す

る
ま

で

も
な
く
、
そ

の
當
時

に
於

い
て
既

に
或

ひ
は
今

日

の
事
態
あ
ら
ん
か
を
、
遠
く
慮

る
べ
き
で
は
な
か

つ
た
ら
う
か
。
太
平
洋
を
中

心
と
す

る
諸
國

の
貿
易

に
、
特

に
我
が
國

が
濠

洲

に
と

つ
て
訣
く

べ
か
ら
ざ
る
華
客
と
自
か
ら
信
す

る
こ
と
厚
き
安
易

さ
が
、
英

本
國
濠
洲
聞

の
政
治
経
濟

の
よ
り
綿
密
な
分
析

と
事
態

の
現
實
的
な
把
握

と
を
多
少

と
も
怠
ら
し
め
た

の
で
は
な
か
ら
う
か
。

B

概

観

日

濠

問
題

貿
易
経
螢
上
の
諸
問
題

六

五

一



　

　

敏

に
貿
易
経
螢

上
の
諸
問
題
と
は
、
イ
金
融
及

び
爲

替

に
關
す
る
聞

題
、

ロ
蓮
賃
荷
役
費

荷
役
設
備

等
の

(

(

のぼ
窓
ぎ
㎎

に
關

す
る
問
題
、
勾

6
菩
一・
。
冨

お
。
ωも

。
匿

9
帥
お
8

等

の
経
螢
経
費

に
關
す
る
問
題
等
を
さ
す
。

(

お

貿
易
金
融
及
び
爲
替

に
關
す
る
問
題

日
濠
貿
易

の
特

色

が
、
貿
易

關
係
開
始

の
當
初

か
ら
、
常

(
に
日
本
側

に
と

つ
て
甚

だ
し

い
輸
入
超
過

に
な

つ
て
居

る
こ
と
、
そ

の
原
因

は
、
濠
洲
よ
り
日
本

へ
の
羊

毛

小
萎
と

い
ふ
重
要
大
蕎
貨
物

の
輸

入

に
あ
る
こ
と
、
に
つ

い
て
は
前
述
し
た
、
そ
し

て
こ
の
輸
入

の
最

近
の

激

増
は
ま
た

、
日
本

の
前

記
諸

工
業

の
嚢
達

・
最

近

に
於

い
て
は
輸
出

工
業

へ
の
進
出

と

い
ふ
悦

ば
し
き
事

實

の
結

果
で
も
あ

つ
て
、

こ
の
特

殊
性
が
後
述
す
る

で
あ
ら
う
よ
う
に
、
我
が
羊

毛

工
業

の
技
術
上

の
特
殊

性

と
相
侯

つ
て
濠

洲
羊
毛
輸
入

へ
の
封
策
を
複
雑
な
ら
し
む
る
理
由

と
な

つ
て
居

る
。
夫

れ
は
と
も
角
、
か

曳
る
日
濠

闇

の
片
貿
易
ー

一
九

三
五
年

に
於

い
て
は
年
額

一
億

六
千
萬
圓
と

い
ふ
日
本
側

へ
の
入
超
i

は
當
然

に
貿
易
金
融
虹
び

に
爲
替
關
係
を
著
し
く
特

色
あ
る
も

の
と
す
る

の
で
あ

る
が
、
之
れ
を
生
み
出
す

貿
易
商
品
た
る
羊

毛
小
変

が
、
季
節
的
商

品
で
あ
る
と

い
ふ
黙

に
於

い
て
更

に
叉
た
特
殊
性
を
有

つ
て
居

る
。

い
ま
濠
洲
羊
毛

の
出

廻
り
期
は
大
腿
毎
年

五
六
月
頃

O
器
窪
。・冨
邑

州

に
始
ま
り
翌
年

=

一月
に
絡
り

、
九

わ

月

か
ら
十
二
月
ま

で
を
最
盛
期
と
す

る
も
の
で
あ

つ
て
、
そ

の
取
引
は
定
期
叉
た
は
先
物
取
引

に
よ
ら
す

、

め

凡

て
現
物
取

引
で
あ
り
、
且

つ
羊

毛
代
金
は
買
付
後
買
付

人
よ
り
費

仲
立
人

へ
支
彿
は
れ

る
、
そ
し

て
そ

の

支
彿
代
金

は
買
付

人
が
買
付
委
托
者

た
る
羊
毛

工
業
會
肚
嚢
行

の
信

用
歌

に
基

池
、

一
覧
後

九
十
日
彿

の
爲

1)前 述0

2)濠 洲羊毛小 蓼 の季節 的商品 たる こ.とにつ いてlt、 詳 くlt拙 稿 「到着葎條 件

とす る貿 易契 約一一一・Arrivaetermsの 研究 」 商學 討究第 八巻 中下冊牧載 肇照o

羊 毛 の買付積 出 ば品種品質藪量 等の關係か ら産地 出廻 開市 の期間 より も短
いo梅 浦健 吉 ・前掲 書P.438,

3、 我 が國の濠 洲羊毛 の實需者 の直接買付でltfSい 。 所要羊毛 のtypeと 値 段

な指定 し羊 毛買付 入woolbuyerな 通 じての委托 買付 とす。日本の羊 毛買付

入 は 日本羊 毛輸入 日濠會 加盟 の三井物 産 、三菱 商事 、兼 松 、大 倉商事 、高

島屋飯 田、 日本 棉花 、岩井 の七商肚 で あ ろo(昭 和十 一-年1936年 五 月現在)、

梅 浦健 吉 ・前掲書p.lo4.に 擦 ろ0

4)時 には金融 上の都 合か ら羊毛工原 會冠 カミ信 用駿な開設 ぜず.日 本 内地 にあ
る買付 入の本 肚が代 つて信 用状葎獲行 す る こと もあ ろ。 この揚合 には買付

手籔料 は善通の 揚合 の1.25%〈 羊毛代金1:USし)か ら1.5%に 増率ぜ られ
ろoPP.L17-・II8.

六
聾



替

手
形

を
振
出

し
、
イ

ン
ボ
イ

ス
船
荷
誰
券
保
瞼

誰
券
各

正
副

二
通
を
添
付

、
爲
替
銀
行

に
割
引
買

取
を
依
頼
し
、
そ

の
手
取
金

を
以

っ
て
支
梯

ふ
も

の
で
あ
る
。
こ
の
代
金
支
佛

は
買
付

後
二
週
闇

目

に
な

さ
れ

る
慣
習

で
あ
る
が
、
船
便

の
關
係

上
船
積

が
買

付

よ
り

二
週

闇
以
上
邉
る

玉
場

合

に
は
逓
延
日
藪

に
封
し
年

四

・
五
%

の
延
利
を
佛

ひ
、
二
週
問
以
内

に
支
梯

は
る

玉
時
は
未
経

過

日
数

に
つ
き
年
五

・
五
%
の
割

戻
を
す

る
。

か

Σ
る
取
引
事
情

は
、
毎
年

八
九
月
頃
か
ら
翌
年

三
月
頃

へ
か
け

て
亘
額

の
輸
出

羊
毛
手
形

が
濠
洲

に
於
け
る
爲
替

銀
行

に
殺
到
す

る
こ
と

、
な
り
、
爲
替
資
金

の

一
時

的
な
需
要
を

喚
起
す

る
。
然

か
る

に
前

述

の
よ
う

に
日
本

よ
り
濠
洲

へ
の
輸
出

は
輸

入

の
三
分

の

一
に
及
ば
す
然

か
も
輸
出
商

品
の
性
質
が
必
ら
す
し
も
取
引

一
ロ
に
つ
き

互
大
な
額
面

の
爲
替
手
形
を
生
ま
す

、
且

つ

一
年
を
通
じ

て
平
均
し

て
船
積

さ
る

玉
爲

に
、
爲
替
銀
行

に
於

い
て
、
前
記
羊
毛
輸

出
手
形
買
取
資
金
を

カ
バ
ー
す

べ
き
爲
替
資
金

は
決

し
て
充
分

で
は
あ
り

え
な

い
、
即
ち
爲
替

は
常

に

「
買
持
ち
」

と
な
り
か

瓦

る
片
爲
替

は
必
然
的

に
輸
出
手
形
買
取

の

突
9
§
『q
蜀
9

を
不
利
な

ら
し
め
る
。

右

の
如

き
日
濠
闇

の
爲
替

事
情

に
あ

る
故

に
、
濠
洲
積
出

日
本
向
羊
毛
の
爲
替

手
形
は
理
論

上
は
日
本

で
も
倫
敦

で
も
可
能

で

あ

る
手
形

の
決
裁
地
を

、
爲
替

相
場

の
關
係

上

、
倫
敦

に
取

極
め
る
が
普

通
で
あ
る
。
蓋
し
英

濠
間

に
於
け

る
取
引
は
少
く
も
日

本
濠
洲
聞

の
も

の
よ
り
は
激

量
に
も
内
容

に
も
比
較

に
な

ら
ぬ
程
複
雑
且
大

で
あ

つ
て
、
從

つ
て
爲
替
銀
行

の
爲
替
資
金

操
作

に

つ

い
て
は
よ
り
飴
地
が
多

い
か

ら
で
あ
る
。
そ
し

て

い
ま
濠
洲
倫
敦
間

の
航
海

日
数
を
四
十
日
と
す
れ
ば

、
船
積
後

百
三
十
日

の

期

日
に
日
本

よ
り
倫
敦

へ
電
信
途
金
し

て
決
濟
す

る
、
こ

の
電
信
逡
金

の
爲
替

率
が
爲
替
相
場

の
最

も
有
利
な
時

に
手
形
支
佛
人

に
よ

つ
て
信

用
欣
護
行
銀
行

と
豫
約

さ
る

玉
こ
と
普
通

の
貿
易

手
績

と
異

ら
な

い
。
上
述

の
よ
う

に
、
濠
洲

と
日
本

と
の
間

の
爲

h概
槻

日

濠

問
畑魁

山ハ
五
一二



六
五
四

替
相
場

に
比
し

て
濠
洲

と
倫
敦

と
の
聞

の
爲
替
關
係

が
少
く
も
有
利
な
る
故

に
、
直
接
爲
替

に
よ
ら
す
聞
接
爲
替

の
不
利
を
敢

え

て
忽

ぶ
の
で
あ

る
が
、

こ
の
濠
洲

倫
敦

の
爲
替

相
場
が
叉
た
恒

に
濠
洲
側

に
と

つ
て
不
利

で
あ

る
、
そ

の
理
由

は
結

局
英
國

と
濠

洲

と

の
経
濟
的
依
存
關
係

に
あ

つ
て
後

に
燭
る

」
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、
例

へ
ば

》
器
茸
島
簿
自

い
。
民

。
昌

の
T

・T
爲
替
相
場
を

の

彗

冨
a

。
ヨ

に
拾

つ
て
も
次
ぎ

の
よ
う
な

著
し

い
濠
洲

側

の
不
利
を
示
す
。

び

㏄

及
圃

.㎎
壌
)

靭
㎜
均

σ
説
準

濠洲倫敦

志 片
十 〇-6-3

十 〇-8--9

+30-一 一5-o

+2S-一 一5-一一〇
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IOO
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接
爲
替

の
開
始

は
爲
替
銀
行

の
意
志

に
よ
り
技
術
上
不
可
能

で
は
な

い
が

の
日
本
爲
替
銀
行

の
設
置

は
、
.濠
洲

の
爲
替
銀
行
を
支
配

す
る
英

國
金
融
資
本

と

の
交

捗
を
意
味
し

、
敦
れ

に
し

て
も
、

日
本

の

の
み

な

ら
す

濠

洲

で
は

切
き

障

>
9

亀

O
。
3
日
8

婁
8
岸
ず

の
定

む

る

と

こ

ろ

に
よ

り

、
外

の

國
銀
行

の
支
店
設
置

を
禁
じ

て
居

る
、
從

つ
て
我
が
國
爲
替

銀
行

と
し
て
は
在

ω
琶
昌
2

の
横

濱

正
金
銀
行

一
行

の
み
で
あ

つ
て
、
か

」
る
事
情

は
、
若

し
輸
出
羊

毛
手
形

の
買

取
依
頼

人
が

,
常

に
同
行

に
赴
く
な
ら
ば
同
行

と
●し

て
は
爲
替
資
金

の
關
係

か
ら
、
叉
た
そ

の
猫
占
的
地
位

か

ら
、
相
場
は
勢
ひ
高
か
る
べ
く
、
若
し
手
形
買
取
依
頼
人
が
同
行
以
外
の
爲
替
銀
行
-

主
と

し
て
英
國
系
ー

に
赴
く
な
ら
ば
濠
洲
所
在
爲
替
銀
行
聞
の
競
争
に
於
い
て
日
本
の
爲
替
銀
行

は
不
利

と
な
り
勢

ひ

§
言

は
高
く
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。

以
上

の
諸
事
情

に
基
づ
き
、
日
本
側
は

日
濠
問
題

の
貿
易
金
融

及
び
爲
替
上

の
問

題

に
つ
き
、

濠
洲
内

に
於
け
る
日
本

の
爲
替

銀
行

の
設
置

と
、
直
接
爲
替

の
開

始
と
を
要
求
し

て
居

砺
。
直

量
8

の

=
贋
大
な
る
不
利
が
豫
想

せ
ら
れ

、
濠

洲
内

5)
6)

7)

0伍cialYearBook,No.2S,P.459.

oflicialYearBook,No・25,chap.xv【,及 びTheAustralia-Japansociety,

Howtodevelopthetradel)etweenAustraliaandJapan,Ig32,P.5.

TheAustralia-JapanSociety,'ibid.,pp.5-6.



輸
出
振
興
策

と
し

て
の
爲
替
銀
行
政
策

と
い
ふ
根
本

的
な
問
題

に
突

き
當

る
。

日
本
側

の
要
求

の
淺

る

一
貼
」
-

濠
洲

側
爲

替
銀

行
聞

耽
最
近
協

定
成

立
せ
り
と
傳

へ
ら
れ
る
爲
替
相
場

の
統

一
と
爲
替

の
先
物
取
引

の
禁
止
と

に
封
す

る
抗
議

に
つ

い
て
は
、
事

情
を
審
ら
か

に
し
え
な

い
が
、
爾
者

恐
ら
く

一
九

二
九
年

以
降

非
常

に
不
安
定
な
濠
洲

の
封
英
爲
替
相
場
を
安
定
さ

せ
る
ま

で
の

爲
替
割
當
等

に
よ
る
暫
定
的
な
商
略

で
あ

つ
て
、
爲
替

の
先
物
取

引

の
禁
止
は
、
爲
替
銀
行
自
身

の
自
衛
策
と
し

て
も
絶
封

慶
止

は
困
難

で
あ

り
、
爲
替
相
場

の
続

一
の
如
き
は
、
濠
洲
爲
替
銀
行

の

從

つ
て
こ
の
背
後

に
あ

る
英
國
金
融
資
本

の
統

制
如
何

に
よ
る
も

の
で
あ

つ
て
、
我
が
國

と
違

ひ
中
央
銀
行

に
謝
し

て
欝
然

た
る
勢
力
を
有

つ
英

國

の
市

中
銀
行
が
、
特

に
複
雑
な
機
構

を
有

つ
倫
敦
割

引
市
場

の
諸
機
關

が
、
歩
調
を
揃

へ
て
こ
の
方
向

に
進
む
ま

で
に
は
相
當

の
距
離

が
あ

る
と
思
は
る

、
。
從

つ
て

日
濠
問
題

の
貿
易
及
び
爲
替

に
關
す

る
問

題

の
解
決
は
結
局

日
濠
關
係

全
罷

の
調
整

特

に
後
述

の
よ
う

に
濠
洲

と
英
國
と

の
特
殊

關
係

を
顧

み
る

こ
と

に
よ

つ
て
の
み
な
さ
る

エ
と
考

へ
ら
れ

る
。

の

。。
霞
箸
ぎ
σq

に
關
す
る
問
題
ー

こ
の
問

題

に
つ
い
て
日
本
側

の
要

求
す
る

と
こ
ろ
を
要
約
す

る
と
、
日
濠
聞

の
蓮
賃
高

に

(
つ
い
て
の
要
求
、
濠

洲
港
濁
経
費

の
高
率
引
下
げ

の
要
求
、
濠

洲
港
灘
設
備

改
善

の
要
求

、
及
び
濠

洲
港
濁
行
政
法
規
改

正
の
要

求
と
な
る
。

日
濠
聞

の
海
上
蓮
逡

は
前
述

の
よ
う

に
主
と
し

て
日
本
船

圭
に
よ

つ
て
な

さ
れ
、
最
近

に
濠

洲
西
廻
線

及
び
新

西
蘭

の
直
行
線
も
定
期
船

化
さ
れ

ん
と
し

つ

玉
あ
る
が
、
戸そ

の
海

上
運
賃

は
最
近

に
荷

主

の
要
求

に
よ
り
船

主

に
よ
り
商
品

に
つ
い
て

は
五
%
乃

至

一
〇
%
61
下
け
ら
れ
た
が

、
街

ほ
、
既

に
先
年
英

國
の
金
離
脱

に
よ

つ
て
二
〇
%
引
上
げ
ら
れ

た
こ
と
且

つ
濠
洲
確

建

で
あ
る
爲

に
他

の
線

の
運
賃

に
較

べ
て
高
率

な
る
を
冤
れ
な

い
。
今
ま
濠
洲
各
港

よ
り

日
本
諸
港
迄

σ
公

定
運
賃
は
、
羊

毛

一

概
観

日
濠

問
題

六
五
五



厭
五
六

封
度

に
つ
き
濠
膀
貨

一
片
四
分

の

一
、
、
〉
島
巴
巴
。
新

西
蘭
積

出
は
八
分

の

一
片
増

の

一
片
八
分

の
三
で
あ

輪
。
こ

の
羊

毛
運
賃

が

旧
本
船
主

の
他

の
運
航

線

の
運
賃

に
比
し
ど

の
位
割
高

で
あ

る
か
今
ま
直

ち

に
は
實
誰
し

え
な

い
け
れ
ど
も
、
日
濠

間

の
貨
物

の

動

き
が
既

に
屡

々
述

べ
た

よ
う

に
復

航

に
於

い
て
片
荷

で
あ

る
と

い
ふ
事
實
は

、
當
然

に
復

航
貨
物

の
運
賃
員
捲
を
大
な
ら
し

め

る
こ
と
は

い
ふ
ま

で
も
な
く

、
此

の
黙

に
於

い
て
日
本

側
が
荷
動

き
の
築
均

化
を
読
き
特

に
日
本
側
商
品

の
輸
出
促
進
を
提
言
し

て
絹

織
物
綿
織
物

に
と

悼・
め
す

、
北
海
道
産
楢
材

の
輸

入
を
復
活
せ
ん
こ
と
を
論
く
は
正
し

い
、
蓋

し
木
材

は

げ
三
ξ

$
お
。
と

し

て
叉
た

げ
膨
①
8
お
。

と
し

て
荷

不
足

の
場

合

に
船

主

の
喜

ぶ
も
の
で
あ
り

、
從

つ
て
復
航

運
賃

を
引
下
ぐ

る
に
役
立

つ
で
あ

ら
う

か
ら
。

同
時

に
亦
嘗

つ
て
封
濠

日
本

へ
全
輸
出

の
約

二
分

の

一
年

額
百
五
十
萬
圓

に
上

つ
た

に
か

曳
は
ら
す
輸
入
許
可
制
實

施

の
爲

現
在

六
十
萬

圓
程
度

に
止
ま
る
硫
黄

の
輸

出
が
、
最

近
昭

和
十

一
年

(
一
九

三
六
年
)

二
月
二
十
二

日
右
許
可
制

の
撤

慶

に
よ

つ
て
、
再
び
有

望
と
な

つ
た
か
励
多
分
木
材

と
相
拉

ん
で
・
右

の
目
的

に
役

立

で
あ
ら
う
。
右

述

べ
た
限
り

に
お

い
て
・
日

濠
闇
運
賃
高
を
示
し

て
濠
洲
側

に
日
本
商

口開
の
輸

入
を
詮
く
は

正
し

い
。
但
し
日
濠
聞

の
貨
物
運
迭

が
主

と
し

て
日
本

船
圭

に
よ

つ
て
な
さ
る

」
事
實
を
思

ふ
時

、
右

の
高
率
運
賃

牧
入

は
日
本
船
主

の
牧
釜
と
な
る

こ
と
を
忘
却

し
て
は
な
ら
な

い
、
現
に
濠
洲

航

路
は
近
時

日
本
船
主

の
最

も
注
目
す

る
と
こ
ろ
で
あ

つ
て
、
不
定
期
船

の
定
期
船
化
、
新

造
優
秀
船

の
配
船

、
新
線

の
開
設
等

ゆ

各
肚
競
争

の
的

で
あ
る

の
み
な

ち
す
、
羊

毛

工
業
會

は
船

主
と

の
折

衝

に
よ
り

、
濠
洲
積
出

の
羊

毛

に
つ
い
て
は
前
記
協

定
運
賃

助

よ
り
う
五
八
%

の
割
引
を
受
け

て
居
る
。
濠

洲

。。
且
莞
鴇
か
ら
神
戸
迄

の
距
離
は
四

、
四
五
〇

哩

で
あ
る
か
ら
、
こ

の
割
引
運
賃

は
濠
洲
英

國
間

の
脂
付
羊

毛
運
賃

噸
當
り

二
二
志
六
片

一
封
度
當
り

一
片
八
分

の

一

(
五
%
増

の

一
〇

%
引
)
、
濠
洲

=
く
。
ぢ
。
巳

8)

9)
Io)

II)

因みに南阿、南 来積 出 日本 各港迄 の羊 毛 ば、一封度 につ き濠 貨o.6片o

東 京朝 日薪 聞 昭和 十一年(1936年)二 月二十 五 日記事 。
雑誌 海蓮 昭和十一年一 。二月號。

梅 浦健吉 ・前掲書P.123,協 定蓮 賃の47%な 支梯 ひ5%のrebateあ り、結

局58%の 割 引 とな ろo但 しrebateの 牛分 に羊毛 工原 會納付金 の一一Utと・な
ろo前 掲 書p・379.



吻

間

一
一
、
四
六
〇
哩

に
比
し

て
、
必
ら
す
し
も
高

率
と
は
云

へ
な
く
、
從

つ
て

日
濠
間

の
蓮
賃
高

の
黙
か
ら
観

て
我
が
國

の
羊

毛

鋤

工
業

が
英

國

の
羊

毛
工
業

と

の
競
璽
比
率

に
於

い
て
劣

る
と
は
速
噺
し

え
な

い
。
從

つ
て
日
濠
聞

の
復
航

片
荷

に
よ
る
高
運
賃

を

以

つ
て
濠
洲

側
に
日
本
商
口
㎜
輸
入
増
加

を
勘
奨

し
、
若

し
か

玉
る
日
本
商

品

の
輸

出
増
加
が
實

現
さ
る

玉
な

ら
ば
當
然

に
羊
毛
運

賃

の
引
下
が
あ

つ
て
懐

洲
羊
毛

の
よ
り
大
な
る
購
買
σ
あ
る
べ
き
を
読
く

と
同
時

に
、
前
記

の
實
情

に
あ
る
日
本
船

主
及
び
羊
毛

工
業

會
が
相

提
携
し
て
學
ぐ
る

と
こ
ろ

の

呂
巷
ぎ
ω
を
他

の
羊
毛
輸
出
國

而
し

て
日
本
よ
り

の
商

品
輸
入
を
濠
洲
程

に
は
拒

ま
ざ
る

か
ら

の
羊

毛
購
入

に
あ

て
る
こ
と

に
よ
り

、
濠
洲

を
牽
制
し
且

つ
我

が
國
羊
毛

工
業

の
存
立
を
確
固

た
る
も

の
と
す

る
こ
と
が
出
來

る
で
あ
ら
う
。

旨
.
O
・
巨
葺
訂
日

は
、
日
本

が

「
世
界
各
國

が
日
本

の
貿
易

を
防
止
し
叉
は
縮
…少

せ
し
め
る
こ

と

を

目
的

と
す

る
差
別
待

遇
即
ち
不
當
な

る
高
率
關
税
輸
入
禁

止
叉
は
割
當
制
度

に
直

面
し

て
居
る
事
を
自
畳
し
、

日
本
商

品
を
購

わ

入
す
る
意
向
を
有

つ
諸
外
國

か
ら
日
本

の
必
要
品
を
輸
入

せ
ん
と
す
る
政
策
を
採
用

し
始
め
た
」

と
云
つ
縞
、
そ

の
目
的
達
成

の

爲

に
、
日
本
よ
り
A
國

へ
輸
出

す
る
商
口
㎜
に
高

運
賃
高
債
格
を
課
す
る
こ
と

に
よ
り
飴
剰
金
を
得

、
此

の
資
金
を
以

つ
て
或

る
特

定
國
B
國
-

そ
の
國
は
日
本

よ
り
商
品
を
購
入
す
、
但

し
問
題

の
商
品

の
日
本
輸
入
債
格
は
A
國

に
比
し

て
高

い
ー

-よ
り

の

輸

入
漿
働

に
使
用
す
る
こ
と
が
出
來

る
と
な
し
、
日
本
は
海
外
市
場

に
於
け
る
競

争
上

の
地
位

が
強
固

で
あ
り
且

つ
日
本

が
濠
洲

よ
り
輸
入
し

つ

、
あ
る
商
口
叩
と
同
様

の
も

の
を
他
國
よ
り
購

入
し
う
る
か
ら
、「
上

記

の
政
策
は
濠
洲

に
と

つ
て
特

に
重
大
意
義
を

瑚

も

つ
」
と
述

べ
て
居
る

が
、
か

曳
る
方
法

の
成
否
は
、
日
本
商

品

の
A
國

に
於
け

る
市
場
濁
占
性

に
よ
る
も

の
で
あ

つ
て
、

日
濠

の
場
合

に
は

、
日
本
輸
出
商
品

の
大
部
分

が
英

國
商

品

の
競
争

に
曝
ら
さ
れ
て
居

る
限
り
、
簡

軍

に
か

玉
る
方
法

の
探
ら
れ
え
な

概

魏

日
濠

問

題

六
五
七

12)OfllicialYearBook,No・27,P・151・ 但 し右 は公 表 されt蓮 賃 ぐ あ る、右 の

外 に特 約 蓮 賃 あ るべ く叉 たrebateも あ ら うo

I3)j比 の 黙 ば後 に 詳述 す ろo

I4)「 濠 洲 極 東 親 善 使節 レ ー サ ム閣 下復 命書 の抄 謬 」pp .11-12.

i5)前 掲 書p.12.



六
五
八

い
こ
と

は
云
ふ
ま

で
も
な

い
、
但
し
羊
毛

の
購

入
先
を
他

に
も
求
め
る
こ
と
は
如
何
な

る
意
味

に
於

い
て
も
必
要
且

つ
有
利

で
あ

る
か
ら
此

の
鮎
は
後

に
詳

七
く
考
究
す
る

こ
と
に
す

る
。

以
上

日
濠
聞
運
賃
高

の
問
題
を
終
る

に
當
り
尚

ほ

一
つ
附
加
す

べ
き
は

旦

檬
運
賃

が
濠
洲
傍
建

の
事
實

で
あ

る
。
外
航
蓮
賃
は
多

く
膀
建

で
あ

つ
て
右

は

軍

臥
αq
匿

O
。
薮
自
窪
8

の
規
定

に
ょ
る
も

の

で
あ

る
が
、
濠

洲
プ
ー

ル
が
特

に
濠
洲
傍
建

に
よ
る
の
は
、
前
述

の
如
き
事
情

に
あ
る
濠
洲
膀
爲
替

の
不
利
を
荷
主

に
縛
嫁
す

る

も

の
で
あ
つ
て
、
羊

毛
小
萎

②
よ
う
な

大
量
貨
物
を
擁

す
る
荷
主
が
こ

の
瓢

に

つ
い
て
少
く

も
日
本
船
主
と

の
闇

に
、
何
等
か

の

戸殖申一二

 ・
ドシ目項

ナ シ

ナ シ

登簿 噸籔 一噸
につ き21鋒 但

し一年分前佛
年 八回 入港 と
假 定 して一 回
當vJ¥78.75

¥60

¥40

ナ シ

登 簿噸鍛 一噸 に
つ きgd.爲 替率

@2/6約¥goo
ロ

登簿噸 数一噸 に
つ 「き4d.爲 替率

@2/6約¥400

ナ シ

維 噸 藪 一 噸 につ

き 甚d.爲 替 傘@
2/6一 日糸勺¥夏25

£II--5-一一一一〇爲 替

率2/6約¥go

強 制

毎 同 £25爲 替
i率2/6約}'400

LightllouseDues

(('ommonWealth)

(States)

TonnageDues

Quayage

Towage

(illandout)

Pilotage

(inandout)

¥ 178.75¥1・915.00

 

計合

特

約
も
存
し
な

い
と
す

れ
ば
、
夫

れ
は
爾
者
間

の
勢
力
關

係

に
よ
る
も

の
と
観
る
外
は
な

い
。

濠
洲
港
轡
経
費

に
關

し
て
は
、

日
本
側
は

一
般

に
そ

の

高

率
を
指
摘

し
て
引
下
を
求
め
て
居

る
。
即
ち
埠
頭

料
は

。。
琶
昌
畠

に
於

い
て
は
羊

毛

一
俵

に
つ
き
七

・
二
片
他

の
諸

の

b

ユ

ユ

港

は

九

片

。。
器
く
a
自
茜

・
は

半
均

し

て
日
本

の
六

倍

、
総

噸

数

五
〇

〇

〇
型

汽

艦

の
港

轡

経

費

を
紳

戸

と

o。
琶
琴
団

と

に
つ

い

て
比
較

す

る

と
次

表

の
通

り

で
實

に

◎。
旨

昌
①団

働

は
名
目

の
債

額

で
は
淋
戸

の
十
倍

で
あ
る
。

右

の
外

に
濠
洲
各

港

(、
入
港

の
船
舶
は
、
運
賃
所
得

に

16)梅 浦 健 吉 ・ 前 掲 書p.II9.

17)HowtodevelopthetradebetweenAustraliaandJapan,P・8・

18)lbid.,p.8.



成入男子一週の名目賃銀所得平均

洲

均

濠

平
ア

ヤ
スタ

ニ

ス
ヤ
　ナ

リ
陣ス
ヤ

ロォ

リ

ー
南

ト

ス

ド

ン

ン

イク

ラ

志

94・

92

79

78

78

片

蒼

1

9

1

0

志

100

99

84

81

81

片

7

7

1

gI

4

:吉

97

92

75

72

73

片
2

8

0

7

5

志 片

IOL2

92

89
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概
観

日

濠

問
題

課
税
せ
ら
れ

る
、

Z
①毛

。。
。
三
ず
ミ

巴
①。。
州

で
は
総
運
賃

所
得

の
五
%
に
封
し

一
確

に

つ
き

二
志

六
片
、
外

に

O
。
B
B
。
昌
ぞ
①
巴
夢

と
し

て
総
運
賃

所
得

の
七

・
二
分

の

一
%

に
甥

し

一
傍

に
つ
き

一
志

の
税
が
課

せ
ら
れ
る
。
又
た
外
國
船
舶
は
入
港

中

に

本
船

上

に
て
治
費

す
る
物
品

に
つ
き
課
税

せ
ら
れ
る
。
前
者

は

い
ふ
ま

で
も
な

く
輸

出
税

の
性
質
を
も
ち
後
者
は
金

額
は
少

い

に
し

て
も
入
出
港

の
都
度

。。
8
誘

ζ
ωけ
の

記
入
提
出
を
要
し
本
船
出
港
當
時

の
多
忙
貴

重
な
る
時
闇

と
手
歎
と
を
要
す

る
煩
は

し

さ
に
耐

え
な

い
。

以
上

の
よ
う
な
事
實

に
つ
い
て
日
本
側

は
そ

の
引
下
叉
た
は
撤
慶
を
痛
烈

に
要
求

し

て
居

る
が
、
右

に

つ
い
て
は

、
を

算
。
〉
自
。。鐸
昌
9。
知
。
一一身

に
立

て
こ
も
る
濠
洲
聯

邦

の
勢

銀

の
高

い
こ
と

」
、
英

國
系
船
主
保
護

の
海
運
政
策

と
を
顧

み
ね
ば
な

ら
な

い
。
勢
働
時
聞

の
制
定

・
基
本
賃
銀
制

の
確

立

・
産
業
仲
裁

々
判
所
若

く
は
賃

銀
委

助

員
會
制
度

と

い
ふ
三
脚

の
上

に
立

つ
て
、
別
表

の
よ
う
な
高
賃
銀
を
維

持
す

る
濠
洲

と
し
て
は
港
選
経

費

の
高
率

は
當
然

の
結

果

で
あ

つ
て
、
日
本
側

の
要
求
は
實
は
濠

,

や

洲
聯
邦
成
立
以
來

の
根

本
制
度
を
動
か
さ
ん
と
す

る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て

ゆ

お
か

う
。

六

五
九

Ig)OfllcialYearBook,No・27,PP.709-710の 表 よ り作 成 。

20)但 し 強 制 水 先 案 内 料 に つ い てlt事 情 異 る 、 後 述 。



成人男 子Shipping關 係 努働 者 一一週 の名 目賃 銀

Ig29年Ig3G年Ig31年Ig32年Ig33年

12月31日12月3r日12ノ ヨ31H二zJj31日12月31目

憲 片 志 片 志 片L志 片 志 片

Io709go8110796809

十四種主要産業成人男子螢働者一週の名目賃銀

、。弛,奢 皆8舗8輔8灘

成人男子農業勢働者一遇の名目賃銀

(各種産業勢働者中最低のもの)

9蚕皆8門8曹 竺7鷲7苗

六
六
〇

船
舶

運
賃
所
得

へ
の
課
税
拉
び
に
入
港
本
船

内
消
費

へ
の
課
税

の
如
き
も
甚

だ

不
當

の
も

の
製
如
く
見
ゆ
る
が
日
本
船
舶

へ
の
特
別

な
取
扱

ひ
で
は
な
く
、
畢
党

英

國
系
船
主

の
保
護

と

い
ふ
こ
と
に
な
り
、
且

つ
叉
た
高
物
債

に
よ
る
高
き
生
活

程
度

の
維
持

と

い
ふ
濠
洲
傳
來

の
政
策

の

一
端
と
見
る

の
外
は
な

い
、
た

f
か

玉

る
末
梢
的
課

税
が
決

し
て
濠
洲
自
身

の
産
業
を
畿

展

せ
し
め
す
結
局
英

國
系
船

主

を
も
利
す
る
も

の
で
な

い
こ
と
は
瞭

ら
か

で
あ

る
。

濠
洲
港
轡
設
備
改
善

の
問
題

に
つ

い
て
は
、
日
本
側

の
要
求
は
、
小
変
荷
役

の

場
合

に
取
扱
作
業
悪
く
、
屡

々
包
装
袋
を
破
り

、
昏
。
匿

ω窪
薯
。
畠
も
8
諄

畠
⑦
一才
①蔓

等

ク

レ
ー

ム
焚

生

の
原
因
と
な
る
ご
と
を
指
摘

し
、
且

つ
小
委

の
撒
積
荷

役

の
設

色

恥

備

は

、
ス
①≦

。。
8

臣

≦
旺

窃

州

の
み

。・ま

博
。ぎ
く
彗
自

を
有

し

、
他

の
州

の
諸

港

に

は
何

等

の
設

備

な

く

、
前

者

に
あ

つ

て
も
費

用

頗

る
高

く

結

局

個

品
袋

詰
荷

役

め

の
方
安

償

に
つ
く
こ
と
を
指
摘
し

て
居
観
。
近
年

日
本

の
製
粉

工
業

が
輸
出
産
業

と
し

て
進
出
し

て
以
來

、
主
要
な
小
萎

の
輸

入

製
粉

工
業

地
帯
は
撒
積
荷
役

の
施
設
完
備

し

て
,
加
奈
陀
北
米
合
衆
國

の
小
萎

は
凡

て
撒
積

荷
役
を
な
し

つ

」
あ

る
、
從

つ
て
濠

洲
が
こ

の
黙

に
つ

い
て
施
設

を
改
善
す
る
と
こ
ろ
な

け
れ
ば
、
後

述

の
小
萎

取
引

に
於
け
る
他

の
事
情

と
併
せ

て
、
優
秀

さ
を
誇

る
濠

洲
小
変

の
地
位
を
失
ふ

こ
と

」
な
る

で
あ
ら
う
。
尤
も
荷
役
作
業

の
拙
劣
と
、
荷

役
設
備

の
不
完

全
は

ひ
と
り
濠
洲

の
み

の

21)撒 積 穀 類 収 容 の 倉庫0

22)HowtodevelopthetradebetweenAustraliaandJapan,p.18.



も

の
で
な
く

、
ま
た
實

に
、
英
本
國
自
身

が
夙

に
海
運
業
者

に
指
摘
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り

、
そ

し
て
古
色
蒼
然
た
る
を
意

に
介

し
な

い

臼
。
ぎ

田
色

の
面
目
で
も
あ

る
。

港
灘
行
政
法
規
改

正
の
問
題

に
つ

い
て
は
、
船
舶
消
毒
法
規

の
改

正
と
溜
岸

強
制

水
先
案
内
人
慶

止
の
件

が
要
求

せ
ら
れ

て
居

る
。
前
者

は
全
く
衛
生

上

の
必
要

に
基

づ
く
故

に
暫
く
措

き
、
後
者

に
つ
い
て
は
、
濠
洲

の
海
岸
特

に
東

海
岸

が
珊
瑚
礁
多
く
、

殊

に
北
は

ト
ー

レ
ス
海
峡

よ
り
南

ロ
ッ
ク

ハ
ム
プ
ト

ン
に
至
る

ρ
器
①蕊
冨
&

州
浩
岸

一
帯

は
世
界

に
有
名
な
大
保
礁

で
あ
る
と

い
ふ
自
然

的
事
情

を
考

へ
ね
ば
な
ら
な

い
。
從

つ
て
水
先
案
内

の
張
制
は
航
海

の
安

杢
と
航
海
技
術

の
上
か
ら
要
求
さ
る

」
の
で

あ

つ
て
、
分
け

て
英

國
系
船

主
は
如
何

に
安

全
と
見
ゆ

る
場
合

に
で
も
船
長
が
水
先
案
内
を

と
る
こ
と
に
よ
る
多

少

の
費
用

の
増

大
も
船
禮

の
全
損

に
較

ぶ
れ
ば
比
較

に
な

ら
す
と
考

へ
る
。
こ

の
難

と
か
く
自

己
の
航

海
技

術

に
頼

り
ー

と
云
は

ふ
よ
り
は
寧

ろ
水
先
案
内

の
出
費

を
惜

し
む
日
本
海
運
が
海
損

の
獲
生

に
つ
い
て
も
ま
た
優
秀

で
あ

る
の
こ
そ
却

つ
て
惜
し
む

べ
き

で
あ
る
。

以
上
を

以
つ
て

昏
首
ロ
ぎ
σQ
に
關
す
る
問
題
を
絡

へ
る
が
、

こ
の
場
合

に
も

日
本
側

の
要
求
は
多
く
委
當

で
あ

る
が
、
そ
の
内
容

を
検

し

て
容
易

に
濠
洲

に
容
れ
ら
れ
る
も

の
も
あ
り
、
技

術
的

に
困
難
な
も

の
も
あ
り

、
そ
し

て
最
後

に
金
融
及

び
爲

替

の
問
題

同
檬
濠

洲

の
根
本
政
策

、
そ

の
背
後

に
あ
る
英
本

國
と

の
關
聯
性

に
つ
き
あ
た

る
も

の
を
包
藏
し

て
居
る
。

勾

経
螢
経
費

に
關
す
る
問
題

に

つ
い
て
は
日
本
側
は
輸

出
手
形

の
印
紙

税

の
輕
減
を

要
求
す

る
、
即

ち
濠
洲

の
印
紙

税

(

物

法

に
よ
れ
ば
濠
洲
よ
り

の
輸
出
手
形

に
は
二
五
膀

叉
た
は
そ

の
端
歎
毎

に
六
片

の
印
紙
税
を
微
し

、
米
國

の
無
税
日
本

の
金

額

に

か

玉
は
ら
す

一
口
三
鍵

に
比
し

て
は
勿
論

、
英
本
國

の
百
膀
を
超
ゆ
る
も

の
に

つ
き

て
の
み
百
膀
及

び
そ

の
端
数

に
つ
き

一
志
徴

h概
麹

日

濠

問
㎞題

山ハ
山ハ
一

z3)・tEllしUsance付 の 手 形1=限 ろ 、HowtodevelopthetradebetweenAustralia

andJapan,PP.6-7.



六
六

二

牧
に
較

べ
て
も
尚

ほ
高

い
。

こ
の
要
求
は
從

つ
て
濠
洲
側

の
考
慮
す

る
と

こ
ろ

で
あ
ら
う
が
、
此
盧

に
注
意

す

べ
き
は
、
後

に
も

述

ぶ
る
よ
う

に
濠

洲
は
官
業
牧
入

が
歳
入

の

一
割

七
八
分
を

占
め
る
相
當

重
要
な
財
源

で
あ
る

こ
と

玉
、
税
制
が
直
接

税
ま
り
も

覇

間
接

税
中

心
に
な

つ
て
居

る
こ
と
、

及
び
近
年
財
政
困
難
相

綾

い
て
關

税
引
上
も
嘗

つ
て
は
財
政

上

の
目
的

の
爲

に
な
さ
れ

た
こ

と

の
あ
る
瓢

等
か
ら
観

て
、
技
術
的

に
は
簡
軍

な
こ

の
要
求
も
容
易

に
は
實
現
し
な

い
で
あ
ら
う

と
察

せ
ら
れ
る
。

経

費
節
減

に
關
す

る
日
本
側

の
他

の

一
つ
の
要
求
は

∩
菩
冨

。訂

お
①
ω
の
輕

減

で
あ
り

、
夫
れ

は
日
濠
聞

の
無
線
電
氣
通
信

の

開

設

の
要
求

と
し
て
現
は
れ

る
。
外
國
貿
易

の
凡
ゆ
る
取
引

が
電
氣
通
信
を
通
し

て
な
さ
れ

る
こ
と
は
別

の
機
會

に
於

い
て
詳
述

覇

し

た

が

、
濠

洲

に
於

け

る
海

外

へ
の
通

信

は
濠

洲

聯

邦

政
府

監

督

の
下

に
、
↓
冨

守

。・器
ヨ

国
昌
窪

。・ω一。
昌
》
蕊
癖
藍

き

鈴
巳

O
霞
轟

ピ
冒

冨

鼻

言
∩o
弓
o
蜀
器
匹

輔
凶昏

昏
①

一8
冨
ユ
箪

箇
巳

H葺
①
旨
9
二
〇
昌
』

O
o
旨
目
⊆
三
。暮
δ
口

い
凶且

8
"

(
涌
讐
裕

H
.
一●
O
・)

及

び

目
ぴ
①

〉
ヨ
巴
鵯

日
昌

8

≦
ぐ
巴
窃
ω
》
島
q
箋
き

い
一ヨ
一8
畠

(
通

構

〉
●
≦
、・
〉
●)

の
二
肚

の
猫

占
す

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。
「そ

し

て
外

國
電

氣

通
信

に
於

い
て
無

線

の
方

が
有

線

に
比

し
迅

速

確

正

で
も

あ

り

且

つ
料
金

も

概

ね

低

い
故

に
最

近

は
各

國

と

も
無

線

に
よ

る
通

信

が
多

い
。

而

し

て
濠

洲

に
於

い
て
も
英

・
欧

洲

諸

國

・
南

北

米

・
加
奈

陀

等

へ
は
無

線

通

信

を
行

ふ

に
か

瓦
は

ら
す

、

日
本

・

支

那

に
封

し

て
は

、
未

だ
無

線

通

信
を

開

始

し
な

い
。

そ

の
爲

に
濠

洲

に
於

け

る
有

線

と
無

線

の
電

信

料

金

を

各

地

別

に
比
較

す

恥

れ
ば
左

の
通
り

で
、
日
本

は
無
線
利
用

の
便
宜
を
有
た
す

、
日
濠
闇
有
線
電
信
経
路

に
故
障

あ
れ
ば
漱

洲
叉
た
は

ア
メ
リ

ヵ
経
由

の
危
瞼

に
曝
さ
れ
、
且

つ
他
國

に
比
し

て
高

傘

の
料
金
を
員
捲

し
て
競
争
上
不
利
を
蒙

り
つ

」
あ
る
、
因

み
に
在

濠
洲
日
本
羊
毛

わ

買

付
業

者

は

国
。。ユ
日
簿
・

に
於

い
て
羊

毛

一
俵

に

つ
き

8
ぴ
一・
9
碧
αQ
。
q。
三
十
銭

を
計

上
す

る
も

の

玉
如
く

で
あ

窃
。

24)OMcialYearB・ ・k,N・.27,P.378.

25)拙 稿 ・外 國 電 信 規 約 の 改 正 に 就 い て 商 學 討 究 九 巻 上 冊 所 載 。

26)OMcialYearBook,No.27,P.215,日 濠 協 會 々報 第 四 號PP.125-一 一126,及

びHowtodevelopthetradebetweenAustraliaandJapan,p,6.

27)梅 浦 健 吉 。前 掲 書P.120.



有 線 無 線

1

一 語 に つ き 一語 につ き

英 國 2/04 1/8

佛 國 2/7 2/o垂

濁 乙 2/6 2/1

伊 太 利 2/6垂 2/1垂

来 國 紀 育 2/8 2/5

カ ル フオ ル ニ ア 2/4 2/【 量 、

加 奈 陀
ア2レ バ ン タ

五171/・ 量

;ル∵ チコ
4/5 4/0

ベ ノ ス ア イ レ ス 4/1 3/8垂

日 本 3/5 ナ シ

H本 工vJ濠 洲 へ

日本 より英 國さ
、

日本 より来 國へ

善 通 言吾 一一語1こつ き¥1.69

同 同1・38

同 同1・38

日
濠
聞

の
無
線
通
信

が
技
術

上
不
可
能

で
あ

る

か
ど
う
か
筆
者
は
今
ま
明
ら
か
に
し
な

い
が
、
既

に
極
度

の
穫
達
を
途
げ
た
斯
界

に
僅

々
四
、
O
O

O

哩
の
距
離
を
蓮

ぬ
る

こ
と
が
不
可
能

と
は
考

へ

ら
れ
す

、
現

に
日
本
無
線
電
信
會
肚

は
何
時

に
て

紬

も
鷹

諾
の
用
意

あ
る
旨
言
明
し
、
臼
・
O
・
い
暮
訂
ヨ

も

日
本
政
府

の
日
濠
直
通
無
線
電
信
開
始

の
要
求

し

に
封
し
、「
か

、
る
高
率
料
金
が
爾
國

の
取
引
を
阻

害
す
る

こ
と
」

を
認
め
、
濠
洲
關
係
當

局

へ

「
具

駒

申

し
て
顧
慮
を
促

さ
ん
こ
と
L

を
約

し
た
。

然

か
し
此
塵

に
恩
濠
洲

の
背
後

に
潜

む
も

の

」
彊
き
事

が
存
在
す

る
。
濠
洲
無
線
通
信

を
業

と
す

る
A

・
W

・
A
は
純
粋

の
濠

洲
系
會
枇

で
、
聯
邦
政
府

は
そ

の
株

の
過
牛
数

を
占
め

て
居

る
が
、
之

に
封
す
る
有
線
通
信

の
ー

.
1

.
C

は
英
國
系

で
あ

つ
て
、

蝕

に
電
氣
通
信
を
以

つ
て
そ

の
國

の
封

外
政
策
實
現

の
、
乃
至
は
競
争
國

へ
封
抗

の
道
具

た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
近
代
國
家

の
意

鋤

圖

が
瞭
か

に
現
れ

て
居
る
、
8
び
寄

。冨
お
8

の
問
題

が
容
易

に
解
決

せ
ざ
る
所
以
で
あ

つ
て
、
思

ふ
に
こ
の
種

の
問
題
は
日
濠
聞

の
關
係

が
通
商
貿
易

の
分
野
以
外

に
も

更

に
密
接

と
な
り
、
濠
洲
人
自

か
ら
封
日
本

へ
の

8
甑
・
。
冨
茜
8

の
高

率

に
苦

し
む

に

桝
驚
襯

日

濠

問

…題

山
ハ
山
ハ
三

28)

29)

30)

H濠 協會 ・前掲書P.12S.

v一 サム閣下復命書 の抄繹p.Ig.

拙 稿 ・外國電信規 則改正事 情に就 いて往見 。



至

つ
て
初
め

て
英

國
系
資
本
を
動

か
す
勢
力
と
な
り
う
る
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

C

各
種
取
引
商
品

の
取
引
慣
習
に
關
す
る
問
題

六
六
四

此

の
問
題

に

つ

い
て
は

日
本

側

の
要

求
を

商

品

別

に
列
墨

す

る

に
と

ぼ
め
よ
う

、
思

ふ

に
提

出

さ
れ

た

要
求

は
、
・永
年

の
取
引

に
畿

生
し

た

ク

レ
ー

ム
で
あ

る
か
或

ひ
は

取
引

の
上

の
懸

引

き

で
あ

る

か

で
あ

つ
て
、

そ

し

て
此

の
要

求

は

多

く

の
場

合

に
買

手

と

し

て

の
彊
味

を

も

つ

で
あ

ら

う

か

ら
。
、

羊

毛

ω

濠

洲

羊

毛

の

。奮

。・ぎ
αq

拉

び

に

。・
霞
丹言
αq

ば

近
年

粗

雑

な

り

、.
特

に

メ
ゾ

ノ
羊

毛

に
太

き
繊

維

脳
。
膿
団

婁
。
巳

ラ

ラ

　

り
の

多

」

、
ρ
器

窪
匹
§

傷
羊

毛

に
は

時

々
棘

を

混

入
す
♂

撰

毛

工
程

は
羊

毛

工
業

の
基

本

に

し

て
そ

の
爲

に
は

。寓

ωぎ
贈

ω
。
昌
写
鵬

の

鋤

完
全
な
る
を
要
す
。
②
羊
毛

の

臨き
一。。・
冨
。置
嵩
αq
あ
り
。
③
羊
毛
荷

造
を

改
善
す
る
こ
と
、
現
行
慣
習

は

一
俵
三
〇
〇
封
度

乃
至

三
五
〇
封
度

で
麻
袋

讐

ロ
身

冨
σq
に
入
れ
る
が
、

こ
の
麻
袋

に
は
青
筋
を
染
付
く
る
慣
習

あ
り
、
屡

々
脱
色

し
て
羊

毛
繊
維
を
汚

し
且

つ
包
装
費
を
蔦
ば
ら
し
む
。
㈲
羊

毛
刈
取
後

の
飼
養

改
善

に
つ
い
て
、
濠
洲
牧
羊
業
者

は
羊
毛
刈
取
後

所
有
を
明
か

に
す
る

鋤

爲
羊

の
背
部

に
タ
!

ル
に
て
印
す

る
慣
習
あ
り

、
撰
毛
、
洗

毛

工
程

に
於

い
て
障
害

と
な
り

「
歩

止
り
」
を
低

下
せ
し
む
、
叉
た

鋤

撰
毛

工
程
絡

る
後

撰
別
結
果
表
を
作

リ
イ

ン
ボ
イ

ス
と
附
け
合

は
せ
、
歓

黙
が
標
準

以
上

の
場
合
ク

レ
ー

ム
の
原
因

と
な

る
。
㈲

近
來

h庁
①8

(
刈
り
取

つ
た
完
全
な

一
匹
分

の
羊

毛
)

の

匿

誉
ぎ
σq
不
充
分
な
り
。
㈹
羊

毛
競
萱
を

一
年

を
通
じ
て
行

ふ
よ
う
延

長
す

る

こ
と
。

31)

32)
33)

34)

35)

日濠 協 會 々報 第 四 號P.IIg.
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小

萎

ω

品
質

不
統

一
に

つ

い
て
。

F

・
A

・
Q
標

準

で
契

約

し

、
O
①
拭
旨

魯
需

は

の
9
9

0
。
〈
巽
昌
ヨ
窪

け
叉

た

は

0
7

層
8.
げ
窪

9

0
。
B
ヨ
巽
8

霧

臨ぎ
亀

と

約

定

す

る

が

、
F

・
A

・
Q

が
州

に

よ
り

異

り

叉

た

そ

の
範

園
廣

き

に
す

ぐ

、
F

・
A

.

Q

を

嚴
羅

に
統

一
し

、
別

に
F

・
A

・
Q

以

外

に
、
そ

の
下

級

の

σq
蚕
晋

を

損

張

せ

よ
。

②

口
㎜
質

検

査

の
働

行

に

つ

い
ズ
、
げ
一、
。
評

$
β

8
9

含

聲

毛
訂

碧

。・琶

び

を
含

む

こ

と
あ

り
。

㈲

重
量

不

統

一
な

り
。

ゆ
積

込

の
時

取
扱

方

不

注

意

な

り

、
撒

積

の
設

備

,
を

な

せ
。
⑤

小
萎

の
先

物

取

引

所

を

設

立

せ
よ

。

牛

脂

及

び
羊

脂

臼D

品

質

劣
悪

、
Z
①
ミ

。。
2

昏

≦
、幕

ω
。。
ミ

①
》
げ
。
言
。
冨

日
龍

。
ヨ

ρ
琴

窪

。。冨
a

粋
＼自

冨

巴
げ
。
母

ま

避

自

Q。
旨
器

唄
津

冒

。
旨
誹
a

目
陣
　
。≦

級

を
望

む

、

品
質

ク

レ
ー

ム
あ

る

場

合

日
本

側

は

い
♂
琶
。。.
。。
霞
く
2

図
B
。
ぽ

を

提

出

し

て
濠

洲

側

と

折

衡

す

れ
ど

も
濠

洲

側

に
認

め

ら
れ

す

。

濠

洲
新

西
蘭

と

の

カ
ゼ

イ

ン
取

引

の
場

合

の
如

く

O
。
く
。
ヨ

ヨ
①
三

叉

た

は

他

の
権

威

あ

る
機

關

の

O
⑦
三

津
碧
①

を

附

せ
ば

日
本

は
之

れ

を

以

つ

て

{3
巴

と

認

む

る

に
吝

さ

か
な

ら
す

。

日
本

よ
り

の
輸
出

の
商

品

日
本

よ

り
輸

出

の
木

材

及

び
小
萎

包

装

用

㈹
量

塁

冨
㈹
に

つ
き

税
關

官
吏

と
他

の
機

關

と

の
取

扱

一
致

せ
す

叉
た

國

に
よ
り

差

別
待

遇

あ

り
。

以

上

の
日
本

側

要

求

は
概

ね
濠

洲

側

の
傾

錬
す

る

と

こ

ろ

と
な

つ
た

。
尤

も

右

に
封

し

濠

洲

側

の
意

見
を

開
陳

し

來

た

の
は
羊

毛

の
項

目

の
み

で
あ

つ

て
、

ω9
叶ぎ
σq

及

び

号

ω
。。ぎ
σ葭

に

つ

い

て
は
羊

毛
債

格
激

落

の
爲

経

費

節

約

の
爲

疎

雑

に
流

れ

た

こ
と
近

來
大

牧

場

の
数

増
加

せ
す

小
牧

場

増

加

し

、
羊

種

も

メ
リ

ノ
種

雑

種

と

確

然

た

る

匿

別

を

せ
す

混
入

放

牧

を

す

る

こ

と

、
{冨
・8

の

。・犀
三

ぎ
σq

に

つ

い
て

は
、

近

來
完

全

に

ス
カ
ー

蚤
し

た
も

の
も

ス
カ
ー

ト

せ

ぬ

守

ゆ
8

も
債

格

に
大

差
な

き

爲
経

費

を
節

約

概

襯

日

濠

問

題

六
六
五



六
六
六

し
あ
る

こ
と
を
述

べ
、
然

か
し
將
來

の
善
虚
を
約
し
、
特

に
羊

毛
分
類

の
良

否

に
つ

い
て
買
付
値
段

に
上
下
を
實
現
せ
ん
こ
と
を

求

め
て
來
た
。
包
装
用
麻
袋

の
青
筋
入
り

に
つ
い
て
は
將
來
使
用
せ
ぬ
様

注
意
す

る
こ
と
及
び
羊

の
背
部

の
タ
ー

ル
の
印
付

に
つ

き

て
は
石
鹸
可
溶

性

の
も

の
」
研
究

を
約

し
、
{碧
露

冨
。
猷
昌
『q

に
つ
い
て
は
羊

毛
競
費

規
則

に
て
嚴
重

に
取
締
り
お
る
を
以

つ

て
日
本
側
要

求

の
事
實
な
し
と

一
蹴

し
、
メ
リ
ノ
羊

毛

の

曾
㈹
讐

甫
。
2

混
入

の
窯
は
、
近
來
羊
膿
を
大
き
く
育

て

、
羊

毛
は
太

鋤

く

な

つ
て
も

一
頭

の
生
産
毛
量
を
多

く
せ
ん
と
す
る
近
來
牧

羊
者

の
傾
向
を
報
じ

て
居
る
。

D

其

の
他
の

一
般
的
問
題

以
上

の
ほ
か
、
日
本
側
は
日
濠
相

互

の
主
要
都
市

に
商
品
陳
列
館

の
設
置
、
巡
同
見
本
市

の
開
設
、
日
濠
商

工
硯
察

團
叉
た

は

襯

光
團
交
換

の
こ
と
等
を
提
言

し
、
且

つ
濠
洲

側
通
商
代
表
叉
た
は
商
務
官

の
日
本

駐
在
を
要
望
し
、
最
後

に
前
述
凡
ゆ
る
日
濠

鋤

關
係

の
諸
問
題

の
根
本
的
封
策

と
し
て
日
濠
間

通
商
條
約

の
締
結
を
要
請

し
て
居
る
。

右

の
要
望

の
前
牛
は
既

に
實
現

せ
ら
れ

つ

玉
あ

つ
て
、
経

濟

・
宗
敏

・
教
育

・
運
動

・
杜
會
事
業

そ

の
他
襯
光
等
凡
ゆ
る
方
面

に
於

い
て
、
此

の
爾

三
年

日
濠
關
係
は
活
濃

に
活
動
し

つ

曳
あ
り

、
通
商
代
表

の
日
本

駐
在
も
昭
和
十
年

(
一
九
三
五
年
)

十
月

即

即

い
8

αq
{一巴
畠
い
δ
琶

の
商

務
官
着
任

に
よ

つ
て
解
決

さ
れ
た
。
た

悼、
日
濠
通
商
條
約

の
締
結

に
至

つ
て
は

、
9

0
・
ぴ
彗
冨

日

も

日
本
政
府
當
局

に
封
し
右
條

約

に
關
し

て
必
要

な
報
告
書
類

の
提
出
を
求

め
、
「
迅
速

に
日
濠
通
商
條
約
問
題
を
濠

洲
政
府

に
於

職

い
て
庭

理
す
る
よ
う
進
言

し
よ
う
」
と
約

し
た
に
か

」
は
ら
す

、
今

に
至

る
ま

で
實

現

の
曙

光
さ

へ
現
は
れ
な

い
。

36)JulyIg,Ig32,TheNationalcouncilofworlsellingBrokersofAustralia

SuJTheAu.straliaJapanSociety宛 の 書 翰 の 抜 葦0
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思

ふ

に
濠

洲

聯

邦

目
冨

O
。
導
ヨ
自

毛
$
一臣

。
出
》
器
【琶

冨

は
英

國

自

治

領

。。
。
一幽-Ω
。
く
巽
三
品

U
。
ヨ
{三
。
口

の

一
、
普

通

に
英

帝

國

目
冨

甲

三
ωゲ
国
日
冨

・

と
呼

ば
る

」
大

英

聯

邦

切
鰹

一路

O
。
ヨ
B
。
⇔
類
窪
一窪

。
{
Z
註

。
蕊

の

一
組

成
分

子

で
あ

つ
て

、
「
大

英

皇

帝

に
封

す

る
共

通

の
忠

順

に
よ

つ
て
結

合

し

、
」
「
自

由

に
聯

合

し

、」
且

つ

「
其

國

内

及

び
國

外
問

題

の

一
切

に
就

て
は

、

互

鋤

に
封

等
の
地
位

に
立
ち
、
何
等
他

に
從
属
す
る
が
如
き
關
係
な

き
、」
同

一
君
主
を
戴
く

一
猫
立
國
家
た

る
樺
能
を
有
す
る
が
、
既

、

.

勘

に
述

べ
た
よ
う

に
濠
洲

が
外
國

へ
使
節
を
派
遣
し
た
先

例
な
く
、
叉
た

じ
碧
9

ヨ

自

か
ら
當
時

の
外

務
大
臣
廣
田
弘
毅

に
答

へ
た輸

よ
う
に
、
「
濠
洲
は
常

に
英

本
國

の
外
交
官
を
煩

は
す

こ
と
が
出
來
る
し
叉
彼
等

は
必
要

に
鷹

じ

て
欣
然

濠
洲

の
爲

に
代

理
す

る
」

の
で
あ
る
。
從

つ
て

「
日
濠

通
商
條
約
問
題
を
濠
洲

政
府

に
於

い
て
虚

理
す

る
よ
う
進
言
」

す

る
こ
と
を
約

し
た

ピ
㊤昏
ヨ

さ

へ

も

、
廣

田
外
相

の
東

京
に
濠
洲

公
使
館

の
設
け
ら

る

」
を

日
本

は
漱
迎
す

べ
し

と

の
言

に
封

し

て
は
、
「
濠

洲

と

日
本

と

の
間
に

は
外
交
問
題

の
起

つ
た
こ
と
は
勘
く

叉
た
妙

い
程
好
都
合

で
あ
り
、
濠

洲
公
使
を

日
本

に
派
遣
す

る
と
す
れ

ば
濠
洲

は
他

の
國

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も
之
れ
を
派
遣
す

る
こ
と
を
考
慮

せ
ね
ば
な

ら
す

、
濠

洲
は
眞

に
必
要

で
な

い
限
り
外
國

と
の

一
般
的
外
交
關
係

を
開
く
を
欲
し

わ

な

い
」

と
、
答

へ
て
居
翫
。
後

に
述

ぶ
る
濠
洲

と
英

本
國
と

の
経

濟
上
の
依
存
關
係

と
併

せ
て
考

ふ
べ
き

而

し

て
日
濠
通

商

條
約

問
題

の
露
趨
を
從

つ
て
臼
濠
問
題

の
將
來
を
判
す

べ
き
資

料
と
す

る
に
足
り

よ
う
。

四

日
濠
問
題
の
將
來

概

観

日

濠

問

題

六
六
七

39)
40)

41)

42)

1926年lo月 倫 敦 に 於Uろ 英 帝 國 會 議 の 決 議 。

本 垢高P.631.

May,16,ig34,TheJapanAdvertiser所ieWv-一 サ ム ・廣 田 外 相 會 談 の 記 事

抄 課 。

前 掲TheJapanAdvertiser.傍 羅 筆 者o



六
六
八

日
濠
關
係

の
過
去

に
於
け
る
褒
展
を
叙
し
、
現
在

の
謂
ゆ
る
日
濠
問
題

を
素
描
し
た
る
筆
者
は

、

い
ま

や
蝕

に
日
濠
問
題

の
將

來

を
考
察

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
但

し
將
來
を
考
察
す
る
と
は
、
軍
純

に
、
將
來

の
あ

る

べ
き
相
を
ト
し
希
望
す

る
と

い
ふ
意
味

で

は
な

い
、
現
在

の
諸
周
題

を
分
析
す
る

こ
乏

に
よ

つ
て
、
そ

の
う
ち

に
潜

む
本
質
的
な
も

の
を
抽
出
し
、
夫
れ

が
將

來

に
必
然

的

に
獲
展
し
ゅ
く
姿
を

把
握
す
る
と

い
ふ
に
と

f
ま
る
。
從

つ
て
㈹
濠

洲

の
關
税
政
策

、
働

原
料
羊

毛
の
輸
入

の
將
來

、
及
び
ゆ
將

來

の
起
り
う

べ
き
諸
問
題

、
の
三
項

に
分
ち
論
じ
は
す
る
が
、
敦
れ
も

日
本
側

の
希
望
乃
至
意
圖
を
そ

の
ま

曳
爲

す

の
で
は
な
く

て
、
か

」
る
意
圖

が
問
題

の
本
質

に
照
し
あ

は
せ
て
、
叉
た
現
在

の
諸
事
實

の
必
然

的
な
護
展
過
程

に
於

い
て
、
ど
う
修

正
乃
至

實

現
さ
れ

る
か
を
考

へ
た

い
と
思

ふ
。

A

濠
洲
の
關
税
政
策

現
在

の
日
濠
問
題

の
核

心
が
、
あ
ま
り

に
も
甚

だ
し
き

日
濠
間

の
片
貿
易

に
あ
る

こ
と
、
,そ
し
て
入
超

の
側

に
立

つ
日
本

が
、

日
本
商
話

の
輸
出
増
加
を
望
む

に
か

瓦
は
ら
す
濠
洲

の
關
税
政
策

が
却

つ
て
日
本
商

品
拒
否

の
方
向

に
あ
る
こ
と
、
從

つ
て
日
本

側

の
要
求

の
第

一
は
濠
洲
關

税

の
引
下

に
あ
る
こ
と
は
、

一
九
三

二
年

以
降

の
濠
洲
關
税

の
推

移
と
共

に
既

に
述

べ
た
と

こ
ろ
で

あ
る
。
然

か
し
か

」
る

。
訂
。
ぎ
δ
σq
肖。匙

な
記
述
は
何

等
の
意
味
を
有

し
な

い
、
蝕

に
は
か

」
る
關

税

々
率

の
攣
更
が
何
故

に
屡

々
な
さ
れ
た
か
を

、
換

言
す
れ
ば
濠
洲
關
税
政
策

の
目
標
を

、
分
析

す
る
。
蓋

し
そ

の
目
榛
が
瞭

ら
か

と
な
れ
ば
、
日
本
側

の
要

求
た
る
關
税
引
下
が
實

現
せ
ら
れ
う
る
か
ど
う
か
℃

自
か

ら
教

へ
ら
れ
る

で
あ
ら
う
か
ら
。



濠
洲
聯
邦
統

一
前

の
關
税
政

策
は
暫
く
措
く

、
聯

邦
成
立
後

最
初

の
統

一
關

税
法
は
、

一
般

に
保
護
的
色
彩

の
張

い
も

の
で
あ

つ
た
。
そ

し
て
之
れ
は
普

通
に
濠
洲
聯

邦
自
身

の
産
業
開

獲

の
爲

に
採

ら
れ

た
と

い
は
れ

る
。

そ

の
後
濠

洲
關
税
政
策
は

一
九
〇
七
年

八
月
、

一
九
〇
八
年

六
月
の
改
正

に
よ

つ
て
新
ら
た
な
る

そ

し

て
現
在

に
至

る
ま

で
濠
洗
關
税
肇

の
基
調
を
な
す
と
こ
ろ
の
目
標
を
と
つ
た
・
夫
れ
は

彗

§

自

ら

い
ふ
よ
う

幅
、
自
國
の
肇

を
保
護
す

る
と
同
時

に
世
界

に
於
け
る
英
帝
國

の
貿
易

を
漿
働
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
し
た
も

の
で
、

一
般
税
率
と
英
帝
國
特
恵

税

む

率
と

よ
り
な
る
、
但
し
特
恵

の
程
度

は
從
贋
約

五
%
で
あ

つ
た
。
敵
洲
大
職

は
濠
洲

の
關
税
制
度

を
必
然

的

に
動

か
し
た
が
、
敦

れ
も
職
時
緊
急

の
必
要

に
鷹
じ
た
も

の
で
あ

つ
て
そ

の
目
的

に
は
そ

の
後

久
し
く
そ
し
て
現
在

に
至

る
ま

で
攣
更
は
な
か

つ
た
。

然

る
に
欧
洲
戦
後
濠

洲
關

税
は
再

び
新

た
な

る
目
標
を

と

つ
た
。
英
帝

國
貿
易
特
恵

と

い
ふ

一
つ
の
目
標
は
働
く

こ
と
が
な

い

が
、
自
國
産
業

の
保
護

と

い
ふ
他

の

一
つ
の
目
標
が
そ

の
内
容

を
著

し
く
攣

へ
た
。
即
ち
戦
時

中
及
び
職
時
直
後

敏
洲
諸
國
が
生

産
拉

び
に
貿
易

の
甚

だ
し

い
衰
退
を
絵
儀
な
く

し
た
爲

、
濠
洲
は
完
成
品

工
業

に
大

い
に
進
出

し
、
從

つ
て
戦
後
歓
洲
経
濟

の
恢

復

す
る
や
之
れ

に
封

し

て
新
興
産
業

の
保
護

の
爲

に

一
九

二
〇
ー

二

一
年

の
關
税
改
正
を
行

つ
た
、
・
そ
し
て
こ
の
改
正
は
前
記

の

目
的
を
以

つ
て
特

に
繊
維
及
び
金
屡

工
業

の
保
護

の
爲
税
率
引

上
を
行

つ
た

こ
と
、
英
本
國

の
商

品
に
封
す

る
特
恵
率
を
引
上
げ

た

こ
と
、
且

つ
域

る
産
業

が
國
内
需
要

の
三
〇
ー
六
六

%
を
供
給
す

る
に
充
分
と
な

つ
た
時

に
始
め

て
課

せ
ら
れ

る
と
こ
ろ

の
停

の

止
關
税

H
三
臼
日
①象
暮
①
↓
鼠

訟

な
る

も

の
を
新
設
し
た

こ
と
、

に
そ

の
特

色
を
有

つ
。

か
く

の
如
き
關

税
そ

の
他

の
保
護

に
よ

つ
て
國
内

の
製
造
業
は
獲
達

し
完
成

品
の
債
格
は
騰
貴

し
た
が
、
そ

の
爲

に
本
來

の
原

h概

蜘
吼
η口
濠

問

㎞越

⊥
ハ
山
ハ
光

1)IgOT年 【0月0

2)日 濠 協 會主 催 、 レ ー サ ム外 相 一行 漱 迎 茶話 會 昭和9年(lg34年)5月14日

に於 け ろv一 サ ム の 答 僻 の 一句0

3)三 菱 樫 濟 研 究 所 ・前 掲 書P.378.

4)OthcialYearBook,No.27,PP.224--225.及 び三 菱 鰹濟 研 究所 ・前 掲 書

P・347,P・379・



六
七
〇

始
産
業

の
獲
展
を
阻
害
す
る
と

い
ふ
矛
盾
が
現
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

一
九

二
八
ー
九
年
以
降

世
界

恐
怖

の
段
階

に
入
る

や
、
農

産

口m
領
格

の
激

落
か
ら
國
民
牧
入

は
減
少
し
、
後

述
す
る
よ
う
な
財
政

の
放
漫
か
ら
封
外
債
務

の
利
彿
す
ら
起
債

に
よ
る
絵
儀
な

き
こ
と

」
な
り
、
且

つ
世
界

の
物
債
下
落

に
よ

つ
て
從
來

の
税
率

に
よ
る
關
税
壁

は
そ

の
奴
を
失

ふ
よ
う

に
な

つ
た

の
で
、

一
九

二
九
年
よ
り

三

一
年

に
至
る
勢
働

窯
内
閣

の
前
後

十
二
回

の
關
税
改

正
が
行

は
れ
た
。
敦
れ
も
貿
易

牧
支

に
よ
る
強
墜
的
出
超
促

進

と
關
税
牧
入

の
増
加

に
よ
る
財
政

の
綾

和
と

い
ふ
月
的

が
常

に
税
率
改

正
の
上

に
働

い
島
、

こ
の
段
階

に
於

い
て
濠
洲
關
税

の

濠
洲
財
政

々
策

上

に
も

つ
意
味
が
顯
著

に
な

つ
た
。
輸
入
禁
止
品

が
設
定
さ
れ
た

の
も
此

の
時
期
か

ら
で
あ

る
。
か

玉
る
政
策

は

國
民
購
買
力

の
激
減

と
相
侯

つ
て
輸
入
を
減
じ
、
財
政
牧
入

は
増
加
し
な
か

つ
た
が
貿
易

尻
は
出
超

と
な

つ
た
。
然
し
な
が
ら
當

然

に
消
費
者

の
員
憺
を
増
加
し
、
延

ひ
て
諸
外
國

の
報
復
手
段
を
誘
護
す

る
、
こ

」
に
前
同

の
關

税

々
率

改
正

の
目
的

の
修

正
が

必
然

と
な
り

、
從

つ
て

一
九
三

二
年

一
月
勢
働
黛
内
閣

を
縫

い
で
成
立
し
た
統

一
濠
洲
窯

内
閣

は
從
來

の
保
護
關
税
政
策

は
容
認

し

つ

」
、
禁
止
的

高
率
關

税
を
慶
す

る
政
策
を
探
り

、
各
商
品
毎

に
特
別
關
税
輸
入
禁

止

男
ユ
日
茜
。
U
昌
鴇
等
を
慶

止
す
る

に
至

お

つ
た
。
そ

の
跡

の
若

干
は
前
章

に
於
け
る
關
税
改

正
の
略
述

に
も
覗
は
れ
る
。

然

る
に

一
九

三
二
年

七
月

9

鼠
≦
薗
に
開

か
れ
た

オ

ッ
タ
ワ
會
議

は
、
濠
洲

の
關
税
政
策

に
更

に
新
た
な
る
方
向
を
張
制

し
た

、

即
ち
從
來
は
英
帝
國
特

恵

と

い
ふ
基
本
的
方
向

に
添

ふ
こ
と
は
勿
論

で
あ

つ
た

が
、
よ
り
多
く
は
國
内
的
必
要

の
爲

に
行
は
れ
た

關

視
政
策

の
改
攣
を

、
今

度
は
全
く
英

帝
國
経
濟

ブ

ロ
ッ
ク
結

成
と

い
ふ
新

目
標

の
方

に
強
力

に
向
け

ら
れ
る

こ
と

製
な

つ
た
、

　

右

の
關
税
協

定

に
い
ふ
.

亡
協

定
品
目

に
封

し
協
定

の
特
恵

マ
ー
ヂ

ン
を
維
持
し
、
叉
た
損

張
す

る
必
要
准
法
案

の
可
決
を
濠
洲

5)Oth・i・IY・a・B・ ・k,N・.・7,PP.・ ・4-225,及 び 三 麹 濟 研 究 所 ・:前掲 書

P・348,P.379.

6)Ibid・,P ・P・226-一一・227.前 掲 書P.348,P.379.及 び 日濠 協 會 々報 第 四 號P.

42.



ラ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

議

會

に
要

請

す

る

ζ
と

、

二
英

本

國

に
封

す

る
保

護

關

税

は
目

的

達

成

の
見

込

あ

る
産

業

に

つ

い
て

の
み
實

施

す

る

こ
と

、

叉

た

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

生
産
費

の
關
係

に
於

い
て
も
輸
入
英

國
品
が
濠
洲
産
當
該
品
と
合

理
的
競
争
を
な

し
え
ざ
る
如
き
高
率

の
保
護
關
税
を
設
け
ぬ
こ

勘
・以

上
濠

洲
聯
邦

の
關

税
政
策

の
攣
遜

の
跡

を
顧

み

て
一
常

に
二
つ
の
基
本
的
な
も

の
が
横

は
る
こ
と
を
知

る
、
そ

の

一
は
、
濠

洲

の
國

内
事
情

で
あ
り
、
他

の

一
は

、
濠
洲

の
封
外
事
情

特

に
英
本
國

へ
の
事
情

で
あ
る
。

濠
洲

は
國
内
産
業
保
護

の
立
場

か
ら
保
護

關
税
を
必
要

と
す

る
、
と
同
時

に
そ

の
財
政
上

の
必
要
か
ら
歳

入

の
源
泉
と
し
て
高

率
關
税
を
必
要
と
す
る
。

そ

の
理
由

は
國
内
産
業

保
護

の
こ
と
は
別
と
し

て
財
政
上

の
理
由

の
み

に
筆
を
限

る
と
ー

農

・
牧

・
鑛
業
等
原
始
産
業
を
中
心
と
す
る
新
植
民
地

の
常
と
し

て
濠
洲

は
、
輸
入
超
過
國

で
あ
る
。

一
九
二
ニ
ー

二
三
年
度

以
降

、
商

品
貿
易

牧
支

は
、

一
九

二
四
-

五
年
度
を
除

い
て

一
九
二
九
-

三
〇
年
ま

で
連
年
入
超
、
そ

の
差
額
は
金

の
輸
出

で
決

の

濟

さ
れ
、
過
去

十
九
年
間

の
濠
洲

の
商

品
輸

出
入
、
金
輸
出

及
び
封
外
受

取
支
佛
勘
定

の
バ
ラ

ン
ス
は
別
表

の
通
り

で
あ
る
が
、

尚

ほ
不
足

の
分

は
外
國

に
於
け
る
起
債

で
埋
め
ら
れ

る
。

右

の
起

債
は
後

に
襯

る
よ
う

に
概

ね
倫
敦

で
な

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
が
、

一
九

三
〇
年
度

以
降
外
債
累
増

の
爲

と
、

一
九

一三

年

以
降
倫
敦
趙
債
市
場
硬
化

の
爲

に
、
新
規
起
債

が
困
難

と
な
り
、
政
府

は
禁

止
的
高
率
關
税

に
よ
り
輸

入
を

防
止
せ
ざ

る
を

え

な

か

つ
た
、

こ
の
事
實

は
今
後

も
相
當
績
く

と
思
は
る

、
。

濠
洲
聯

邦
政
府

の
歳
入
は
租
税
、
官
業
牧
入
及
び
そ

の
他

の
歳
入

よ
り
成

る
が
、

そ
の
内
大

部
分
を
占
む

る
も

の
は
租
税
牧
入

概

槻

日

濠

問

榊思

山ハ
七

一

7)日 濠 脇 會 ・前 掲 書pp.45・-46.傍 黙 筆 者 。

8)O伍ciatYearB監)ok,No.27,P.246.勿 論 右 の 外 に``invisible"な 受 取 支 佛

が あ ろ 、 濠 洲 の 同勘 定 に 同 書PP.874-875.往 見 。
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E+F

一3 .8

-3 ・0

21.7

1g.I

II.6

50.9

-31 ・7

24.8

-「3
.9

-21 .1

4,2

-5 .4

-20 .6

-6 .7

-2 .0

-6 .0

27.9

40.3

38.8

F

金純輸鵠

F

一6 .3

2.3

48

-o .9

-5
.6

0.I

o.6

-o ・3

-1 .1

-O
.4

-12 ・3

1.7

8.6

-o ・3

0.8

24_7

9.7

5.3

12.3

 

品
尻
A

E

易

[

商
貿
D

DC

商 品輸 出

産金額 及 産金高18+C

B

輸 出

A

輸 入

軍 位
百萬英諺

2・5

-5 。3

16.9

20。O

I7.2

50.8

一32・3

25・1

-12 .8

-20.7

16.5

一7 .1

-29 .2

-b .4

-2 .8

-30
.7

18.2

35.o

26.5

鯨

り

鋤

旙

η

卯

略

雛

鞠

99

鉾

伊

㊥

妬

%

q

路

卯

諮

 6

7
」

9

8

14

13

12

11

11

16

14

13

14

14

10

7

7

8

11

鞠

"

師

弼

猛

M

卿

酪

銘

鋼

酪

紹

η

環

り

⑲

麗

短

緬

痴

姻

6β

卯

硲

紹

硲

弼

や

助

叫

り

η

助

師

雛

σ6

話

卵

【
」

6

8

ケ
'

10

14

12

12

11

11

16

14

13

13

13

9

7

7

7

佃

μ

σρ

謡

即

む

郎

卸

彫

面

卿

B

赫

⑳

調

略

㊥

赫

⑳

6

7

7

6

9

9

16

10

13

14

14

15

16

14

14

13

6

4

5

》

1914-15

1915-16

1916-17

1917-18

Ig【8-lg

夏91g-20

192e-一 一21

1921-22

1922-23

1925・-24

192斗 一 一25

1925-26

rg26-27

1gz7-一 一・28

1928-29

1929-30

1930-一 一3l

Ig3「 ・一一32

ig32『33

六
七
二

で

一
九
三
二
ー

三
三
年
度

に
於

い
で
は

総
歳

入

の
七
六

・
四
%
を
占

め
て
居

る
、

そ
し

て
濠
洲

の
租
税
饅
系

の
特

色
は
直

接

税
よ
り
も
間
接

税
を

主
と
す
る

こ
と

で
あ
り
、
關

税
牧
入

は
前

記
年
度

に
於

い
て
租
税
牧
入
全
醗

の
三
八
%
、

一
九

二
八
ー

二
九
年
度

に
低
五
二

・
四
%
を

占
め

て
居
る

、
所
得
税

の
二
五
%
消
費

税

の

一
八
%
に
較

べ
て
關

税
牧
入

が
濠

洲
歳
入

の
中

に
占

め

る

重

要

性

が
判

り
、
從

つ
て
濠

洲
政
府

の
財
政
歌
態

の

改
善
さ
れ

ぬ
限
り
濠
洲

の
關
税
政
策

が

關
税
牧
入
を
減
少
す

る
方
向

に
向

ふ
こ

と

の
困
難
な

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
過

去

五
年
度
聞

の
歳
入
歌
態

及
び
歳
入
内



の

に
占
め
る
租
税
牧
入
の
比
率
拉
び
に
租
税
牧
入
申
に
占
め
る
闘
税
牧
入
の
比
.率
等
次
の
如
し
。

入中に占める租税牧入の比率

v

(輩位濠洲瞬) Ig28-29 Ig29-30 {930-31 Ig32-33 Ig33τ 一34

租 税 牧 入 56,30ふ489 58,】87,ア75
【50

,42G,lo653,959,042 56,146,036
% % % % %

歳入総顧にi尉する% 75・2 75.4 725 ア5・4 76.4

官 業 牧 入 13,404,412 13,969,124 正3・148,341 圧2,653,704 12,894,580

歳入総額にi尉す る% 17.9 18.1 18.9 17.7 ・75

其 の 他 牧 入 5,夏86,898 4,986,4go 5,998,473 4,9置9,552 4,472,lg3

歳入総額に劉すろ% 6.9 65 8.6 6.9 6.1

合 計 74,894,799 77,143,389 69,566,92。 71,532,298 7舗12,809

●

租税牧入申に於ける關税牧入の比率

1932一33

%

38.o

2σ.8

16.7

2.9

1g.4

2.0

0.2

1CO。0

Ig31-32

%

34.4

18.2

15.6

4.0

25.0

2.6

0・3

0.I

IOO.0

Ig30・ 一 ・31Ig29-30

%

36.1

20.0

6.9

5.5

27・0

4,1

0.4

100ρ

%
5i.8

20.0

4.9

1g.1

3・7

0.5

1CO.0

Ig28-一 一・29

%
52.4

20.5

5・3

17.5

3.7

0.6

100.0

税

税

税

租

税
顧
糊

税

税

税

計

政
給

得

邦
入
産

費

費

得
聯
役

樂

利

圃

動

時

 國

浩

販

地

所

胱

不

娯

戦

合

概

魏

日

濠

問

題

以
上

の
理
由
を

以

つ
て

濠
洲

が
貿
易

牧
支
に
於

い

て
出

超
と
な
る
か
、
歳

入

に
於

い
て
關
税
牧
入

に
頼

る
程
度
を
減
少
す
る
か
、

に
國
内
事
情

が
聴

換

せ
ぬ

限
り

、
國
内
事
情

か
ら
關

税

の
引
上
叉
た

は
少
く
も

引
下
げ
を
躊
躇
す
る
と

い

ふ
政
策

が
厘

々
探

ら
る

玉

こ

と

は

推
察

さ

れ

よ

う

し
、
日
濠
聞
題
中

の
關

税

引
下
と

い
ふ
要
求
が
、
軍

純
な
通
商
政
策
上

の
問
題

六
七
三

9)OfficialYearBook,No.27,P.378,379.



濠 洲`關 税 牧 入 の 内 容

1930--31 Ig31-3211932-33

碑 酵

966,9521,027,012

3,・88,6562,529,473

弓2844
39

1,1[32,31g

I,656,599

65S',363

1,363,600

2,163,750

1,122,346

5,392,554

275.660

287,736

401.149

312,914

1男:lll
337,858

6,451

640,737

4,512,0go

164,969

21,3i3,793

5S,33

5,032,748

179βS5

252,357

205,288

254,821

355,588

420,551

114,938

4,518

452,2go

3,657,427

二34,938

18,565,630

1,045,601

2,875,840

674

1・OOO・4β7

2,009,610

1,594,769

3,945,960

360,8S'9

358,334

379,328

557,262

256,498

732,888

377,688

13,855

704,833

1,8匹2,624

13ア,137

18,224,227

Ig29-30

虜1

2,598,595

3,069,426

H,029

1,291,643

5,154・,257

4,758,4.15

4,137,016

7i3,599

S39,275

1,802,580

1,028,r51

526,056

878,800

2,3夏5,739

138,329

1,II6340

77,792

30,15ア,040

Ig28-一 一29

2,658,Q71

2412,859

11,654

1,262,065

5,362,694

4,949,249

3,092,522

7Io,052

545,958

1,583,叫5

870,130

743,948

762,357

3,Ig3,211

267,824

99$,785

78,23i

29,502,755

刺 激 興 奮 剤

麻 酵 劃

砂 糖

農 産 物

繊 維 服 飾 品

金 属 及 び 機 械

石 油、 塗 料

陶 器

i藥 品

材

石

類

具

物

器

ロ叩

ジ

他

計

房

乗

距

鼠

イ

の

丈

動

・
ラ

木

寳

皮

紙

自

樂

雑

プ

そ

合

六
七
四

よ
り
も
濠
洲

に
と

つ
て
は
深

い
根
本

問
題

に
燭
れ

ら
れ
る
も

の
で
あ

る
こ

と

が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し

て
貿
易

牧
支

が
出

超
と
な

る
と

い
ふ
こ
と

に

は
、
濠
洲

の
経

濟
財
政

の
全
面
的
獲

展
が
期
待

さ
れ
ね
ば
な

ら
な

い
し
、

歳
入

に
於

い
て
關

税
牧
入

に
頼
る

と

い
ふ
こ
と

に
つ
い
て
は

、
次
表

の
示

ゆ

す
通
り
、
關
税
牧
入
申
服
飾
品
及
び

繊
維
製
品
に
封
す
る
關
税
牧
入
が
非

'常

に
大
ぎ
な
部
分
を
占
め
る

こ
と
、

金
属
機
械
類

・
石
油

・
塗
料

・
自
動

車
等

の
基
本
的
生
産
財
叉
た
は
高
度

の
完
成
財

へ
の
關
税
引
上
は
、
國

内

製

造

工
業
保
護

の
上
か
ら
も
又
た
抵

10)Ibld.,P.380.



抗
力

の
張
度

の
上
か
ら
も
甚

だ
困
燈

で
あ

つ
て
.
從

つ
て
日
本

か
ら
の
輸
出
品
が
繊
維

品

・
玩
具

・
陶

器
そ

の
他

の
輕

工
業

品

で

あ

る
限
り
、
濠
洲

の
國
内
事
情
か

ら
観

て
も
、
日
本

は
常

に
關

税
引
上

の
、
叉
は
引
下
げ
を
躊
躇
す

る
場
合

の
、
直
接
封
象

と
な

り

や
す

い
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。

以
上
濠
洲

の
國
内
事
情

の
上

か
ら
濠
洲

の
關

税
政
策
上

の
態

度
を
批
判
し
た

が
、
假

り

に
、
此

の
事
情

に
於

い
て
は
濠
洲
側

の

事
情

が
攣

化
し

て
、
日
本

の
要
求
た
る
關
税
引
下
の
方
向

に
韓
す
る
と
し

て
も

、
本
項
冒
頭

に
か

玉
げ
た
ー

そ
し
て
濠
洲
關
税

政
策

の
根
本
基
調

の

一
つ
た
る
封
外
的
事
情

即
ち
英
本
國

の
貿
易
特
恵

と

い
ふ
理
由

が
な

ほ
残

る
。

一
度

は
綾

和

の
方
向

に
蒋
じ

た
統

一
濠
洲
黛

の
關

税
政
策

が

一
九

三
二
年

9

冨
宅
魯
會
議
以
來
急
角
度

に
縛
同
し
た
事
實

が
明
ら
か
に
之
れ
を
教

へ
る
。

そ
し

て
此

の
瓢
に
於

い
て
日
本

が
關

税
引

下

の
要
求
を
貫
徹

し
う
る
か
ど
う
か
は
、
濠
洲

と

の
貿
易

及
び
経
濟
關
係
全
般

に
於
け
る

日

英

爾
國

の
地
位

、
及
び
日
英
爾
國

の
封
濠
洲
輸
出

商
晶

の
種

類
及
び
競
争
力

に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
前
者

は
後

の
考
察

に
譲

つ

て
此
虜

で
は
專
ら
後
者
を
考

へ
よ
う
。

わ

先

づ
日
英
爾
國

の
封
濠
洲
輸
出
を
商

品
別

に
金
額

及
び
比
率

で
見

よ
5
1
。

い
ま

一
國

の
輸
出
商
品

の
第

三
國

市
場

に
於
け
る
競
争
能
力
を
推
定
す

る

に
は
政
治
経

濟
全
般

の
要
素
を
暫
く
除

い
て
も
、
そ

の
商

品

の
口
叩
質
と
債
格
特

に
當
該
市
場

猫
占

の
揮
力
性
な
ど
複
雑
な
分
析
を
必
要

と
す
る
が
、
此
庭

で
は
假

に
濠

洲
市
場

で
の
日

本
商

・叩
の
猫
占
を
誇
り
う
る
も

の
あ
る
か
と
観

る
に
、
残
念
な

が
ら

一
つ
も
存

し
な

い
、
前
表

に
掲
げ
た
九
種

の
商
品

群
は

、
濠

の

洲
聯

邦
政
府
筋
が
自

か
ら
英

國
商
品
と
競
争
口
開
た
る
も

の
と
認
め
た
も

の
で
あ
る

加
、
凡

て
は
英
國
品

の
有
力
な
市
場

、
特

に
日

概

魏

日

濠
問

題

六
七
五

II)勿 論 この 事 實 の な か に 後 述 の 劉 策 の 一 つ も獲 見 ぜ られ るの で ぼ あ るが
O

I2)OMcialYearBook,NQ ・27,PP.271-272.の 表 よvJ作 成o

I3)OfficialYearBook,No .27,P.270.
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■ 一

℃

英 國 日 本

金 額
(酵)

全 輸 入Ioし

に劃 す ろ%

金 ・ 額

(膀)

全輸 入100

にi封す る%

マ

'

動 物 性 食料 品・

(

興 奮 齊1
アルコ ール飲料

。/繊糸柵 鰍

{
金屡及び機械

(

飾 貴錨!
(
　

　
ド
ト
与
yメセ

、
器陶

硝

.

藥 品 肥 料!

風
　

　
ヤ　

し

び
品
及革
製
皮
の
ムゴ
そ

紙鰍 剛
、

合 計
(その他か含む)

Ig【3

1929-一 一30

1930-一 一3[

1931-32

ig32--33

1913

1929-30

1950-31

1931-3z

1932-33

IgI3

1929-30

1930-3江

Ig31-32

1922--33

1913

1929-30

1930-一 ・31

193{-32

i932-一 一一33

1913

1929-一 一30

1930-一 一31

1931-32

1932-33

1913

1929b--30

1930-31

1931・ 一一32

1932・-53

1913

1gzg-30

1930-31

1931-32

J932・-33

1913

1929-30

1930・-3I

Ig31-52

1932--33

1913

1g29--30

1930-3I

Ig51・-32

1932一33

1913

1g29-30

1930-3【

Ig3【-32

1932-33

301,025

4・97,727

259,365

196,659

186,479

1,227,561

1,307,56b

488,775

198,357

402,322

12,254.561

18,427,084

7,913,673

7,359,720

9,3正9,633

13,go5,483

1g,279,528

7,167,899

4,206,065

6,485,948

52【,290

645,323

310,268

134,737

150,625

650,138

1,291,885

464,24正

26【,53夏

448,465

1,020,6斗7

1,835,367

1,094・37i

I,Ioo,644

1,359,691

485,216

509,3【3

225,955

17フ,7エI

Ig7,365

1,789,577

4,824,866

2β38,433

2,306,655

2,522,b15

40,948,803

54,24【,400

23,275,830

17,404,8江8

23,523,988

ケ
」
ー

ヴ
ー

っ
」

正

7
♂
8

4
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っ
」

3

コ

ロ

　

コ
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ー

2

8

6

今」

3
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4
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8
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8

0

く
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ド
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ロ

　

　

の
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3
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=
」
7
」

6

8

9

8

8

8

1

8

1

0

「4
・
6

7
'
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8

コ

ロ

コ

　

コ

ー

6

Q
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3

3

6

ビ
」

4
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5

=
」

1

8

7
μ
弓」

3

4

9

1

7

っ」

コ

コ

ロ

コ

ロ

7
σ
0

2

9

9

ピ
3

6

「
0

ピ
⊇

ζ
」

4
「
1

4
・
0

4
・

1

0

6

師ノ

7

ロ

サ

　

コ

コ

6

0

4
.
7

1

、
」

っ
ゆ

り
」

2

2

41・52

57β6

56.68

50・43

50.29

37・49

36.11

35.65

4L2正

36.87

28.26

24.60

29・34

26.60

30.60

57・4置

60.98

62.17

59・73'

59・33

52・37

41.48

38,43

39・52

4L38

6,988

136,663

69.058

12,534

29,136

1,689

一
6

3

一

475,973

2,988;352

1,6∠LI,178

1,689,969

2,466,327

7,657

23,205

21,602

36,482

95,452

Ig,307

97,398

65,438

62,898

i28,叫o

2[,493

123,II8

74,940
100,551
179,371

139,i78

46,264.
24,823

45,17L
143,889

688

968
897

4,167
17,791

Io,656

1g,687

14,343

22,084.

41,Q22

950,3co

4,18【,64.3

2,379,558

2,396,734

3,536,581

o.74

6.26

14.46

1.68

3.64

0・09

0。00

0。00

0.00

0.00

3・13

6.43

10.32

12.22

14.24

o;34

0.25

0・31
閣

o・57

0.96

1.34

4.54

L7 .31

12.91

・18 .50

1.37

5・47

、9・15

1g・39

20.II

5.tlc
lo .91
Q.81
1.69

3.go

0。04

0.04・

0.12

0.62

2.76

o・34

0・25
.

o.3【

o・5ア

o.96'

1.22

3.20

3.93

5.44
6.22

六
七
六



本

輸
商
品

の
大
宗
絹
織
物

・
綿
織
物
等
に

つ
い
て
は
、
英
國

が

一
九

一
三
年

に
は
全
輸
入

の
六

一
.
四
八
%
を
占
め
た
市
場
で

あ

る
。
從

つ
て
日
本
側

の
要
求
た
る
關

税
引
下

の
要
求
は
、
常

に
濠

洲
市
場

に
於
け

る
從
來

の
支
配
者
英
國
口
開
側

か
ら

の
抵
抗

が
あ

る
も

の
と
想
像

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

然

し
な

が
ら
同
時

に
肩
本

商
晶

の
競
争
力

の
強
さ
を
次

の
事
實

に
よ

つ
て
推
察
す
る

こ
と
が
出
來
る
。
即
ち

い
ま
濠
洲
市
場

に

於
け

る
日
英

爾
國

の
最
も
烈
し

い
競
争
品

は
絹
織
物

・
綿
織
物

・
陶
器

・
硫
黄

で
あ

つ
て
、
右

の
う
ち
絹
織
物

.
綿
織
物

の
繊
維

品

に
つ

い
て
は
英
國

は

一
九

=
二
年

に
六
ム

・
四
八
%
、
日
本
は
僅

か
に
三

・
=
二
%
を

占
め
た
と
こ
ろ

一
九

三
〇
ー

三

一
年

に

は
英
國

は
四
九

・
七
八
%

に
降
り

日
本

は

一
〇
;
三
二
%

に
上

つ
た
。
前
章

に
示
し
た

よ
う
な
關
税
障
壁

が
設
け

ら
れ
た

に
か

」

は
ら
す

日
本
は

一
九

三

一
ー

三
二
年

、

一
九

三
二
L
三
三
年

、

一
二

・
二
二
%

一
四

・
二
四
%
と
躍
進
す
る
に
封

し
英

國

の
恢
復

は
五
三

・
二

一
%
五

三

・
八
〇
%
と
逞

々
と
し
て
居
る
。
陶

器
に

つ
い
て
見
れ
ば
英
國

は

一
九

=
二
年

に
四

一
.
五

二
%
で
あ

つ

た
も

の
が

一
九
三
二
ー

三
三
年

に
五
〇

・
二
九
%

に
な

つ
た

に
す
ぎ
な

い
の
に
封
し
て
日
本
は

一
.
三
七
%
か

ら
二
〇

.
一
一
%

へ
飛
躍
し
て
居

る
。
今
ま

之
れ
等
商
品

の
競
争
能
力
を
爾
國

に
つ
い
て
精
確

に
し
え
な

い
こ
と
は
遺
憾

で
あ

る
が
、
與

へ
ら
れ
た

關

税
障
壁

に
も
が

」
は
ら
す

か

」
る
躍
進
を
示
し
た
事
實
及

び
前
表

に
示
し
た

八
種
類

の
爾
國
競
争

口叩
の
合
計
を
観

て
、
濠
洲

の

全
輸
入
を

一
〇
〇

と
し
て
、
そ

の
う
ち
日
本
品

の
占
め
る
割
合

は

一
九

=
二
年

の

丁

二
四
%
か
ら

一
九
三
〇
1
三

一
年

に
は
四
.

八
%

へ
、

一
九

三

一
ー

三

二
年

に
は
六

・
六
七
%
,へ
、
そ
し

て

一
九

三
二
ー
三
三
年

に
は
七

・
九
八
%

へ
上

つ
た
事
實

か
ら
判
断

し

て
、
日
本
商
品

の
英
國

商
品

へ
の
競
争
力

は
相
當

に
張
力

な
も

の
と
察
せ
ら
れ
る
。
特

に

一
九

三
二
3

三
三
年

の
日
本

か
ら
濠

概

灘

日

濠

問

題

六
七
七



六
七
入

洲

へ
の
、
前
記
競
争
品
八
種

の
輸
入
総
額
三
、

一
〇

一
、
一
二
八
膀

申
、
絹
織
物
は

一
、
四
七
五
、
二
三
九
膀

、
實

に
四
八

%
を
占

め

、
綿
織
物
は
五
三
八
、
八
〇

一
膀

、

一
七

%
、
爾
者
合

計
實

に
日
英

爾
競
宰
品

の
日
本
よ
り

の
輸

入

の
う
ち
六
五
%
を
占
め

る

鮎

か
ら
観

て
、
絹
織
物

・
綿
織
物
が
英
國
品

に
と

つ
て
最
も
強

靱
な
競
争
力

を
備

へ
た
も

の
で
あ
る

に
相
違
な

い
。

こ
の
事
實

は

濠
洲

關
税
引
上

の
封
象

が
常

に
前
記
二
商

品

で
あ
る
こ
と
に
よ

つ
て
も
裏
書

さ
れ

る
。

以
上
濠
洲
關
税
政
策

の
目
的
を
分
析
し
、
到
達

し
た
と

こ
ろ
は
濠
洲
關

税
政
策

の
蔭

に
は
、
自
國

の
國
内
事
情

と
英
本
國
特
恵

と

い
ふ
二

つ
の
根
本
基

調
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
前
者

に
つ
い
て
は
普
通

に

い
ふ
國

内
産
業
保
護

の
立
場

の
外

に
こ
の
上
に
術
ほ

同
國

の
財
政
上

0
理
由

に
よ
る
關
税
牧
入

の
重
要

性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
後
者

に
つ
い
て
は
濠
洲
市
場

に
於
け
る
英

國
商
品

の

地
位

が
、
日
本
側
要
求

へ
の
抵
抗
を
濠
洲

に
封

し

て
要
求
し

て
居
る
と

い
ふ
こ
と
、
そ
し

て
以
上
二

つ
の
必
然

の
結

果
と
し

て
、

吾

が
國

の
要
求
た
る
關
税
引
下
は
軍
純

に
通
商

上

の
問
題

で
は
な
く

て
、
濠
洲

の
政
治

経

濟
磯

展

の
段
階

に
照
慮

せ
る

に
深
く
入
り
こ
ん
で
お
る
こ
と
を
認
め

ね
ば
な
ら
な

い
。

か

」
る
二
重

の
困
難

に
遭
遇

し
て
、
如
何

に
し

て
日
本

は
そ

の
主
張
を
貫

き
う
る

か
、
鍵
は
既

に
前
述

の
諸
事
實

の
う
ち

に
潜

む
け
れ

ど
も
、
暫
く
原
料
羊

毛

の
輸
入

ど

い
ふ
別

の
角
度

か
ら
、
問
題
を
考

へ
て
見

よ
う
、
恐
ら
く
關
税
引

下
げ
を
要

求
す

る
に

は

、
原
料
羊

毛

の
輸
入

の
制
限
縮

少
と

い
ふ
武
器
を
振
り
か
ざ
す

の
外
な

い
で
あ
ら
う
か
ら
。

B

原
料
羊
毛
輸
入
の
將
來



求
償
貿
易

主
義

叉
た
は
互
恵
貿
易
主
義

は
、
特

恵
貿
易
主
義

に
と

つ
て
代

つ
た
時
代

の
寵
児

で
あ
る
。
特

に
或

る

一
國

に
封
し

ポ

　

て
關

税
政
策

上

の
要
求
を
な
す

に
當

つ
て
、
若

し
そ

の
要
求

の
容
れ

ら
れ
ざ

る
場
合

に
は
他

の
第

三
國
か
ら
問

題
の
商

口開
を
輸
入

す

べ
き

こ
と
を
以

つ
て
樹
手
國

を
牽
制
す
る

こ
と
は
最
も
普
通
な
政
策

で
あ

つ
て
、
特

に
そ

の
商
品
が
當
該
國

の
輸
出

品
と
し
て

重
要

で
あ
る
時

に
最
も

よ
く
敏
果
を
嚢
揮
す

る
。
但

し
同
時

に
右
商
口
叩
の
輸
入
國

が
果

し
て
第
三
國

よ
り
該
商
口
印
を
輸
入
し
う
る

か
、
輸
入

し
う
る
と
し

て
そ

の
得
失
如
何
が
、
右

の
牽

制
策

の
敷
果
を
決
定
す
る
。

い
ま
羊

毛
輸
出

は

一
九

三
二
ー

三
三
年

に
於

い
て
は
濠
洲
全
輸
出

額

一
億

一
千
八
百
萬
膀

申
三
分

の

一
、
三
千
六
百
萬
傍
を
占

め
る
濠
洲

が
擦

つ
て
も

つ
て
立

つ
と

こ
ろ

の
基

本
的
産
業

で
あ
る
。
殊

に
後

に
述

べ
る
よ
う
に
日
本
は
そ

の
主
要
な

る
輸
出
先

で

あ

る
。
從

つ
て
日
濠
關
係

調
整

の
爲

の
日
本
側

よ
り
す
る
濠
洲

へ
の
要
求
關
税

の
引
下
を
求
む

る
に
當
り
、
此

の
武

器
を
使

ふ
の

は
、
他

の
羊

毛
買
入
見
込
先
た
る
諸
國

へ
日
本
商
品

の
輸
出
を
開

始
叉
た
は
増
進

す
る
と

い
ふ
意
味

と
は
離
れ

て
も
、
當
然
起
り

う

る

こ

と

で

あ

る
。

そ

こ
で
問
題

は
我
が
國

は
他

の
諸
國

か
ら
我

が
國

の
需
要
す

る
羊
毛
を
輸
入
し
う
る
か
、
経

濟
的

に
可
能

か
、
技
術
的

に
可
能

か
と

い
ふ
こ
と
、
及
び
右

の
他
國
よ
り
原
料
羊

毛
を
輸
入
す

る
外

に
濠
洲
羊
毛

へ
の
牽
制
策
は
な

い
か
と

い

ふ
こ
と

に
な

る
。

我

が
國
原
料
羊
毛
の
輸
入
は
既

に
述

べ
た
よ
う

に
羊

毛
工
業

の
獲
展
過
程

に
於

い
て
は
比
較
的

に
遅
れ

た
が
、

一
度
原
料
羊
毛

の
輸
入
を
開
始
し

て
か
ら
は
、
久
し

い
間
殆
ん
ど
全

く
濠
洲
羊

毛
に
頼

つ
て
居

た
も

の
で
、
互
恵
貿
易

主
義
を
採
用
し

て
濠

洲
以
玲

外

の
各
産

地
の
羊

毛
輸
入
を
開
始
し
た
後

で
も
数
量

の
上

で
も
金

額

の
上
で
も
尚

ほ
次
表

の
よ
う
に
絶

封
優
位
を
占
め
て
居
る
。

概

観

ロロ
博塚
間

贈魁

山ハ
七
九

14)海 夕卜経濟事 情 ・前掲書 に擦 ろo



額

ン
額

チ
入
ン
む

金

ゼ
斬

1
ー

レ
リ

量

、
ア
よ
妥

南阿よりの輸入額

3t量1金 額

円

873,816

48i,lo6

2,427,232

7,552,655

6H,568

百 斤

Ig,442

8,095

30,918

59,392

7,lo7

円

64,504

1,Q31,553

2,529,467

5・780,6gg

I,872,253

百 斤

夏,182

17,386

28,go6

38,961

1g,401

輸入額 隊洲羊毛輸1入網額 の本

額腰購 嬰

8鉾9卿 劉96,6

濠洲 二りの

量1金

96.2

95・3

85.4

94.9

84,245,799

i56,513,529

159,241,408

182,007,020

百斤

1♪372,g21

】r,448,158

1.705,653

夏,i65,320

1・727,021

イか ら4,300俵 な 輸 入 し7こo

六
八
〇

さ

て
羊
毛
は
大
別

し
て
、

メ
リ

ノ
羊

毛
、
雑
種

(
ク

ロ
ス
ブ

レ
ツ
ド
種
)
羊

毛
及

び

力
ト

ペ
ッ
ト
タ
イ
プ
羊

毛

の
三
種
と
し

、

メ
リ

ノ
羊

毛
と
は

メ
リ
ノ
種
緬
羊

の
毛

で
あ

つ
て
六
十
番
以
上

百
二
十
番

の
繊
細

な
羊

毛
工
業
原
料

と
し
て
最
も
重
要
な
も

の
、
雑
種
羊
毛
は

メ
リ
ノ
種
緬
羊

と
長
羊

毛
種
緬
羊
と

の
交
配
羊

の
毛

で
あ

つ
て
、

繊
度
三
十
六
番

か
ら
五
十
八
漁

の
も

の
、
カ
ー

ペ
ツ
ト
羊

毛
は
太

い
粗
剛

の
二
十
二

励

番
か
ら
三
十
四
番
迄

の
羊
毛

で
あ
る
。

そ
し

て

前
記
我
が
國

の
羊
毛
輸
入
先

に
つ
き

一
九

三
三

ー

三
四
年
度

の
羊
毛
産
出
高
を

メ
リ
ノ
種

及
び

難
種

に
分

け

て
見
る
と
、
数
量

及
び
比
率

に
於

粉

い

て
次

の
通

り

で
あ

る

。

曾從

つ
て
メ
リ
ノ
ー
種
羊

毛

に
つ
い
て
は
、
他

の
事
情
例

へ
ば
債

格
運
賃
等

の
條
件
相
等
し
け

れ
ば
、
南
阿
聯
邦
は
濠
洲

に
代
は
る
有
力
な
供

給

地
で
あ
り
う
る
し
、
叉
た
若

し
一雑
種
羊
毛

が

輸
入
使
用
さ
れ

う
る
と
す
れ
ば
新

西
蘭

ア
ル
ゼ

酵鞭 摩華
同國全羊
毛産出高
申 の%

濠 洲 璃 『8蟹
千俵

451 、ぎ

新 西 蘭 一 2 638 98

南 阿 聯 邦 913 約 【oo
一 一

ア ル セごン チy 一 一 1,150 約loo

ウ,レ グ ア イ
一 一

349 100

15)梅 浦 健 吉 ・前 掲 書P.Io2.

16)前 掲 書PP.99・ 一一IOT.



羊 毛 輸入 総 額

量1金 額

円

86,145.716

87,559,423

164,Tgl,832

181,455,460

1gI,760,87】[

百 斤

1,440,405

1,543,992

1,805,842

1,372,860

1,840,gSO

Ig31

1932

1933

1934

1635

右 の 外i:i933-34年i:itウ,ン グ ア

ン
チ

ン
も
亦
供
給

地
と
し
て
可
能

で
あ
る
。

我
が
國

に
現
在
輸
入

せ
ら
れ
る
濠

洲
羊
毛
は
、
後

述
す

る
よ
う

に
殆
ん
ど
全

部

メ

リ
ノ
種
羊
毛

で
あ
る
か
ら
、
先

づ
南
阿
羊
毛
が
濠

洲
羊
毛

に
と

つ
て
代
り
う
る
か
ど

う
か
か
ら
吟
味
し

よ
う
。

南
阿
産

メ
リ
ノ
羊

毛
は
濠
洲
産

の

も

の

に

比

し

債
格

に
於

い

て

一
割

内

外

高

い
、
用
途

は
濠

洲
産

メ
リ
ノ
羊
毛
と
同

一
で
あ

る
か

ら

割
高

の

羊
毛

と

な

り
、
互

恵
貿
易

の
必
要
上
又
た
は
濠
洲

へ
の
牽
制
策

と
し

て
南
阿
羊
毛

の
買

付

を

す

る

際

は
、

一
俵

に
つ
き
敷

十
圓

の
差
損

が
あ

る
。
從

つ
て
若
し
濠
洲
羊
毛

に
全
然
頼

る
こ
と
か
ら
他
市
場

よ
り

の
喩
入

に
移
る
場
合

に

は
、
既

に
第
三
章

に
述

べ
た
よ
う
な
何
等

か

の
方
法

で
こ
の
差
損
が
償
は
れ
ね
ば
な
ら
な

い
、
現

に
商

工
省

の
斡
旋

に
よ

つ
て
、

羊
毛

工
業
會

及
び
南
阿

へ
O
輸
出
業
者

か
ら

の
醸
出
金

又
た
は
輸
出
業
者

の
補
償
金

に
よ
つ
て
補

填
し
、
探
算
を
超

え
て
南
阿
貿

わ

易

の
買
付
漿
鋤

が
な

さ
れ

、
互
恵
貿
易

の
實

現
が
な
さ
れ

て
居
剃
。
從

つ
て
之
れ
を
更

に
日
濠

問
題

へ
の
牽
制
策

と
し

て
振
り
か

ざ
す
場
合

に
は
、
こ

の
犠
牲
員
捲
者

の
中

に
封
濠
輸
出
業
者

も
加

へ
ら
れ

る
こ
と

」
な

ら
う
し
、
更

に
擾
大
し

て
は
、
濠
洲

に
於

い
て
問
題

と
な

つ
た
日
本

よ
り

の
輸
出

商
品
人
絹
織

物
が
そ

の
市
場

を
喪
失

せ
す
し

て
利
釜
を
享

受
し
え
た
こ
と
を
、
そ

の
商

口叩

全
艦

と
し

て
償

ふ
意
味

で
、
從
來
各
市
場
別

に
結
成

さ
れ

た
輸
出
組
合

が
聯

合
膿

と
し

て
右

の
補
償

に
参
加
す
る
と

い
ふ
こ
と
も

考
慮

さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
、
こ

の
こ
と
は
從
來

地
方

別
商

品
別

に
構
成

さ
れ
た
各
輸
出

組
合

が

一
つ
の
共
同

の
目
的

の
爲

に
協
力

概
贈観
日

濠

問
題

六
八

一

17)前 掲 書P, IIO。



六
八
二

す

る
と

い
ふ
経

濟
上

の
全
禮

主
義

が
、
通
商
貿
易

の
上

に
も
適
用

さ
れ
る

こ
と

で
、
從
來
自
由
競
争

が
日
本

の
輸
出

増
進

の
有
力

な

あ

る
論
者

に
よ
る
と
唯

一
の

武

器
と
せ
ら
れ
た
も

の
に
、
新

た
な
方
向
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ

る
。

新

西
蘭
産
羊

毛
は
そ

の
主
罷
が
雑
種
羊

毛

で
あ
る
爲

、
メ
リ

ノ
種
を
主

と
す
る
濠
洲
羊
毛
と
は
同

一
に

は

見

ら

れ

な

い
が
、

わ

債
格
に
於
い
て
脂
付
羊
毛

一
封
度
に
つ
き
左
表
の
通
り
平
均
三
割
方
安

い
か
%

若
し
原
毛
の
贋
格
差
が
製
品
の
債
格
差
に
及
ぶ

の

と
す
れ
ば
、
濠
洲
産

の
細

番
手
雑
種
羊

毛

に
封

し
て
は
或
る
黙
迄

代
用
し
う
る
と
考

へ
て
宜
し

回
。

灘 耗1新 醐 羊毛
脂付一封度 につ き

片

Ib.7

14.9

8.5

5・7

5.2

5.I

II.O

片

19。50

16.44

10.29

8.59

8.46

8,72

15.84

1927・ 一一一28

rg28・ 一一・29

Ig29--30

1930-一 一31

1g31--32

1932-33

1933-34

濠
洲
羊

毛
に
掛
す
る
他

の
産

地
羊

毛

の
代
用
可
能

如
何

の
経
濟
性
を
考

へ
る

に

は
、
前
記
債
格

の
外
に
運
賃
を
考
慮

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ

の
各
地
よ
り
日
本
迄

の
運
賃

額

に
つ
い
て
は
今
ま
そ

の
資

料
を
入
手

し
え
な

い
か
ら
、
正
確

に
比
較
は

出
來
な

い
が
前
章
燭
れ
た
濠
洲

羊
毛
運
賃

一
封
度

に
つ
き

一
片
四
分

の

∵
に
封
し

南
阿

.
南
米
○

.
六
片

(
何

れ
も
濠
貨
)

と
し

て
こ

製
に
は
羊

毛
工
業

の
封
外
國

競
孚
力

と

い
ふ
貼
か
ら
闘

て
、
他
産

地
の
羊
毛
を
濠
洲
羊

毛
に
代
用

し
う
る
か
を

親

よ
う

、
蓋

し
我

が
國

の
羊
毛

工
業

は
今

や
既

に
輸
出

工
業

に
進
出

し
た

の
で
あ

る
か
ら
、
此

の
瓢

の
吟
味
も
無
用

で
な

い
と
信
す

る
。

ロ

今

ま
、
英
國

の
輸
入
羊
毛

の
総
量
を
産

地
別

に
す

る
と
、
濠
洲
羊

毛
三
二
%
、
新
西
蘭
羊
毛
二
五
%
、
南

阿
羊

毛
二
三
%
、
ア

ル
ゼ

ン
ヂ

ン
羊
毛
及
び
ウ

ル
グ

ア
イ
羊
毛

一
四
%

で
あ

つ
て
、
若

し
我

が
國
が
假
り

に
右

と
同
比
率

で
各
産

地
か
ら
羊
毛
を
輸
入

18)前 掲 書P.Io9.羊 毛 値 殴 に つ い てltee洲 産 はNationalCouncilofWool

SellingBrokersofAustralia,新 両 蘭 は ダ ル ゲ テ イ ー羊 毛 年 報1こ 擦 ろ。
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蓮 賃
比 牽

 

計

m

7,

851

6正o

南 米
ベ ノ 入 ・

ア イ レ/ス

哩

6,300

II,900

%
14

88

166

南 阿

ホ.一 ト濫

リザ ベ ス

哩

6,540

7,91g

%

23

150

182

 

蘭

リ

ン

西

エ
ト

新

ウ

ン

哩

II,185

5,400
%
22

246

J20

濠 ・洲 シ

ド ニ ー

哩

II,460

4,450

%

32

367

1↓2

 

港出積

(A)蓬 鴨i羅1

(B)紳 戸迄 の距離i

(C)原 毛輸 入割 合

英 國 迄 の 蓮 賃 比 傘
A×C

耐 戸 迄 の 蓮 賃 比 …率
B×C

 

概

観

日

濠

問

題

備 考1.各 地 よりの距離 と其 他 より輸 入す ろ羊 毛量 の比率 との相乗 績が蓮賃傘 な

示 す と見倣す0

2.ア ルぜ ンチ ン及 び ウルグア イの羊毛 は ベノス ・アイレ ス積 田 と假定 す。

す

る
と
假
定
す

る
と
、
英

國

=
く
①
弓
o
。
一
迄
右

の
割
合

で
各
塵

地

の
原
毛
を
輸

入
す

る
運
賃

と
、
榊
戸
ま

で
輸
入

す
る
運
賃

の
比
率

と
は
上
表

の
通
り

一
〇
〇

鋤

封
七
二

で
我

が
國

の
方

が
遙

か
に
有
利

で
あ
る
。

即
ち

現
在

の
よ
う

に
羊

毛
工
業

原
料
を
全

く
濠
洲
羊
毛

に
頼

る
こ
と
を

や
め

て
各
産

地
羊

毛
を
輸
入

し
て
も
、
そ
し

て
假

り
に
各
産

地
よ
り

の
運
賃
が
濠

洲

よ
り

の
運
賃
よ
り
多
少
高

い
こ
と
が
あ

つ
て
も
、
輸
入
羊

毛

の
産

地
別
比
率

が

英

國
同
様

で
あ

る
限
り

、
少
く
も
羊

毛

工
業

の
封
外
國
競
争
力

の
上

で
は
弱
小

に
な
る
と

い
ふ
結
果

に
な

る
こ
と
は
な

い
。

以
上
で
濠
洲
羊

毛

に
代

へ
て
他
産

地
羊
毛

の
輸

入
を
試
み
る
こ
と
の
経

濟
性

を
考
察

し
、
そ

の
結
果
は
決

し
て
不
可
能

で
な

い
こ
と
を
實

誰
し
、
夫

が
経

濟

的
可
能

の
爲

に
は
貿
易
経
螢

の
態
度

の
上

に
新

た
な
方
向

が
與

へ
ら
れ
ね

ば
な

ら
な

い
こ
と
を
読

い
た
が
、
次
ぎ

に
、
從
來
全
く
濠
洲
羊
毛

に
頼

つ
た
輸

入
羊

毛
を

、
或

る
政
策

上

の
見
地
か
ら
各
産
地
分
散

に
攣
更
す

る
こ
と

の
羊

毛
工
業

の
技
術
上
可
能

で
あ
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
。

何
故

か
な
れ
ば
、
羊

毛

工
業

は
、
他

の
繊
維

工
業

と
異

つ
て
甚

だ
し
く
技

術
的

に
--

特

に
そ

の
初
期

の
基

六
八
三

20)前 掲 書P.123.



六
八
四

本

工
程

に
於

い
て

複
雑
困
難

で
あ
り
、
且

つ
原
料
が
甚

だ
高
債

で
あ
る
爲

に
些
細
な
黙

の
峡
陥

は
直

に
全
羊

毛

工
業

の
根
祇

を
覆
す

こ
と

玉
な
り
う
る
し

、
加

へ
て
叉
た

、
我

が
國

の
羊
毛

工
業

は
濠
洲

の
メ
リ
ノ
種
羊
毛

で
な
く

て
は
存
立
し

え
な

い
か

に

濠
洲
側
が
考
ふ
る
は
勿
論

、
我

が
國

に
も
此

の
見
解

に
同
す
る
人
が
な

ほ
多

い
と
信

す
る
か
ら
。

め

此

の
黙

に

つ

い
て
は
確

か

に

一
つ
の
難

鐵

が

あ

る

、
夫

れ

は

羊

毛

工
業

過
程

に
櫛

毛

工
程

8
ヨ
ぼ
轟

と

い
ふ

の
が

あ

る

茄

、
此

の

8

日
げ
。H

に

大
陸
式

コ
ー

ム
、

ノ
ー

ブ

ル

・
コ
ー

ム
、

リ

ス
タ
ー

・
コ
ー

ム
、

ホ
ー

ル
デ

ン

・
コ
ー

ム
の
四
種

あ

つ
て
、

大

陸

式

コ
ー

ム
は

メ
リ

ノ
羊

毛

の
如

き
繊

細

な

短

毛

に

封

し

て

ト

ッ
プ
歩

留

り

の
黙

、

小

毛
碗

及
び

バ
ー

の
除

去
能

力

に
於

い
て
優

め

秀
、
ノ
ー
ブ

ル

・
コ
ー

ム
は

メ
リ
ノ
羊

毛

に
も
難
種
羊

毛

に
も

か
け
ら
れ

、
且

つ
生
産
高

の
多

い
の
が
特
色

で
あ

為
。
簡
軍

に
云

へ

ば

メ
リ
ノ
羊

毛
に
關
す
る
限
り

は
大
陸
式
が
最

適
、

ノ
ー

ブ

ル

・
コ
ー

ム
は
爾
種

に
用

ひ
ら
れ
、
特

に
軍
色

に
染
め
た
敷

種

の
篠

を
同
時

に
仕
掛
け

て
混
色
を
す

る
時

に
は
甚

だ
結
果

が
よ

い
。
然

る

に
我
が
國

は
原
料
羊

毛
輸
入

の
最
初

か
ら
濠
洲
羊

毛
た
る

メ

リ
ノ
種

に
頼

つ
た
爲

、

コ
ー

ム
の
大
部
分

は

メ
リ
ノ
種
羊
毛

に
向

く
よ
う
出
來

て
居
る
、
即

ち
羊

毛
工
業
會
加
盟
生
産
會
杜

の
設

馨

毛
機
鑑

=

六
四
募

う
ち

一
δ

七

重

ま
で
が
大
陸
式
で
あ
砺
・
從
つ
て
難

羊
毛
仕
韓

不
利
で
あ
る
・
此
の
黙

は
濠
洲
側

の
早
く
も
看
破
し
た
と

こ
ろ
で
あ

つ
て
、
「
日
本

に
据
付
け

ら
れ

て
居

る
ト
ッ
プ
製
造
械
械

は
殆

ん
ど
全
部
大
陸
式

で
、

明
ら
か

に
メ
リ
ノ
羊

毛
を
使
用
す
る
よ
う
設
計

さ
れ

て
居
る
か
ら
、
日
本

の
羊
毛

工
場

の
能
率
を
あ
げ
る
爲

に
は
、
專

ら
濠
洲
羊

勃

毛

に
頼

ら
ね

ば

な

ら

ぬ
」

と

云

つ

て
居

る
。

か

曳
る
大

陸

式

コ
ー

ム
を

、
雑

種

羊

毛

杭

毛

に
は

適

し
た

ノ
ー

ブ

ル

・
コ
ー

ム

に

代

へ
る

の

は

、

杭

毛
機

一
ラ
イ

ン
八
豪

約

21)

22)

23)

24)

本 稿PP.673.蓼 旦翼o
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拾
萬

圓

と

い
ふ
債
格

か
ら
見

て
も
、
叉
た
資
本

の
償
却

か
ら
見

て
も
決
し

て
容
易

で
は
な

い
。

然
か

し
我
が
國
羊

毛

工
業

界

の
樺
威
は
、
南
阿
羊
毛
は
繊
細
柔
軟
細
番
手

の
硫
毛
糸

の
紡
出

に
適
す
る
も
の
で
あ

る
に
か

瓦
は

ら
す

、
我

が
羊
毛

工
業

の
技
術
は
今

尚
ぼ
之
れ
を
濠
洲
羊

毛
以
上

に
使

ぴ
こ
な

せ
す

、
濠
洲
羊

毛
使
用

の
場
合

に
も

、
撰
毛
作
業

の
稚
拙
な
る
爲

に
、
粗
難
な

る
撰
別

の
ま

」
直

ち
に
洗
毛

へ
廻

は
し
、
俵
中

に
混
入
す
る
優
良
羊

毛
と
下
級
羊

毛
と
を
混
用
し
結

局
品
質
を
最

下
級

の
繊
維

ま

で
お
と
す

こ
と
に
よ

つ
て
羊

毛

の
備

へ
る
自
然

の
償
値
を

そ

の
ま

転
に
最
大
限

に
實

現
し
え
な

い
と

　の

嘆

』
、
若

し
羊
毛
を
先
進

羊
毛

工
業

國
同
様

に
そ

の
本
來

の
便
値
を
活
用
し

え
た
ら
南
阿
羊
毛

、
新

西
蘭

羊
毛
を
更

に
使
用

し
う

る

で
あ
ら
う
と
読

い
た

こ
と
が
あ
る
。

現

に
メ
リ

ヤ
ス
製
品
中
純
白

の
も

の
と
色
染

の
も

の
と
較

ぶ
る
に
前
者

は
後
者

の
二
割

に

も

達
す
ま
じ
く
、
染
め

て
用
ゆ
る
製

晶

に
メ
リ
ノ
羊

毛

の
雲
白
な
優
良
繊
維

を
用

ふ
る
は
明
ら
か

に
無
駄

で
あ
り
、
黄
味
勝

ち
な

南

米
羊

毛
に
て
も

足
り

ょ
う
。
從

つ
て
若
し
南

阿

・
南
米
各

地
の
羊

毛
を
適
當

に
混
用
す

る
な

ら
、
右
大
陸
式

コ
ー

ム
を
使

用
す

る

こ
と

の
不
利
を
補

つ
て
鯨
り
あ

る

べ
く
、
否
な
濠

洲
羊

毛

の
み
を
使
用
す
る
場
合

で
も
、
若

し
我

が
國
羊

毛

工
業

の
技
術

が
更

に

一
段

の
獲
展
を

と
げ
る
な
ら
も

つ
と
自
然

の
備

へ
る
便

値
を
大

き
く
利
用
し
う
る

に
相
違
な

い
。

以
上

の
よ
う
な
理
由

か
ら
羊
毛

工
業

の
技
術

の
上

か
ら
見

て
、
今
後

は
恐
ら
く
難
種
羊

毛

の
使

用
が
大

い

に

問

題

と

な

る

べ

く
、
叉
た
假
り

に

メ
リ

ノ
羊

毛
を
使
用
す

る
場
合

で
も
從
來

以
上

に
撰
毛

に
留
意
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
、
そ

の
債
値
を
極
大

に
利

用

す

る
に
努
む

る
こ
と
で
あ
ら
う
、
こ
の
場
合

に
メ
リ

ノ
羊

毛

に
最
適
な
大
陸
式

コ
ー

ム
の
使
用

に
よ

つ
て
経
濟
能
率

が
若

干
は

低

下
し

て
も
、
同
時

に
羊

毛
工
業

乏
し

て
の
経

濟
性

が
全

罷
と
し

て
大

と
な
れ
ば
差
支

へ
な
く
、

そ
し

て
若

し
羊

毛
輸
入

の
分

散

概
襯

日

濠
問

題

六
八
五
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六
八
六

が
國
策

と
し

て
必
要
で
あ

る
な

ら
、
此
虚

に
羊

毛
工
業

の
技
術

の
進
歩

が
文
字
通
り
國
家

の
利
釜
を
生
む

こ
と

に
な

る
。

以
上
を

以
つ
て
原
料
羊

毛

の
輸
入
先
を
攣
更
す
る

こ
と

の
経
濟
的
技
術
的
可
能
性
を
考
察
し
た
が
、
右

の
外

に
荷

ほ
濠
洲
羊
毛

輸
入

の
貿
易
経
螢

に
於
け
る
仕
方

に
よ

つ
て
濠
洲
側
を

嘆
⑦
。。。・
す

る
路
が
あ
る
。

そ

の

一
つ
は
濠
洲
羊
毛
買
入
制
度

の
改
善

で
あ

る
。
即
ち
濠
洲
羊

毛
は
競
市

に
よ

る
買
付

で
あ
り
、

費
手
側

た

る

濠

洲

に
は

≦
げ
巳

切
容
冨
湯

》
ωω8
碧

一。
昌

の
如
き
強
力
な
る
團
膿

が
あ
る

に
か

玉
は

ら
す

、
我
が
國

は
各
羊
毛

工
業

會
肚

が
各
個

に
相
競

つ

て
指
値

に
て
買
付

人
を
し
て
買
付
さ

せ
、
そ

の
爲

に
徒

ら

に
羊

毛
債
格

を
吊
上
げ

、
且

つ
買
付
人
は
不
統

一
な
競
合

に
よ
る
値
段

の
昂
騰

に
よ
り
何
等

の
利
害
關
係
も
な
く

、
現
在

の
如

き
互
額

の
買
付
量
を
以

つ
て
な

ほ
濠
洲
市
場
を
左
右

し
う
る
状
勢

を
生
か

し
え
な

い
の
は
甚

だ
遺
憾

で
あ
る
。
買
付

平
均
債
格

一
割
を
低
下
し
う
る
と
し
て
買
付

額

一
億

圓
と
し
て

一
千
萬
圓
を
節
約

し
う

ゑ

ナ　

る

、
我
が
國

カ
ル
テ

ル
の
雄
羊
毛

工
業

會
そ

の
他
關
係
業
者

の
善
虞

が
切

に
望
ま

し

い
。
若

し
精
密
な
考
察

に
倹

た
す

し

て
立
言

す

る
こ
と
を
許
さ

る

玉
な
ら
、
濠
洲
羊

毛
と

い
ふ
よ
う
な
箪

一
の
、
そ

の
買
付

に
特

殊

の
技

能

と
亘
大

な
資
力

と
を
要
す

る
商
品

の
輸
入

こ
そ
、
輸
入
組
合

叉
は

O
冨

§

器
傷
O
。
B
鵠
鎚

風
な
も

の
を
設
立
し
て
、
輸
入

の
統
制
を
實

現
し
う

べ
く
、
そ

し
て
之
れ

は
叉
た
吾
が
國

の
よ
う
な

重
要
原
料
輸
入
國

に
と

つ
て
は
、
輸
入
國
策

へ
の
態
度
決
定
を
促
す

一
つ
の
契
機

と
な

る
も

の
で
は
な

か
ら
う
か
。

羊

毛

の
輸
入
制
限

に
關
聯

し

て
考

ふ

べ
き
他

の

一
つ
は
反
毛
、
艦
縷

の
利
用

で
あ

る
。
我

が
國

モ
ス
リ

ン
工
業

の
磯
達
は
羊
毛

工
業

の
母

で
あ

る
。

そ
し

て

モ
ス
リ

ン
は

メ
リ

ノ
羊

毛

の
粋

で

あ

る
。

こ

の
鑑
縷

の

利
用

は
f
ー

反
毛
機

に
て
再
製
羊

毛
と
し

26)此 の 項 梅 浦 健 吉 氏 の 所1説1こ 櫨 ろo前 掲 書pp.120'"一 ・・121・



て
軍
絨
を
作

る

輸

入
羊

毛

の
節
約

と
な
る
。
英
國

は

一
九
〇
九
-

=
ご
年

の
平
均
羊

毛
消
費
四
千

六
百
萬
封
度

の
内

同
牧
羊

毛

の
使
用
は
三
割
、
二
億
四
千
四
百
萬
封
度
、

一
九

一
九
-

二
七
年
闇

の
職
後

輸
入
羊

毛

の
自
由
な

る
時
代

に
も
亭
均
消
費

七
億

助

二
千
萬
封
度

の
内

一
割

六
分

、

一
億

一
千
萬
封
度

は
同
牧
羊
毛
-

艦
縷

の
利
用

に
よ

つ
て
居
る
、
我

が
國
羊

毛
自
給
策

の
上

に
頂

門

の
,
一
針

た
り
え
よ
う
。

淺

る

一
つ
に
人
造
羊

毛

の
問

題
が
あ

る
が
、
之

れ
は
術
ほ
技

術
的

に
遠

い
將

來

で
あ
り
、
又
た
若

し
可
能

と
な
れ
ば
、
濠
洲
羊

毛
を

箕
窃
。。
す

る
と
同
時

に
世
界

の
羊
毛

工
業

全
膿

の
問
題

で
あ
る
故

に
蝕

に
は
燭
れ
な

い
。

以
上
日
濠
問
題
解
決

の
鍵

と
し
て

の
原

料
羊

毛
輸
入

の
問
題
を
考
察

し
た

が
、
同
じ
く
考

へ
ら
る

べ
き
も

の
に
羊
毛

の
自
給

、

羊
毛

工
業

の
確

立

の
問
題

が
あ

る
。
夫

れ
は
厘

々
國

内
生
産

の
問
題

と
し

て
は
北
海
道
拓
殖
計
劃
事
業

と
し

て
、
叉
た
謂
ゆ

る
日

満

支
統

制
経

濟

の
問
題

と
し
て
は
満
蒙
羊

毛
、
北
支

の
羊
毛
問
題
と
し

て
取
り
あ
げ

ら
れ

る
。

蝕
で
は
爾
方
を

一
括
し

て
日
濠
問

題
解
決

の
鍵

の

一
つ
と
し

て
關

す
る
限
り
考
察
す

る
。

本

稿
第
二
章
冒
頭

に
の
べ
た
よ
う

に
我
が
國

の
羊

毛
自
給

の
歴
史
は
失
敗

の
歴
史

で
あ
る
。
現
在

の
緬
羊
数
は
三
萬
五
千
飴
頭

英
國

の
千
分

の

一
、
佛

本
國

の
三
百
五
十
分

の

一
、
伊
太
利

の
二
百
五
十
分

の

一
、
丁
抹

の
二
十
五
分

の

一
、
濠
洲

の
三
千
分

の

鋤

一
で
あ
る
。

然

か
る
に
蝕

に
我
が
國
牧
羊
事
業
は
成

立
す

る
と

い
ふ
詮
が
あ
る
。
飼
育
管

理
は
容

易
、
老
幼

婦
女
子
も
之
れ

に
當

り
う
る
、

飼

料
は
農
村

の
粗
飼
料
中
心
、
農
業
生
産
物

の
淺

展
物
猛
沙

、
残
桑

、
果
樹
勢
定

の
枝
葉
、
海
草
等
を
使

用
し
う

べ
ぐ
羊

肥
は
金

概

観

日

濠

問
題

.

六
八
七
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六
八
八

勅

肥
を
節
約
し
う
る
。

雨
量
温
度

土
壌
も
適
當

で
あ
り
、
樺
威
者

の
読

で
は
、
日
本
内

地
朝
鮮

に
て
千
五
百
萬

頭
満
洲
國

に
て
千

五

鋤

百
萬
頭
飼
育
可
能
と

い
ふ
。

羊

毛
輸
入
地
分
散
論

に
は
比
較
的

に
冷
静
な
濠
洲
側
も
此

の
問
題

に
は
相

當
深

い
注
意
を
佛

ひ
屡

々
專
門
家

を
派
遣
し

、
北
海

道

・
朝
鮮

・
満
蒙

の
暖
原

の
調
査
將
來
性
を
研
究

し

て
居

る
が
、
そ

の
意
見
を
綜
合
す
る

に
、
満
洲

の
氣
候

℃
水
質

・
土
質

・
家

畜

の
病
氣
等

よ
り
見

て
、
濠
洲

の
如
く

に
工
業

的
債
値

あ
る
優
良
羊
毛
を
産
出
す

る
羊
を
育

て
る
こ
と
は
困
難
と

い
ふ
に

一
致
し

鋤

て
居

り
、
北
海
道

に
つ
い
て
は
何

等

の
意
見

の
獲
表
が
な

い
、
然

か
し
吾

が
國
内

に
も
之
れ

に
疑
惑
を

も

つ
人

士
が
多

い
。

以
上
を
綜

合
し

て
、
我
が
國
内

及
び
満
蒙
支

の
緬

羊
飼
育
が
現
在

の
日
濠
問
題
解
決

に
直

ち

に
利
用
し
え
な

い
の
は
疑
な

い
上

に
、
假

に
羊
毛

工
業

濁
立

の
爲

に
、
緬
羊
飼
育

が
必
要
且

つ
可
能
な
り

と
し
て
も

土
地

、
自
然

、
氣
候

の
條

件
が
難
く
飼
育

の
困

難
な

こ
と
明
ら
か
な
牧
羊
業

の
如
き
は
當

局

の
熱

心
な

る
漿
働
補

助
、
當
業
者

の
不
撹
不

屈

の
熱
情
ー

夫

れ
は
信
仰

に
ま

で
高

め
ら
れ

る
こ
と

が
必
要

で
あ

る
、

チ
ー

ズ
製
造

の
場
合

と
同
様

に
ー

が
必
要

で
あ
り
、
且

つ
羊

毛
刈
取
後

の
羊
肉

の
利
用
が
講

ぜ
ら
れ

る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
こ
と
、
冷
凍
羊
肉

の
倫
敦
市
場

へ
の
輸
出

が
線
洲

の
牧

羊
業

を
成

立

せ
し
め
た
歴
史

の
敏

へ
る

と

鋤

、

こ
ろ
で
あ
る
。

之
れ
を
要
す
る

に
日
濠
問
題
解
決

の
爲

に
濠
洲
羊

毛

の
輸
入
を
制
限
す

る
策
は
、

い
彗
冨
B

に
よ

つ
て
頗

る
債
値
な
き
も

の

玉

鋤

如
く
、
濠
洲

の
供
給

國
と
し

て
の
安
全
な

地
位
を
誇

ら

し
め
た
が
、
そ
し

て
夫

れ
は
羊

毛

の
國
産
自
給

の
黙

で
は

正
に
然

か
り

で

あ
る
が
、
羊

毛
輸
入
先

の
攣
更

と

い
ふ
窯
及
び
そ

の
他

の
二
三

の
封
策

の
上

で
は
必
ら
す

し
も
償
値
な
し

と
し
な

い
、
た

f
之

れ

2g)農 林 省 畜 産 課 長 石 崎 芳 吉 氏 談)
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を
最
脇
有

敷

に
獲

現
せ
し
め

る
た
め

に
は
次

の
如
き
、
濠

洲

の
背
後

に
あ

る
も

の
と
濠
洲

と

の
關
係

、
特

に
濠
洲
内
部

に
於
け

る

そ

の
欄
係

の
矛
盾
を
把
握
し
且

つ
我

が
國

一
般

の
日
濠
問

題

に
つ
い
て
の
正
確
な
深

い
理
解

が
必
要
で
あ
る
。

の
み
な
ら
す
從
來

'は
、
組
合
内
部

の
技
術
的
な
遜
制

に
立

つ
て
居
た
輸
出

の
統
制
を
、
別

の
意
味

で

一
つ
の
指
導
精
神

に
擦

る
全
面
的
輸
出
統
制

へ

獲

展
さ
せ
る

こ
と
、
及
び
原
料
輸
入
を

一
つ
の
國
策
と
し

て
、
從
來
は
貿
易
統

制
即

ち
輸
出
統
制
と
し

て
と
も
す
れ

ば
見
失

は
れ

が
ち

で
あ

つ
た
輸

入

の
分
野

に

一
つ
の
原

理
に
立

つ
統

制
を
も
ち

こ
む

の
で
な
け
れ
ば

、
こ

の
問
題
を
完
全

に
解
決
,す
る

こ
と
は

困
難

で
あ

ら
う
、

そ
し

て
こ

の
意
味

に
理
解
し

て
は
じ
め

て
、
日
濠
問
題
と

い
ふ

一
部
分
的
通
商

問
題
が
、
國
民
経
濟

の
、
ま

た

世
界
経

濟

の
上

に
も

つ
重

要
性
を
悟
り
う

る
の
で
あ

る
。

C

將
來
起
う
う
べ
き
諸
問
題

現
在

の
日
濠
問
題
は
關
税
61
下
を
緯

つ
て
、
主
と
し

て
羊

毛

の
輸
入
分
散

が
論

議

せ
ら
れ

、
羊

毛

の
自
給

が
希
望

せ
ら
れ

て
居

る
の
で
あ
る
が
、
鼓

に
は
將
來

の
起

り
う

べ
き
又
た

は
考
察

さ
る
べ
き
諸
問
題
を
列
學
す
る

に
と

Ψ
め
る
。

ω

日
濠
間
の
漁
業
問
題
f

此
の
項
目
の
な
か
に
は
漁
業
勢
働
者
の
問
題
と
漁
業
問
題
と
が
入
る
。

一
九
〇

三
年

亜
細

亜
人
移
民
制
限

以
來
、
永
佳

の
目
的
を

以

つ
て
す
る
日
本
人

の
移
民
も
禁

止
さ
れ
た
が
、
漁
民

だ
け
は
、
海
上

生

活
者

の
意
味

で
居
佳

が
許

さ
れ

て
居

る
。
多

く
は
眞
珠
貝
採
取
業
者

で
そ

の
激

は
明
ら
か

で
は
な

い
が
、
木
曜
島
附

近
か
ら
西

へ
蜀
。
.↓
U
薗
H乱

昌
》
頃
訂
日
。
方

面

へ
か
け
千
を
以

つ
て
呼

ぶ
数

に
達
し

て
居

る
、
特

に
眞
珠
貝
採
取

が
木

曜
島
附

近

の
淺
海
か
ら
ブ

概

魏

日

濠

問
題

六
入
九

34)L!一 サ ム復 命 書 抄i澤p,18。



六
九
〇

ラ
フ
ラ
海
の
深
塵

へ
移
る
に
つ
れ
潜
水
に
巧
み
な
日
本
人
漁
夫
が
漱
迎
さ
れ
て
居
る
。
そ
し
て
之
れ
等
漁
夫
-

海
上
生
活
者
乏

し

て
濠
洲
内

居
住

の

は
、
主
と
し

て
英
國
系
事
業

家

に
雇
傭

せ
ら
れ

て
居

る
も

の
で
、
そ

の
勢
働
條
件
は
、
北
洋

漁
業

の
場

合

に
も
ま
し

て
劣
悪

、
殆
ん
ど
牛
奴
隷

の
境

地
に
あ
る
ら
し

い
、
団
o
洋

U
母
≦
貯

の
地
方
が
濠
洲
聯
邦

の
直
轄
州

↓
.
.門津
。
「団
と

な

つ
た
意

味
、
英

・
印

・
新
嘉
披

・
爪
畦

。
濠
洲
を
連
ね
る
航
室
路
通
商
路

の
要
瓢
、
薪
嘉
披
等
港
と
相

蚊
ん
で
要
港
た

る

男
。
「臼

U
舞
鼠
昌
夫

れ
等
を
併

せ
考

へ
、
且

つ
叉
た
同
港

が
濠

洲

の
眞
珠
貝
採
取
業

の
中

心
と
な
り

つ

」
あ

る
こ
と
、
及
び
右

の
事
業

に
は

日
本
人
漁
夫
が
絶
封

必
要

な
こ
と
、
等

々
を
併

せ
考

へ
て
、
之
れ
等
被
雇

傭
邦
入
漁
民
問
題
が
必
ら
す
將
來
問
題

と
な
る
こ
と
が
推

論
出
來

る
。
と
同
時

に
叉
た
日
本
人
経
螢

に
よ
る
眞
珠

貝
採
取
業
自
身

の
問
題

が
あ

る
。
最

近
、
蘭
印
度

ド

ボ
か
ら
木
曜
島
、
オ

ン

ソ

ロ
・
ポ
ー

ト

・
ダ
ー

イ

ン
・
コ
ン
セ
ッ
ク
、
ブ

ル
ー

ム
地
方

ア
ラ
フ
ラ
海

へ
の
日
本

の
眞
珠
貝
探
取
船

の
出

漁
は
激
増
し

つ

」
あ

っ
て
、
南
洋

パ
ラ
オ
を
根
擦
と
す
る
も

の

玉
み
で
も
船
激

三
十
六

(
計
書
中

二
十
五
)
從
業

人
数

二
千
絵
人

、
そ

の
採
取
眞
珠
貝
は

蘭

印
度
、
ド
ボ
、
マ
カ
ッ
サ
ル
を
中

心
に
主

と
し
て
支
那
系
仲
買
人

に
よ

つ
て
費

捌
か
れ
、
年

額
百
五
十
萬
圓
以
上

の
貿
易
外
受
取

勘
定
を
作
り

つ

玉
あ
る
。
然
し

て
最

近
は
某

々
大
手
筋

も
積

極
的

に
事
業
援
助
積
張

に
乗
り
出
し

つ

」
あ
る
。
そ
し

て
右

の
眞
珠

貝
探
取
業

が
覧
英
系

の
眞
珠
貝
採
取
業
大

き
く
は
英
國
系
事
業
を
脅

や
か
す
意

味

で
も
、
叉
た
事
業

上

の
理
由

か
ら
も
、
常

に
英
國

側

の
巧
み
な

る
阻
止
、
防
害
、
拒
否
に
遇

ひ
、
叉
た
蘭
印
度
側

の
最

近

の
態
度
急
攣

に
よ
る
邦

人
漁
業

へ
の
迫
害

と
な
り

つ
瓦
あ

る
。

現

に
濠
洲

の
貿
易
關
税
相

は

一
九
三

六
年

二
月
二
十
八
日
、

日
本
人
漁
夫

が
木
躍
島
附
近

の
眞
珠

貝
探
取
場

に

侵

入

し

た

廉

で

逮
捕
令
姦

し
や

最
近
南
氷
洋
の
糠

工
船
肇

に
呆

人
の
奮

す
る
も
の
あ
り
、
そ
の
根
鑑

を
濠
洲
附
近
に
聖

限
り

35)東 京朝 日薪 聞、昭和十一年 二月二十九 日o



之
れ
叉
た
問
題

の
嚢
生
を
防
ぎ

え
な

い
。
詳
論

は
次

の
機
會

に
譲

つ
て
今
ま
は
問
題

の
提
出

に
と

讐
め

る
。

の

北
海
道
拓
殖
事
業
の
進
展
と
そ
の
酪
農
製
品
の
競
争
i

北
海
道
拓
殖
事
業
の
進
展
は
酪
農
製
ロ剛
の
輸
出
市
場

を
求
め

(
て
、
現

に
新
嘉
披
を
中

心
に
、
爪
畦

ス

マ
ト
ラ

の
南
洋

に
進
出

し

つ
」
あ

る
。
そ
し

て
酪
農
製
口
開
は
濠
洲

の
主
要
生
産
物

の

一
で
、

現
在
は
大
部
分
英
國

へ
輸
出

さ
る

玉
が
、
此

の
地
方

も
亦
距
離

の
上

か
ら
又
た
資
本
系
統
上
か
ら
、
當

然

に
そ

の
商
橿

範
園

に
属

し
、
將
來
此

の
市
場

で
孚

ふ
こ
と

」
な
ら
う
。
果
實

加
工
品
も
亦
同
様

で
あ
る
。

勾

ニ
ユ
ー
ギ

ニ
ヤ
を
中
心
と
す

る
問

題
、

ニ
ユ
ー
ギ

ニ
ア

男
巷
§

は
先
年
濠
洲
聯
邦

の
直
轄
州
と
な

つ
た
。

そ
し

て
叉
た
日

く

.本

の
南
方
経

論

の
前
進
根
擦

地
パ

ラ
オ
か
ら
三
日

の
航
程

に
あ

つ
て
、
現

に
日
本

の
資

本
筋
が
有
力
な
利
権
を
有

つ
、
然

か
も
全

く

日
本

人

の
入

地
は
許
さ
れ
な

い
。

南
洋

委
任
統
治
領

の
植
民
政
策

の
獲
展
は
當
然
此

の
方
面

に
も
將
來
問
題
を
起

し
う
る
。

五

結

日
濠
問
題
の
背
後
に
あ
る
も
の

本
稿
序

に
於

い
て
、
東

南
洋

の
世
界
貿
易

の
地
位
を
顧

み
、
且

つ
主
要

工
業

國
と

の
關
聯
を
考
察

し
て
、
太
雫
洋

中
心
時
代

に

於
け

る
日
本

の
躍
進
を

示
し
、
そ
し

て
何
故

に
日
本
を
中

心
と
す

る
通
商
貿
易

の
諸
問
題

が
起

る
か
を
分
析

し
た
ゆ
そ

の
結
果

は

關
税

の
障
壁

・
輸
入

の
制
限

・
割
當

・
許
可
等

に
よ
る
國
内
市
蝪

の
擁
護

と
低
爲
替

に
よ
る
外
國
市
場

の
獲
得

に
よ
る
各
経
濟

ブ

ロ
ッ
ク
の
張

化
擾
大

の
争
岡
ー

そ
し

て
破

局
的
海
外
市
場

の
再
分
割

の

一
歩
手
前

に
、
歎

、々

の
倉
商
協
議

が
な

さ
れ

て
居

る
こ

概

灘

日

濠

問

題

六
九
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1.22

3,536,581

6。38

2,930,95江

5・29…

8,0S4、e47

14.OO
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24.64

【43,299,604

英 確

4豆,135,000

%

52.6

55,970,000

7J..6

2,223,000

2.8

7,029,0co

9.o

950,Qoo

1.2

1,070,000

1.4

9,523,COO

14.0

英姻

其の馴

英綱

じ
　

の　
　　

國

乙

佛

蜀

伊梱{

智日

蘭領剛

副

計

米

合

六
九
二

と
を
知

つ
た
。

謂
ゆ
る
日
濠

問
題

も
畢
寛

こ
の
範

聴
を
出

で
な

い
こ
と
、
日
濠
關
係

の

護
展
を
叙

し
、

日
濠
問
題

の
現
在
を

解
剖

し
、
そ

の
將
來
を
按
す
る

に
當

つ
て
、
絶

え
す
摘
出

し
た

と
こ
ろ

で

あ
る
。
そ
し

て
蝕

に
日
濠
問
題

の
普

遍
性
が
存
在

す
る
。
即
ち
暫
く
夫

れ

を
読
か
う
な
ら
、
濠
洲

の
諸
外
國
よ

り

の
輸
入
を
そ

の
封
手
國
別

に
観
る

め

と
左

の
如
く

で
あ
る
。

即
ち
嘗

つ
て
も
今
も
濠
洲

へ
の
輸

入

に
塵
倒
的
優
勢
を
占
む
る
は
英
本

國

で
あ
る
、
然
か
し
そ

の
割
合

は
漸

減
、
少
く
も
あ
ま
り

に
は
伸
び
な

い
、

i)OMcialYearBook,No.27,P.247-8.Igl3年 ば 三 菱 樫 濟 研 究 所 、 前 掲 書
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之

れ

に
次

い
で
は
米

・
日

・
佛

・
蘭
印

よ
り

の
輸

入
は
職
前

に
比
し
著
し
く
増
加
し
、
米

.
日
は
特

に
獲

展
、
日
本

は
英
本
國
と

ハ

の
競
争
品
た
る
繊
維
品

に
於

い
て
漸
次
英
本
國

の
量
を
磨
し

つ

玉
あ

る
。

む

か

、
る
形
勢

は
濠
洲

に

の
み
特

殊
な

も

の
で
は
な
く
既

に
東
南
洋

の
他

の
諸
地
方

で
も

さ
う
で
あ

つ
た
。
か

、
る
形
勢

の
下

に

一
九

三
二
年

光
輝
あ
る
金
本
位

か
ら
離
脱

し

て
、
國
際
商
職

に
乗
り
出

し
た
英
國

が
陽

の
沈
む
こ
と
な

き
そ

の
諸
領

土
を
蓮

ね
て

以

つ
て
英
帝
國
ブ

ロ
ッ
ク
の
結
成

に
急

い
だ

こ
と

○
け$
箋
9。
會
議

の
根
本
目
的
で
あ

つ
た
。
そ

の
結
果

は
直
ち

に
日
濠
關
係

に
響

い
て

一
九

三
二
年

七
月

の
オ

ッ
タ
ワ
協
定

に
よ
る
關

税
改
正
と
な
り
、
時

に
或

ひ
は
好
縣
す

る
か

に
見

え
る
日
濠
通
商
條

約
協

定

を
忽
ち

反
轄

せ
し
む
る
所

以
で
あ

る
。
即
ち
昭
和
七
年

(
一
九
三
二
年

)
四
月
日
本
政
府

が

シ
ド

ニ
ー

総
領
事
を
通
じ

て
濠

洲
政

め

府

に
日
濠
通
商
暫
定
條
約
締
結
方
申
入
れ
た

に
封
し
、
オ
ッ
タ
ワ
會
議
直
前
と
の
理
由

か
ら
、
何

等

の
決
定
的
返
事

を
得
す

、
昭

和
十

一
年

(
一
九

三
六
年

)
初
來
好
縣

の
日
濠
關
係

が
忽
ち
硬
化

し
た
る
は
、
ラ

ン
カ

シ
ヤ
濠
洲
間
貿

易
増
進

の
爲
派
遣
さ
れ

た

め

遣

濠
貿
易
使
節

サ
ー

・
ア
ー
ネ

ス
ト

・
ト

ム
ソ

ン
、

シ
ー

・
エ
ヌ

・
エ
リ

ス

一
行

が
三
月

二
日
メ
ル
ボ

ル

ン
に
到
着

し
た
後

間
も

な

い
こ
と

に
よ

つ
て
も
瞭
か

で
あ
る
。

こ
の
や
う

に
日
濠
問
題

の
背
後

に
英
本
國

の
存
す

る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
経
濟
ブ

ロ
ッ
ク

の
張
化
が
常

に
望
ま
る

玉
こ
と
は
、
現
在

の
世
界
貿
易

の
諸
問
題
と
共
通

の
も

の
で
あ

る
が
、
等
し
く
英
帝
國

ブ

ロ
ッ
ク
強
化
と

日
本

の
進
出

と

い
ふ
問
題

で
あ
り
な
が
ら
、
そ

の
解
決

の
遜

延
と

い
ふ
黙
で
日
印
問
題
、
日
加
會
商

の
場
合
と
異

る
は
何
故

で
あ

ら
う
か
。
夫
れ
は
日
濠
問
題

の
も

つ
特

殊
性

に
よ
る
。
そ
し

て
そ

の
特
殊
性
と
は
、
筆
者

は
濠
洲
聯
邦
自
身

の
も

つ
経

濟
上
の
特
,

殊
性

と
、
及
び
濠
洲
聯

邦

が
英
帝
國

ブ

ロ
ッ
ク
内

に
も

つ
地
位

の
ー

英
本
國

と

の
結
合

の
仕
方

の
特
殊
性

と
に
露
し
た

い
。

概

㎞観

日

濠

問

題

山
ハ
九

一二
'

2)

3)
4)

5)

本 オ1高P.676.

同 第 一・章。
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六
九
四

濠
洲
聯
邦
自
身
の
経
濟
上
の
特
殊

性
と
は
》
既
に
述
べ
た
よ
う
に
勢
働

基
本
賃
銀
の
設
定
、
勢
働
時
間
の
制

定
及
び
産
…業
仲
裁

々
判
所
の
三
つ
の

鼎
の
上
に
立
つ
帥労
働
者
本
位

の
肚

●

會

、
關
税
牧
入
を
以

つ
て
歳

入

の
主

へ

要
な
財

源
と
せ

ざ

る

を

え

な

い
財

政
う
官
業

牧
入

に
比
し

て
官
業
経
費

の
多

い
能
率

の
低
下
等

を
指
す
。

こ

の
瓢

は
既

に
詳
論

し
た
。

み

英

帝
國

ブ

ロ
ッ
ク
内

の
地
位

の
特

殊
性
と
は
、
英
本
國

に
結

び
な

が
ら

の

そ
し

て
別
表

の
よ
う

に
、
濠

洲

の
輸

出

の
牛

ば
近
く
を
英
本
國

に
輸
出

し

な
が
ら
、
そ

の
主
要
輸
出
品
羊
毛

の

6)O伍cialYearBook,No.27,字49--250.



濠 洲 羊 毛 の 輸 出 先

19b9--13 1933年 迄

輸 出 先 五 ケ 年 1929『301930-3叉 Ig31--32 Ig32-33 五 ケ 年
耶 均 平 均

英 本 國
硝l

lo,608,967 、2,648,。 澹L。,。57,65弩1
膀!

lI,84五,995

碑1

11,479,970

蕩

13・235,072

佛 國 6,494,832 8,075,oo6 5,473,746 4,004,983 4,996,227 6,884,341

日 本 5、◎5,8に,434,746 6,478,587 7,5互3,51g 7,969,600 7,017,930

濁 乙 5,131,2824,626,041 4,165,020 3,223,053 4,561,321 4,869,849

来 國 795,3281,154,433
11

らII7,533i542,728

1

337,215 1,007,013

 

概
魏

日
濠

問

題

顧

客
先
と
し

て
は
近
年

日
本
と

い
ふ
新

ら
た
な
國

が
あ

つ
て
、
英
本
國

に
つ

い
で
第

二
位
然

か
も
年

々
激

し
き
割
合

で
増
加
し

つ

曳
あ

つ
て
、
無
下

に
は
退
け
が
た
き
縁

の
結

ぼ
れ
始

め
た

こ
と
、
夫
れ

に
よ

つ
て
英
本
國

へ
の
聯
結

に
つ

い
て
他

の
英
諸
領

と
多
少

と
も
特
殊
な
地
位

に
あ
る

こ
と
、
殊

に
英
國

に
聯
結
す

る
仕
方

が
産
業
部
門

に
よ

つ
て
、
例

へ
ば
金
融
部
門

と
羊
毛
生
産

部
門

と
で
異
る
こ
と
、
以
上

の
事

が
指

わ

摘
出
來

る
。

別
表

に
そ

の
藪
字
を
見
る
。

以
上

の
事
情

に
勘
る
故

に
濠
洲
は
必
す

し
も
日
本

の
要
求
を

一
蹴

し
去

る

の
勇

氣

は
な

い
。
況

ん
や
日
本

は
時

に
輸
入
羊
毛

の
分
散

、
自
給
策
を

さ

へ
ほ

の
め
か
す

に

於

い
て
を

や
。
之
れ
時

に
屡

々
日
濠
關
係

の
好
轄
を
傳

へ
る
所

以

で
あ

る
。
然
か
し

叉
た
前
述

の
濠
洲
自
身

の
経
濟
事
情
は
断

ち
難

い
ま

で
に
英
本
國

と
の
聞
を
繋

い
で

ギ

居
る
。
前
述
の
や
う
に
年

々
の
封
外
支
彿
勘
定
決
濟
の
爲
に
は
亘
額
の
起
債
を
必
要

の

と
し
た

が
、
夫

れ

は
左

の
通
り
倫
敦

で
調
蓮
さ
れ

、
そ
の
利
彿

は
公
私

の
債
務
を
合

の

せ
て
別
表

の
よ
う

に
莫
大
な
額

に
上

る
。

論
者

は
日
加
會
商
が
、
通
商
擁
護

法
の
爽

動
す

る
や
忽
ち

に
し
て
解
決
し
た

る
に

思
ふ
て
、
寳
家

の
傳
刀
走

ら
す

べ
き
を
読
く
、
濠
洲
羊

毛

の
輸
入
牽
制

の
旗
を
振
り

六
九
五

7)
8)

9)

O岱cialYear}look,No.27,P・546・

0伍cialYearBook,No.27,P。404・

Ibid,,874.
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額
4

債起外

i933

器;:;gl

Ig32Ig31

・57,438,8・6i 158,775,930

17,▼55,7i81 17,155,718

1930

150,746,T48

17,155,718

1929

142,630,573

17,155,718

 

敦

育

倫

紐

佛利

 

外

、

Ig28-29 Ig29-30 Ig30-31 1931-32 Ig32・ 一一33 Ig33--34

千碑

37,474

千碑

38,02五

千確

36,570

千碑

31,669

千確

30,987

千確

30,500

六
九
六

か
ざ
し

て
。
然

し
な

が
ら
等
し
く
英
帝
國

ブ

ロ
ッ
ク
に
属
す

と
は
云

へ
、

加
奈
陀

の
地
位

は
濠
洲

と
は
全
く
異
る
、
夫

れ
は
政
治
的

に
は
英
帝
國

ブ

ロ
ッ
ク
に
屡

し

て
も
、
経
濟
地
理
學

的

に
は
北
米
合
衆
國

ブ

ロ
ッ
ク

に
薦

描
.

す
る
、
謂
ゆ

る

「
地
域
錯
誤
」

の
典

型
で
あ
る
。

然
か
し
な

が
ら
問
題
を
解
く
鍵
は
既

に
問

題

の
中

に
潜
む
。
前
述

の
英

帝
國

ブ

ロ
ッ
ク

へ
結

ぶ
仕
方
の
張
弱

が
夫

れ

で
あ
る
。
即

ち
英

本
國

の
資

本

の
下

に
支
配
さ
る

」
諸
産
業

部
門
と
、
直
接

に
は
英

國
金
融
資
本

に
結

ば
ざ
る
そ
し

て
よ
り
多
く
は
清
費
者

と

い
ふ

の
利
害
を
感
す

る
原
始
牧
羊

業
者

蚊
ぴ
に

一
般
消
費
者

の
部
門
と

の
勢
力
關
係

が
此

の
問
題
を
動
か
す

要
因

と
な

る
、
第

二
章

に
掲
げ
た

る
緬
羊
業
者

の
代
表
者

と
英
本
國

の
代

辮
者

と
の
問

答
が
夫

れ
で
あ
る
。

か
く

て
問

題
は
日
本

の
進
出

と
英
帝
國

ブ

・
ッ
ク

の
防
衛
と

い
ふ
意

味

で
、
太
平
洋

を
申
心
と
す
る

日
英

の
事
覇

、

夫

れ

の
濠

洲

で
の
現
は
れ

之
れ
が
現
在

の
日
濠
問
題

の
基
本

的
姿

で
あ

つ
て
、
日

々
の
問
題

の

好
韓
悪

化
は
そ

の
現
象

形
態

に
す

ぎ
な

い
。
而
し

て
既

に
指

摘
し
た
よ
う

Io)高 橋次 郎 ・新脛濟地理 學 、昭和十 一年 刊p,76.



に
此

の
限
り

に
於

い
て
日
濠
問
題
は
あ
り

ふ
れ

て
ゐ
る
。
然

か
し
此

の
問
題

で
假

り
に
英
本
國

が
後

退
し
た
と
し

て
も

、
荷
ほ
濠

洲
聯
邦
自
身

の
内
部
事
情

の
淺

る
こ
と
前
述

の
如
く

で
あ

る
。
此
盧

に
日
濠
問
題

の
最
後

の
特

殊
性
が
潜
む
。

m

畢
寛
す

る

に
日
濠
問
題

の
究
極
は

..≦
、げ
一霊

》
蕩
賃
踏
膏
、、
勺
。
】一昌

に
立
て
こ
も
る
濠
洲
自
身

の
矛
盾

の
獲

現
で
あ
り
、
此

の
矛

盾
は
嚢

展
し

て
夫
れ
自

か

ら
に
行

く
途

を
開

く
で
あ

ら
う
、
こ

の
意
味
に
於

い
て
日
濠
問
題
は
他

の
諸
國
と

の
通
商
問
題
と
異

る

相

を
も

つ
。

同
時

に
日
濠
問
題
は
、
日
本

の
貿
易

の
將
來

に
新

た
な
示
唆
を
與

へ
つ
玉
あ

る
、
夫

れ
は
輸
出

に
於
け

る
新

た
な
精

紳

と
輸
入

に
於
け
る
何

等
か

の
統
制

の
必
要
を
敏

へ
つ

曳
あ

る
。
夫
れ
は
猫
り
日
濠
問
題

に
限
ら
な

い
、

い
な

日
本

の
世
界
経

濟

に
於
け
る
現
状
が
夫
れ
を
必
要

と
し

て
お
る

の
で
あ

つ
て
、
日
濠
問
題
は
そ

の
契
機

た

る
に
す
ぎ
な

い
。
こ
の
よ
う

に
観

る
と
き

、

日
濠
問
題
を
眞

に
理
解
す
る
た

め
に
は
日
濠
間

の
歴
史

の
ー

そ
し

て
世
界

の
歴
皮

の

眞

の
理
解

が
必
要
と

せ
ら
れ

る
。

(
一
九

三

山
ハ
・
五

・
三

一

・
南
…洋

ア

ン
ガ

ウ

ル
島

に
て

)

概

魏

日

濠

問
f題

六
九
七

II)E.Shann,Ibid.,p,362.




